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　　　六話　幼よう獣じゆうと満腹度







　夏休みも後半に差し掛かかる中で実じつ施しされたＯオンリーＳセンス・Ｏオンラインのアップデートとイベント告知。ＯＳＯ初の公式イベントは、直前まで殆ほとんど情報がないまま当日を迎むかえていた。

「装備よし！　アイテムよし！　準備万ばん端たん！」

　イベント開始直前まで何度も装備を確認する。腰こしに下げた鞘さやに収まる片手剣けんと、全身の要所を守る白銀の軽けい鎧がいに身を包み、私は今パーティーメンバーとともに、イベント参加者の集まる広場に居た。

「楽しみだよね！　持ち込みアイテムの制限あり！　短期間でレベルアップが可能！　どんなイベントだろう？」

「楽しみですけど、ミュウさん、もう少し落ち着きましょう」

　赤を基調とした服と鎧よろい姿のルカちゃんが、自身の装備を確認しつつ私を窘たしなめてくるが、それでもこのワクワク感は収まらない。

「もう、ミュウちゃんは、相変わらずだなぁ。ボクとトビちゃんを見てみなよ。静かに始まりの時を待ってるよ」

「…………」

　小さい体で胸を張るヒノちゃんとその隣となりに無言で立っているトビちゃんに目を向けると、トビちゃんの様子が少しおかしい気がする。

「トビちゃん？　どうしたの？」

　私の視線に、やはりトビちゃんの様子がおかしいことに気が付いたヒノちゃんが、トビちゃんの目の前で手を振ふってみるが、反応がない。私が覗のぞき込むようにしてトビちゃんの顔を見ると、小さく唇くちびるだけが動いていた。

（……大だい丈じよう夫ぶ。大丈夫。怖こわくないです。大丈夫、大丈夫）

「トビちゃん、怖っ!?　そんなに緊きん張ちようしなくても大丈夫だよ～」

「そうですよ。大丈夫ですから。そんなに緊張しないでください」

「……ううっ、慣れないんです。イベントとか人がいっぱい集まるのは」

　今にも泣きそうな顔を上げたトビちゃんが、ルカちゃんの手を握にぎりながら震ふるえる声でそう答える。

「ふふふっ、涙なみだ目めで震えるトウトビの姿。一日の始まりに良いものが見れました。幸さい先さきがいいですね」

「どこがや。うちは、先行き不安で頭が痛いで」

　トビちゃんの不安そうな様子に恍こう惚こつとした表情を浮うかべる魔ま法ほう使つかいのリレイに対して、額を押さえるようにして長い溜ため息いきを吐つくコハク。

　この六人でパーティーを組んで参加する初めての公式イベントを今か今かと待っている間に、人込みの中に見知った人物を見つけて、私は大きく手を振ってみる。

「タクさんだ！　こんにちは！」

「ホントだ！　それにガンツさんもいる！」

　向こうも気が付いたのか、別のプレイヤーとの挨あい拶さつを切り上げて、こちらの方に向かってくる。

「よぉ、ミュウちゃん。調子はどうだ？」

「この日に向けてバッチリ、レベリングしました！」

　ぐっ、と小さく拳こぶしを作ってみせると、そうかそうか、と頷うなずいてくれるタクさん。

　ヒノちゃんにも挨拶をしたタクさんとガンツさんが、私たちの後ろにいるルカちゃんたちに目を向ける。

「ミュウちゃん、そっちの子たちも紹しよう介かいしてくれるか？」

「はい！　剣けん士しのルカちゃんに斥せつ候こうのトビちゃん、魔法使いのコハクとリレイです！　みんな、今の私のパーティーメンバーです！」

　私がみんなをタクさんに簡単に紹介すると、ルカちゃんがおずおずと質問してくる。

「あの、ミュウさん。こちらの方はどなたでしょうか？」

「ルカちゃんたちには説明してなかったね。リアルでの幼おさな馴な染じみで、ＯＳＯのβベータ版でパーティーを組んでたタクさんと、同じくパーティーメンバーのガンツさんだよ」

「正確には、ミュウちゃん、ミュウちゃんのお姉さんのセイさん、タクの三人のパーティーに、俺の時間が空いた時たまに加わっただけなんだけどな」

「ちなみに、ボクもその時のパーティーメンバーの一人だったんだよ。その縁えんで、この正式版でもミュウちゃんとパーティー組んでるんだ」

　ガンツさんとヒノちゃんが私の説明を補足してくれると、ルカちゃんたちは納得したようだ。

「それじゃあ、改めて自己紹介だ。俺は、タクだ。一応、剣士だ。それで、こっちのやつが──」

「俺は、ガンツ！　無手の格かく闘とう家かで、タクのパーティーメンバーだ。よろしくな！」

　落ち着いた自己紹介をするタクさんと、親指を立てて自己紹介するガンツさん。ガンツさんの威い勢せいの良さに圧おされて、ルカちゃんは苦笑いを浮かべ、トビちゃんとコハクは引いている。リレイは、関心が薄うすいようだ。

「それで、タクさんは、パーティーの人たちと一いつ緒しよじゃないんですか？」

「ああ、今はみんなそれぞれの知り合い連中に挨拶しているところだ。そうだ、新しく実装された【満腹度】システムについて警告しておくぞ」

　タクさんが言う【満腹度】システムとは、一週間前に行われたアップデートで、今まで需じゆ要ようの低かった料理アイテムに価値を持たせるために導入されたシステムだ。

　料理や食材アイテムなどを食べることで、満腹度減少によるステータス低下を防ぐと共に、使われるのが質の高い料理アイテムであれば、ステータスに補正も付く。

　それについては、ちゃんと対策は練ってある。

「大丈夫！　持ち込みアイテム１００枠わくのうち、10枠をユンお姉ちゃんのサンドイッチで埋うめたから！」

　むふぅ、と私は自信満々でタクさんに言う。その特製サンドイッチは、今回のアップデートに合わせて【料理】センスを取得したユンお兄ちゃんのお店【アトリエール】で調達したからバッチリ。勿もち論ろん、事前に味見して美味おいしいことも確認している。

「なら、大丈夫だな」

　そう言って、一人苦笑いを浮かべるタクさんは、一度、無言になると、私たちのパーティーをじっと興味深げな目で眺ながめる。

「……あの、どうかしましたか？」

　その視線が気になったトビちゃんがタクさんに尋たずねると、タクさんは片手ですまんと謝りながら、優しげな目でみんなを見つめ返す。

「さっきちょっと遠くから見てたんだけど、ミュウちゃんが楽しそうにしているから、いいパーティーを組めたんだろうな、と思ってな」

「うん！　私の自じ慢まんのパーティーメンバーなんだから！」

　えへん、と私が胸を張って告げれば、タクさんは苦笑いを浮かべつつ同意してくれる。でも、女の子をじろじろと不ぶ躾しつけに眺めたことに、ちょっとだけお返しの意味を込めてからかうことにした。

「タクさんも、早くしっかりとユンお姉ちゃんを捕つかまえないと逃にげられちゃいますよ。何い時つまでも最後の一枠が空あいたままじゃないですか」

「ミュウちゃんは手て厳きびしいな。一応、ユンに声掛けしようと思ったんだけど、あいつ生産職同士で組むらしいから今回は控ひかえた」

　それにな、と続けるタクさん。

「ユンのやつ、俺たちの行動ペースが速すぎてキツイから嫌いやなんだと。続けていれば慣れるのに、ヤレヤレだぜ」

　タクさんの言葉に、ユンお兄ちゃんが言いそうだ、と思い小さな笑いが零こぼれる。

「ほんと、ユンお姉ちゃんらしいね。まぁ、まったりマイペースでいくのが、ユンお姉ちゃんのいいところだけどね」

「さて、俺はそろそろガンツと一緒にパーティーメンバーのところに戻もどるな」

「ミュウちゃんたちもイベント頑がん張ばれよ」

　イベント開始時間が迫せまり、タクさんとガンツさんは、私たちに別れを告げる。

　今の雰ふん囲い気きを見る限り、私のパーティーメンバーのタクさんたちへの印象は、悪くないようだ。その中で一人、ルカちゃんが呟つぶやく。

「なんか、ミュウとタクさんって、兄きよう妹だいみたいな感じでしたね」

「うーん。タクさんは、ユンお姉ちゃんと同い年の幼馴染で、昔からよく三人でゲームして遊んでたからね」

　私は、昔を思い出すように顎あごに指を当てる。

　私とタクさんでゲームしていると、そこにセイお姉ちゃんが加わり、最後に渋しぶ々しぶユンお兄ちゃんも加わる。確かに、タクさんは誰だれよりも私のお兄ちゃんっぽいかもしれない。

　私がそんなことを考えていると、広場にイベント開始のアナウンスが響ひびき渡わたる。

『それでは、この場にいる皆みなさまには、これより特別サーバーへと転移していただきます。詳くわしい説明は、転移後に行います。僅わずかな衝しよう撃げきを受けるでしょうが、体に影えい響きようはありません。10、９……』

「いよいよ、始まる」

　カウントダウンが始まり、集まったプレイヤーたちが緊張しているのがわかる。みんながカウントダウンに合わせて大きな声を上げる中、私は、適度な緊張感を保ちながらその時を待つ。

『──２、１、０』

　こうして、ＯＳＯ初の公式イベントが幕を上げた。




　　　　●




　転移によって視界が歪ゆがみ、足場に不安定さを感じた。遊園地で乗った絶ぜつ叫きようマシーンの落下に比べればましだが、転移直後のみんなの様子を確かめると、案外平気そうにしている。

「危なっ。バランスを崩くずして倒たおれるところやった」

「ふふふっ、倒れてパンチラですか？　コハクは色気がないのでやめてくださいね」

「リレイ、誰が色気も可愛げもないや！」

　誰もそこまで言ってない！　と私が内心ツッコんでいると、運営側のイベント説明役として、【ＯＳＯ】開発部部長の吉よし野の和かず人ひとさんの映像が、転移先の森の上空に投とう影えいされる。

　その内容を要約すると、現実世界の80倍に引き延ばされたＯＳＯ内時間の一週間、サバイバルキャンプをするということだった。

　色んなアイテムやレアな幼獣ＭＯＢが出現し、仲間になることもあるそうだが、取り敢あえず今それは二の次だ。

　話を聞き終わった私たちは、早さつ速そく意気込みつつ相談に移る。

「よーし！　生き残るぞ！　キャンプイベント！」

「一週間のサバイバルを楽しむぞ！」

「やる気を出すのはいいことですけど、寝ねる場所もないのですが……どうしましょうか」

　元気に声を上げる私とヒノちゃんを見て、苦笑いを浮かべつつ、冷静に考えるルカちゃん。

「やれやれ、ミュウとヒノはお子様やな」

「ふふふっ、そう言いつつも楽しみにしているんですよね。コハクも」

「そんな訳あるかい。でもまぁ、最初にやることは、寝ね床どこと食料調達やな」

「賛成～！　早速行こうよ！」

　私たちは、歩きながら意見を出し合って、すぐさまセーフティーエリアから移動を始める。

　セーフティーエリアを中心に時計回りに移動しながら、イベント用の浮ふ遊ゆう大陸のマップ上の情報を更こう新しんして、アイテムの採集ポイントを見つけていく。

「結構アイテムが手に入るけど、未鑑かん定てい状態だから、詳しよう細さいがわからないね」

「そうですね。これらがどのようなアイテムか知らないと、有効に使えませんものね」

　私が、【行動制限解除】のセンスを使って樹の幹みきを駆かけ上がり、高い位置に生なっている実を剣けん先さきで落とす。下で落ちてくるそれをキャッチするルカちゃんたち。

「食べ物か生産素材かわからないけど、簡単にアイテムが手に入るってことは、飢うえる心配はないってことだよね」

「……そうですね。果物っぽいものもありますから」

　ヒノちゃんとトビちゃんは、沢たく山さんの実が生っている樹から採とれた拳くらいの大きさのものを手に取って匂においや重さを確かめる。だが、それだけでは食べられるかわからず、眉まゆを寄せている。

「ふふふっ、最終手段『男鑑定』しかないですね」

　不敵に笑うリレイを見ながら嫌そうな顔をするコハク。

『男鑑定』とは、センスを介かいさない鑑定方法の一つで、一度使用したアイテムは自動的に鑑定されるというシステム上の仕様を利用して、未鑑定でも使ってみることでそのアイテムを鑑定する方法。

　古くは、ローグライクゲームのプレイヤースキルであり、当然運の要素が強く絡からむ行こう為いであり、最悪のケースも想定される。

「うちら、女性パーティーやのに、そんなリスキーな方法は嫌なんやけど」

　リレイとコハクはそう言いながら、地面に生える草をプチプチと千ち切ぎって集めている。

　そんな私たちの前を、小さな生物の影かげが横切る。

「はっ！　生き物の影！　これはイベントで出現する幼よう獣じゆう!?」

「いや、違ちがう。ただのでっかいテントウムシや」

　樹の葉っぱに視界を遮さえぎられていたため、慌あわててそこから飛び降りた先で私が見たものは、樹から樹へと飛び移る大型テントウムシだ。

　赤い背中に不特定数の黒い星模様のあるテントウムシが縦横に飛び交っている。

　ノンアクティブのイベント限定のユニークＭＯＢらしく、しばらく様子を見ていたが、こちらを攻こう撃げきしてくる素そ振ぶりはない。

「よし、倒そう！　──《ソル・レイ》！」

　私は、小手調べに光魔ま法ほうの収束光線を使い、一匹のテントウムシを貫つらぬく。

　一いつ瞬しゆんにして、その体を光の粒りゆう子しへと変えるテントウムシを見て、手て応ごたえのなさを覚える。

「凄すごい弱い！」

「まぁ、色々なレベル帯のプレイヤーが参加するんですから、セーフティーエリアの近場の敵はそれなりですよ」

　ルカちゃんが敵のフォローをするが、その間にも次々と現れるので、剣けんを軽く振ふるえば、こちらも簡単に倒せてしまう。

　ヒノちゃんも、槍やりを振り回すだけでテントウムシたちが地面にボトボトと落ちて、そこに宝箱が生まれる。

「なんか、第一の町近きん郊こうの草食獣レベルだね」

「けど、イベントアイテムが手に入るんやからええやん」

　十数匹のテントウムシを倒した私たちが宝箱の中身を確認すれば──

「でっかいテントウムシのドロップがテントって、寒いダジャレか！」

　期待を裏切らないツッコミを入れるコハクに全員が苦笑いを浮うかべる。

　テントウムシの落とすテントは、その背中の星の数によって違うみたいだ。一つ星なら一人用。二つ星なら二人用、六つ星ならパーティー用。最多で十個の星のテントは、一人じゃ組み立てられない程ほど大きい。

「パーティー用に全員で寝るのも楽しそうだけど、みんなでいると騒さわがしくなりそうだから、二人か三人用のテントを複数張れば良いかな？」

　流石さすがに大きいのは組み立てられないという理由もあるが、やっぱり落ち着いた時間も必要だよね、との思いから私が提案すると、リレイがすっと手を挙げた。

「ふふふっ、是ぜ非ひ、二人用を三つ確保しましょう！」

「その心は──」

「コハクに邪じや魔まされずに、女の子同士親しん睦ぼくを深め合えます」

　妖あやしい笑みを浮かべるリレイが私たちに舐なめるような視線を向けると、ルカちゃんとトビちゃんが身み震ぶるいする。

「そうだね！　楽しそうかも！」

「ミュウさん!?」

　リレイとテントで二人っきりになることを想像したルカちゃんが声を上げるが、私の考えは別のところにある。

「一日ごとにローテーションで一いつ緒しよに寝る人を決めれば、更さらにお互たがい仲良くなれるよね」

「ミュウちゃんは、パーティー全体の繫つながりも大切だけど、個々の繫がりももっと強くしたいと？」

「うん！　そうすれば、最強のパーティーが無敵のパーティーになる！」

　むふっどうだ私の考えは、とみんなを見ると、確かにその考えも……と思うみんなの視線がリレイに集まる。

「ふふふっ、みなさん何を考えているんですか？　私はただ、可愛い女の子と一対一でお話しして仲良くなりたいだけですよ。それとも何かいかがわしいことでも考えました？」

　ルカちゃんとトビちゃんは、顔をカッと真っ赤にして、俯うつむいてしまう。その様子を見て、可愛い、と呟くリレイは、同時に、まぁ相手の同意があれば更に踏ふみ込みますが、と呟いている。

「私は、子どもだから何のことかわからないなー」

「ボクもまだ小さいからリレイが何のこと言っているのか、わからないよ」

「二人とも、白しら々じらしいからやめい」

　私とヒノちゃんが一緒にふざけていると、揃そろってコハクから軽いチョップを頭に貰もらう。

「まぁ、テントの割り振りは後で考えるとして、もうちょっと探たん索さくしようや。まだ弱い敵しか現れてないけど、他のキャンプ道具をドロップするかもしれへんユニークＭＯＢも居おるはずやから、それ狙ねらっていくのもええやろ」

　それに余ったアイテムは、イベント終しゆう了りよう後に売ってゴールドにしてもええもんな。と実に無む駄だのない考えのコハク。

　その後、私たちは更に周囲のマップを埋うめるために、探索に戻る。

　途と中ちゆう、トビちゃんの【発見】のセンスが、遠くに居る小動物の気配を見つけるが、すぐに逃にげてしまった。あれは何かの幼獣だなと思いながら森の中を進んでいくと、ヒノちゃんがみんなに尋たずねる。

「そういえばさ。みんなは、このイベントで幼獣を手にいれられるとしたらどんな幼獣を手に入れたいと思ってる？」

　先頭を歩く私は、ヒノちゃんを振り返り、ノータイムで答える。

「とにかく白い動物！　白銀の聖パラ騎士デインには白一択たくだよ！」

　純白のペガサスとか、白いドラゴンとか居たらカッコいいだろうなぁ。とニヤニヤする私をみんなは生温かい目で見守って来る。

「ヒノさんは、なぜ今そういう話を？」

　あまりに唐とう突とつだったので、不思議に思ったルカちゃんが尋ね返すと、ヒノちゃんは後ろ頭を搔かきながら照れくさそうに理由を教えてくれる。

「いや～、ボク、幼獣には特に興味がなくってさぁ。みんなはどうなのかなと思って」

「そうですか。そういうことなら、納得しました。私は、そうですね──鷹たかとかフクロウの幼獣がいたらいいな、と思います」

「おおっ！　鷹たか匠じようとかテレビで見たことあるよ！　カッコいいよね。バシュッ！　って鷹を飛ばして、鷹が帰ってくるとガッと腕うでに摑つかまるの！」

　身長が高くて、背筋も綺き麗れいに伸のびているルカちゃんが鷹やフクロウを腕に留まらせる姿を想像すると、絶対にカッコいいと思い全力で褒ほめると、ルカちゃんが恥はずかしそうにする。

「じゃあ、トビちゃんは？」

「……私は、ハムスターとかの小動物系がいいですね」

　おお、大人しい性格のトビちゃんに似合いそうだ。あのマフラーの中にハムスターが隠かくれていて、たまにひょっこり頭を出した姿やほお袋ぶくろ一いつ杯ぱいに種を詰つめ込んだ姿とか見てみたいかも！

「ルカートが鳥類のカッコいい系で、トウトビが小動物全ぜん般ぱんの可愛い系か。うちは、狐きつねや狛こま犬いぬなんかの、神社で神の使いとされる動物が候補や。ほら、この服装は、そうした和風系を意識して作って貰もろたんや」

　コハクは、自分の装備を自じ慢まんげに見せながら、パートナーにしたい幼獣の種類を口にする。

「みんな自分のキャラ付けも含ふくめた幼獣をイメージするんだね」

「まぁ、仲間になるなら、結果的になんでもええけどな。ただの願望や」

　そう言って、コハクも照れくさそうに笑う。

「ふふふっ、私としては、コハクにはタヌキみたいな動物が似合うのではないかと思うのですが。ほら、信しが楽らき焼のタヌキも和風ですしね」

「リレイ！　誰だれが間ま抜ぬけな感じやて!?」

「「「ツッコミが飛ひ躍やくし過ぎ！」」」

　私とルカちゃんとヒノちゃんで同時にツッコむと、ニヤリ、と笑ってみせるコハク。

「私がノリツッコミかましたら、みんな上手うまくノってくれて嬉うれしいわ。まぁ、タヌキはイメージには合わへんけど、『他を抜ぬく』って縁えん起ぎ物やからええしな」

　いつもツッコミ役のコハクがまさかのノリツッコミをすることで、それにツッコんだ私たちがぐったりとしてしまう。よもや、そこを狙われたとは、と少し悔くやしい思いさえする。

「……タヌキ可愛いと思います」

「トウトビ、ありがとうな」

「そう言えば、リレイさんの欲しい幼獣の話を聞いてませんでしたね」

「ふふふっ、私は、サキュバスです」

「「「はぁ？」」」

　一瞬、何を言っているんだろうか？　と理解できなかった私たちに、リレイが畳たたみかけるように言葉を発する。

「女性型のＭＯＢですよ。最初は幼女！　それから美少女、美女と、三段階の成長過程を経へて私を楽しませてくれる！」

「リレイ。幼獣は動物であって、人型なんておらんやろ……」

「うーん。もしかしたら、成長すると人型に変化するタイプのものも居るかもしれませんよ」

　サキュバスは居ないけど、成長して人型になるのは居るかも、と思いつつも、リレイは自分のキャラに合うかどうかではなく、完全に欲よく望ぼう優先だということが分かった。




　　　　●




「はぁ！　──《デルタ・スラッシュ》！」

　私は、目の前でひらひらと飛んでいる人の大きさ程の、鋭するどい刃は物もののような羽を持つ吸血蝶ちようである【バタフライ・ナイフ】というユニークＭＯＢに連続斬ぎりを放つ。

　私の攻撃を受けた吸血蝶は、近くの樹に叩たたき付けられ、光の粒子となって消えた場所には、宝箱が残る。。

「これもドロップだね。中身を確認しよう」

「ちょい待ち！」

　私が宝箱を開けようとすると、コハクが待ったを掛かける。コハクはこめかみに指を当てて、むむむっと唸うなりながら何かを考えるような様子でいる。トビちゃんが罠わなチェックしているため安全なはずなのだが。

　そして、数すう瞬しゆんの後、目を見開いたコハクは、宝箱を指差し声を上げる。

「ユニークＭＯＢが【バタフライ・ナイフ】やから、ドロップは【調理包丁】や！」

「さて、正解は──うん、惜おしい！　【調理器具三点セット】だ！」

　そうして取り出したのは、調理用の片かた刃ばナイフにフライパンとフライ返しだ。

「バタフライやから、バタフライ・ナイフから包丁を連想したけど、バタフライのフライとフライパンが掛かっていたなんて。それにフライ返しも。詰め込み過ぎやろ」

　どうやら、ドロップは、ユニークＭＯＢの名前関連のダジャレだと気が付き、コハクはドロップ当てをしていたようだ。

　だが、その予想の上を行くゲーム運営側のネーミングセンスに、コハクは愕がく然ぜんとしている。

「ふふふっ、イベント限定のおふざけってことですかね」

「おおっ！　このアイテム凄すごいよ！　【料理】センスがなくても料理ができるアイテムだ！」

　ヒノちゃんが宝箱の中のアイテムの詳しよう細さいを確認している。

【調理器具三点セット】の効果は、本来料理を作るのにはセンスが必要であるが、この道具を使えば、最低限の料理ならセンス不要で作れるらしい。ただ、料理人がどんなに料理の腕を上げて良い素材を使っても、センス本来のスキルや補正がないために、満腹度回復のための料理アイテムしか作れない。

「……みなさん。次の敵ＭＯＢを見つけました」

「ナイス！　トビちゃん」

　戦せん闘とうへの参加は少ないが、その分索さく敵てきや罠探しなどに忙いそがしいトビちゃんの案内で、新しい敵ＭＯＢを見つける。

「あれは──キリン？」

　テレビで見る体高何メートルものキリンに比べれば、黄色と黒の模様は似ているものの、随ずい分ぶんデフォルメされた姿に、長く発達した角。そんなキリン型ＭＯＢが、のんびりと長い首を伸ばして樹々の葉っぱを食べている。

「幼よう獣じゆう？　とは違ちがうようですね。やっぱり、これもイベント用のユニークＭＯＢでしょうか」

　少しずつ近づいても反応を見せないノンアクティブな中型のＭＯＢ。

　そのキリン型ＭＯＢの名前は──【パイプ・ジュラフ】となっており、それを見たコハクが唸り始める。

「あれは、何のアイテムをドロップする敵なんや？　考えろ、今までの傾けい向こうから考えるんや！」

　ぶつぶつと呟つぶやいているコハクに対して、リレイが面白そうなものでも見るように目を細めている。

　私は、何をドロップするＭＯＢかを確認するために駆かけ出した。

　樹の幹を蹴けって跳ちよう躍やくし、パイプ・ジュラフのような首の長い生物の急所である首を狙って、剣けんを振ふるうが──

「えっ!?　避よけられた！」

　パイプ・ジュラフは、こちらの襲しゆう撃げきを察知していたのか、長い首を下げたうえに四し肢しを左右に広げるようにして、体高を低くした。最初の狙いが高い位置だったために、私はそのままパイプ・ジュラフの上を素通りして着地する。

「イベント用のユニークＭＯＢとは言っても流石さすが中型サイズ！　楽しめそうだね！」

「みなさん！　ポジションについてください！　それと、決してＭＯＢの後ろに回ってはいけません！」

　ルカちゃんが指示を出すと同時に私たちはパイプ・ジュラフと相対する。

　前衛は、正面にルカちゃんが立ち、その左側には私、右側にはヒノちゃんだ。

　後衛は、コハクとリレイが並び、トビちゃんが遊ゆう撃げきのポジションで攻こう撃げきの機会を窺うかがう。

「こっちが先に攻撃したのに、反撃してきませんね」

「まさか、これが幼獣とかってことは……」

『ヴォォォォッ──』

　その考えが私の頭を過よぎった直後、牛のような鳴き声と共にパイプ・ジュラフが頭部の角から電撃を発生させ、周囲に無差別に放っていく。

「危ないやないか──《ウィンドシールド》！」

「ありがとう、コハク！」

　電撃は、こちらに到とう達たつする勢いをもって放たれたが、コハクが持ち前の素早さで、前衛を守る三枚の風魔ま法ほうの風ふう壁へきを生み出した。

「……行きます」

　電撃の光を利用して姿を晦くらましていたトビちゃんは、ＭＯＢの側面より近づき、その体の下に潜もぐるようにして、下からその胴どう体たいに一撃を入れる。

　その攻撃に驚おどろいたパイプ・ジュラフは、腹の下に潜り込んだトビちゃんを押し潰つぶそうと長い脚あしを折り曲げて上から圧のし掛かろうとするが、トビちゃんは既すでにパイプ・ジュラフの体の下から抜け出しており、今度は私とルカちゃんが、座り込んだ姿勢のパイプ・ジュラフへと攻撃を仕し掛かける。

「はぁ──《フィフス・ブレイカー》！」

「行きます。──《ショック・インパクト》！」

　素早い剣けん技ぎによって放たれる連続攻撃と叩き付けるような強きよう烈れつな斬きり下ろしの攻撃を受けたパイプ・ジュラフは、前まえ脚あしでこちらを踏ふみ潰そうと暴れた直後、私たちから逃にげるように背を向けて走り始める。

「追つい撃げきするよ！」

「ヒノさん、後ろからＭＯＢに近づいてはいけません！」

　アーツ発動直後の僅わずかな硬こう直ちよくで動けない私たちの代わりに、ヒノちゃんが追撃を掛ける。

　だが、それを見み越こしていたパイプ・ジュラフが後うしろ脚で近くの樹を半ばから蹴り倒たおし、その樹がヒノちゃんの方へと倒れていく。

「そんな攻撃で私は止められないよ！　はぁ──《インパクト》！」

　腰こしを沈しずめるようにして構えた大おお槌つちを、ヒノちゃんは膝ひざの伸のびや腰の回転、遠心力などの力を総合して思いっきり振るう。

　振るわれた大槌がアーツの発動によって更さらに加速して、倒とう木ぼくを穿うがつと、バラバラに粉ふん砕さいされた木片が周囲に散り、私たちの方にも飛んでくる。

「きゃっ！　もう、ヒノちゃん！」

「あちゃ……力りきみ過ぎて粉砕しちゃった。みんな大だい丈じよう夫ぶ？」

　私は、降り注いだ木片を頭から払はらいながら、樹を蹴り倒したパイプ・ジュラフを探すが、既に遠くへと走り去ってしまっていた。

「ああ、逃がしちゃった。どうする？　追う？」

　私が振り返ってみんなに訊きけば──コハクがパイプ・ジュラフの逃げて行った方向を力強く扇せん子すで指し示す。

「追うで！　あのＭＯＢがどんなネタアイテムをドロップすんのか、調べるんや！」

　その無む駄だな熱の入れように、みんなは苦笑いしつつも、当面の目標もないため、マップ埋うめを兼かねて、パイプ・ジュラフの追つい跡せきをすることにした。

「とは言ってもあのＭＯＢ、どこに行ったんだろうね」

　中型サイズのＭＯＢと言っても、私たちよりも遥はるかに大きく、黄色と黒の目立つ模様であるため容易に見つけられると思ったが、中々見つからない。

「どこ行ったんだろう？　トビちゃん、わかる？」

「……少し私が先行して探しますね」

【発見】のセンスを持つトビちゃんが、足音を殺して、周囲の森を探し始める。トビちゃんの動きに合わせて広がるメニューのマップの更こう新しんが途と中ちゆうで止まると、真っ直すぐにトビちゃんが戻もどって来る。

「トビさん、見つかりましたか？」

　ルカちゃんが尋たずねるが、その言葉は、トビちゃんの胸に抱だかれた白いモコモコのせいで途と切ぎれる。

「……みなさん！　拾ひろいました！」

　胸元に抱き寄せた白いモコモコをお披ひ露ろ目めするように見せるトビちゃん。

　何かレアなアイテムでも見つけたのか、と思って、私がその白いモコモコに手を伸ばすと──

「ひゃっ!?　な、舐なめられた!?」

　驚いて手を引っ込めると、そのモコモコの中からピンと耳が立ち、続けて角、目許もと、口くち許もとの順で顔を出すと、蹄ひづめを持つ短い手足を伸ばして、それはトビちゃんの胸元から飛び降りた。

「メェェ～」

　子羊のような高い鳴き声と敵意の感じられない様子に、私たちは瞬まばたきする。

「これって、幼獣？」

「メェェ～」

　私の呟きに応こたえるように一鳴きした子羊型の幼獣。その毛のモコモコは、大人の羊に劣おとらぬ純白の毛並みを持っている。

　私は、その子羊の前にしゃがみこんでもう一度触ふれ、どこまでも沈んでいきそうなふわふわな羊毛の感かん触しよくを楽しむ。

「……むぅ、純白の羊を連れた聖パラ騎士デイン。あり、かな？」

「いや、ビジュアル的にないやろ。どっちかというと羊飼いになるんやないか？」

　私が、聖パラ騎士デインの相棒としてあり得るのか考えていたら、どうやらそれが口から漏もれていたみたいで、コハクに指し摘てきされる。

　ふと周りを見ると、他のみんなもこのキャンプイベントで初めて見る幼獣に興きよう味み津しん々しんだ。

「可愛いですね、それに小さくて守ってあげたくなりますね」

「けど、幼獣だから、成長したらきっと戦力になるんだよね。この子、どんなふうに強くなるのかな」

　ルカちゃんとヒノちゃんも子羊を囲んで撫なでる。その後ろには、子羊を撫でて楽しそうにしている私たちを、息を荒あららげながら見ているリレイがいる。

「ふふふっ、ヌイグルミのような小動物と戯たわむれる美少女たちですね。次は、色んな種類のヌイグルミを抱いてもらうとか、ヌイグルミと同じケモミミを着けてもらうとか、はぁはぁはぁ……」

「リレイ。あんたも少しは幼獣本体に興味持たなあかんやろ」

　興奮で顔を上気させて息を荒くするリレイと、それを冷ややかな目で見ているコハク。

　コハクは、一歩下がった位置から私たちの様子を見ているが、私たちが交代で抱き上げる幼獣に興味があるのか、チラチラと子羊に視線を向けてくる。

「それで、トウトビは、さっきのパイプ・ジュラフを見つけたん？」

「……はぅ、この子を拾ったことに興奮して忘れてました」
















　再び抱き上げた子羊の幼よう獣じゆうを抱きしめたまま、しゅん、と項うな垂だれるトビちゃん。

「それじゃあ、少し陣じん形けいとか考えないとね。気をつける優先順位が高いのは、この幼獣の保護ですか」

　改めて探たん索さく中の優先順位を決め直し、再度パイプ・ジュラフを探す準備を整える。

　優先されるのは、子羊の幼獣の保護、パイプ・ジュラフの追跡、道中のアイテム収集の順で、そのために、子羊の幼獣は、直接戦せん闘とうの機会が一番少ない後衛に預けることになる。

「と、いうことで、コハクがちゃんと守るんだよ！」

「まぁ、一応任されたわ」

「……また先行してパイプ・ジュラフを探します」

　とトビちゃんが言い、その胸元から地面に下ろされた子羊は、好こう奇き心しん旺おう盛せいなのか、あっちへフラフラ、こっちへフラフラと歩いては、低い位置の木の実や葉っぱを食べ、高い位置に生なっている果物を見上げてはメェェ～と鳴くので、コハクが風魔法でそれを落として子羊に与あたえている。

　子羊が何かを食べるとメニューの情報が更新されて、食用可能な木の実や果物などが次々と鑑かん定ていされていることに気が付く私とヒノちゃんだが、今は黙だまってコハクが幼獣の面めん倒どうを見ている様子を見守っている。

「あかんって！　そんなにパーティーから離はなれたら！」

「メェ～」

「あんた、やんちゃやなぁ。って、うちの指を嚙かんでも美味うまないやろ」

「メェ～」

「ほら、あそこの木の実でも食べれば……って、あれは好かんのか？　えり好みが激しいなぁ」

　一人で子羊の面倒を見るコハクの表情をみんなでニヤニヤと眺ながめる。

　そうこうしている間に、再度パイプ・ジュラフの探索に出ていたトビちゃんが戻って来た。

「……今度こそ、見つけました」

「よし！　今度は逃げられないように囲んで倒そう！　魔ま法ほう使うと逃げる隙すきを与えちゃうから、基本無しでね」

　私たちは、子羊の幼獣を連れ、トビちゃんの案内で逃げたパイプ・ジュラフを追う。

　相手は、再びのんびりと高い位置の木の実や葉っぱを食べていた。

　私は、【行動制限解除】のセンスを使って樹の上に登り、ルカちゃんがパイプ・ジュラフの正面に、トビちゃんとヒノちゃんが背後に回り込み、奇き襲しゆうのタイミングを窺うかがう。

　パイプ・ジュラフに気付かれないように、ルカちゃんがハンドサインを出し、全員で一いつ斉せい攻こう撃げきのタイミングを計る。

（３、２、１──）

　指折り数え終わると同時に、私は、樹の幹を蹴けって、一気にパイプ・ジュラフに肉にく薄はくする。

　前回は、首の急所を狙ねらって避よけられたので、今度は、胴どう体たいを狙う。

　ヒノちゃんは、パイプ・ジュラフの後ろ脚あしの蹴りに注意しつつ、背後を中ちゆう距きよ離りから長槍やりで突ついてダメージを蓄ちく積せきさせる。

　ルカちゃんは、正面から剣けんの側面を使って、パイプ・ジュラフの頭ず突つきや鞭むちのように振ふるわれる頭部の攻こう撃げきをいなし続け、トビちゃんがその隙に擦すれ違ちがい様ざまに素早く斬きり付けていく。

「これなら早く終わりそうやね」

「ふふふっ、私たちの出番なし──っ!?　《フレイム・サークル》！」

　戦闘に参加せずに、後衛として子羊を守っていたコハクとリレイは、完全に気が緩ゆるんでいたが、直前にリレイが何かの気配に気付き、頭上に向けて炎ほのおを生み出す。

　樹の上からパラパラと舞まい落ちる木の葉と共に、収縮する炎えん環かんに飲まれて落ちて来たのは、巨きよ大だいな蛇へびだ。

　太く長い体をうねらせて、鎌かま首くびを持ち上げた青色の大だい蛇じや型ＭＯＢの【スネーク・タップ】が、コハクの抱いている子羊に狙いを定めている。

「なんや、こいつ！　トウトビの【発見】にかからんとは、いつこんなに近づいたんや！」

「【隠いん蔽ぺい】とか【認識阻そ害がい】のようなセンスでもあるんじゃないですか？　嫌いやなタイミングで遭そう遇ぐうしましたね」

「コハクさん！　リレイさん！　今、前衛を下げま──くぅっ！」

　残りＨＰが少なくなり、攻撃が激しくなるパイプ・ジュラフ。その攻撃を必死に受け止めるルカちゃん一人を前衛に残して、攻撃要員である私やトビちゃん、ヒノちゃんが後方に下がるのは難しかった。

「こっちは時間稼かせぎをするから大だい丈じよう夫ぶや！」

「ふふふっ、別に倒たおしてもいいんですよね。──《フレイム・サークル》！」

　リレイの魔法を避けることができなかったスネーク・タップは、跳とび上がると同時にコハクに襲おそい掛かかる。

　リレイの《フレイム・サークル》は、スネーク・タップの尻尾しつぽの端はしを捉とらえて焼くが、それでも跳ちよう躍やくの勢いは落ちず、スネーク・タップは大きく口を開き、牙きばを剝むき出しにしてコハクに迫せまる。

「メェ～」

「この子が怯おびえるやないか！　──《グラム・ソード》！」

　コハクは、握にぎり締しめる扇せん子すに水の武器強化魔法を使う。

　一いつ瞬しゆんにして、扇子を覆おおうように広がる水。その、水に覆われた扇子をスネーク・タップ目掛けて振るった。

　水に覆われた扇子は、打だ撃げき武器としての役割を担になっており、コハクがスネーク・タップの頭を叩たたくと共に鈍にぶい打撃音が響ひびく。

「扇子ってそうやって使う武器なの？」

「本来は違うけど、緊きん急きゆう時の近接攻撃や！」

　次にコハクが扇子を閉じると同時に水の形を変化させると、水は扇子の先せん端たんの方に伸のびていく。

　コハクは、扇子全体を水で覆った鋭するどい水の剣を生み出し、それを逆さか手てに持って、大蛇の頭ごと地面に突き刺さし、武器から手を離した。

「リレイ！　最後の締めや！」

「ふふふっ、相変わらず容よう赦しやないですね。ですが、そういうところは好きですよ──《フレイム・サークル》！」

　水の剣と化した扇子で地面に縫ぬい留められながら尚なおも扇子に巻き付き身をくねらせて逃にげようとするスネーク・タップを炎環が取り囲み、一気に収束して爆ばく発はつを引き起こす。

　その爆ばく風ふうで上空へと舞い上げられた扇子が、上へと伸ばしたコハクの手に戻もどり、コハクがそれでスネーク・タップに止とどめを刺そうとする。

「最後や。──《クイック・ブラスト》！」

　広げた扇子で扇あおぐと共に放たれる圧縮された空気弾だんが、リレイの放った炎の中で暴れるスネーク・タップの頭を正確に捉えてその形を崩くずすと、光の粒りゆう子しが辺りに散っていく。

　それとほぼ同時に、パイプ・ジュラフの背後から長槍を刺し続けていたヒノちゃんが最後の攻撃を決めると、パイプ・ジュラフが横よこ倒だおしになった。

　イベント限定のユニークＭＯＢを二体倒し、子羊の幼獣を守りきれたことに安あん堵どした私たちの元に残されたのは、二つの宝箱だった。

　ヒノちゃんがパイプ・ジュラフの宝箱の中身を取り出してみると──

「なんで、キリンなのに【安あん眠みん寝ね袋ぶくろ】なんや！　どこに寝袋の要素があったんや!?」

「ふふふっ、どこでしょうね。あら、こっちは蛇じや口ぐちですね」

　パイプ・ジュラフの宝箱から取り出した寝袋に不満の声を上げるコハクの横でスネーク・タップの宝箱を開けたリレイは、中から銀色に輝かがやく蛇口を取り出した。

「蛇と蛇口の関連性はわかるけど、キリンと寝袋の関連性がわからん！」

　憮ぶ然ぜんとした様子で寝袋を広げてキリンとの関連を真剣に考えるコハク。

「あの……寝袋は、英語でシュラフと言いますからそれに掛けたダジャレかと」

「そんなん分かるか！」

　おずおずと答えるルカちゃんの回答に、手に持つ寝袋を叩き付けそうになるが、理性で我慢している。

　私たちは、その後もしばらくその周辺で食材アイテムをドロップするＭＯＢを発見して狩かったりアイテム採集などを続けたのち、近くのセーフティーエリアへと、子羊の幼獣を一いつ緒しよに連れ帰った。
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「さぁ！　戦利品の確認だよ！」

「メェ～」

　セーフティーエリアにある丸太を半分に切って作られたテーブルには、森で集めた様々なアイテムが山のように積まれ、その山に子羊の幼獣が頭を突っ込こもうとしていた。

「こら、アイテムにイタズラしたらあかんって」

　コハクにそう言われ後ろから抱だきかかえるように持ち上げられた子羊は、口に何か葉っぱのようなものを咥くわえてもぐもぐと咀そ嚼しやくしている。

「いいんだよ。その子が食べたらそれがどんなアイテムか判明するから」

「そうなんや。気が付かんかった」

「ふふふっ、気が付いてないのは、子羊に構いっぱなしのコハクただ一人だったようですね」

　リレイに指し摘てきされて、ちょっと不ふ機き嫌げんになるコハクだが、すぐに子羊の毛を撫なでて表情を緩ませる。

「それにしても、食べられるものと食べられないものを器用に分けますね」

　何か、動物的な感覚で食用と毒がわかるのかもしれない。

　ルカちゃんは、子羊が食べたアイテムの鑑定結果を見ながら、残りのアイテムを分別していたが、子羊が食べて効果が判明したアイテム以外のものは未鑑定のままであるために、困ったように眉まゆ尻じりを下げていた。

　最後に、既すでに設置したイベント限定のユニークアイテムに目を向ける。

　寝ね床どこの【テント】が三張りに、料理作りの道具である【調理器具三点セット】。個人用の【安眠寝袋】。そして、樹の幹に取り付けて使う蛇口【ツリータップ】。

　それだけでキャンプの拠きよ点てんや秘密基地っぽくなり、ワクワクする。

　色々と経験できそうなことを想像するだけで残りのキャンプイベントを楽しく過ごせそうである。

「テントも張れたし、あとは夕飯の準備だね」

「……そうですね。お腹が減ってきましたね」

　長い時間を周辺エリアの探たん索さくに回していたために、みんな満腹度がかなり減っているようだ。幸い、【料理】センスはなくても料理できる道具は揃そろっている。本来の【料理】センスほどの効果は見込めないまでも、ちゃんと食べて満腹度さえ回復できれば、明日も探索をすることができる。

　私がニコニコしながらみんなを見ると、みんなも無言で微び笑しようを浮うかべて、他の仲間を見ている。

「「「…………」」」

　全員の無言がしばらく続き、嫌な予感がして冷ひや汗あせが額から流れ始める。

　みんなも同じらしく、その表情に少しだけ不安の色が見え隠かくれする。

「ふふふっ、美少女の手料理を期待したのですけど。一つ訊ききたいのですが、この中で料理経験を持つ人はどれくらいいますか？」

　リレイが全員に投げ掛けた質問に対して、ルカちゃんとトビちゃん、コハクがおずおずと手を挙げる。

「えっと……調理実習程度の料理なら」

「……同じく、です」

「うちも同じや」

　そして、手を挙げなかった私とヒノちゃんは──

「私は、食べる専門！」

「ボクは、味見専門！」

「メェ～」

　息の合った二人の返事に子羊の鳴き声が加わり思わず笑いそうになるが、みんなからはジーッと無言で見つめられてしまった。

「つまり、ミュウさんとヒノさんは、料理に関してはほぼ壊かい滅めつ的なのですね」

「私は、お姉ちゃんたち任せだからなぁ」

　ああ、そう思ったら、ユンお兄ちゃんのご飯が恋こいしくなってきた。

「ボクの家は、お母さんに任せているからね」

「まぁ、仕方がないですね。今日は日が暮れるまで時間がありませんし、とりあえず持ち込んだ食料を食べることにしましょうか」

　そういう訳で、キャンプイベント一日目の夕飯は、ユンお兄ちゃん特製のサンドイッチと、子羊によって鑑かん定ていされた果物や生の野草となった。

「これは……食べられるからと言って、美味おいしいものではありませんね」

「……苦にがい、です」

「まさか、今日一番の強敵がこの食事の草の苦みとは、予想外やな」

　食べられる野草を口にしたルカちゃん、トビちゃん、コハクの三人が、険しい表情を作りつつも、一度口にした野草は綺き麗れいに食べ終えて、口直しに水を飲む。

　私もちょっと食べてみたが、苦みやえぐみが強くてそのままでは全く美味しくない。口直しに、甘い果物やハムとチーズの挟はさまった美味しいサンドイッチを食べるが、口の中の苦みは消えない。

　満腹度は確かに回復しているのだが、満足度が足りない。こんな生の野草をこのイベント期間中ずっと食べなければならない可能性を想像して、私は声を上げる。

「うわぁぁぁん、お姉ちゃぁぁぁん！」

「ミュウは、やかましいわ！　つらいのはミュウだけやない！　みんなつらいんや！」

　コハクに諭さとされて、涙なみだ目めになりながらも満腹度が上限に達するまで全員で野草を食べた。

　そんな中ヒノちゃんは、子羊が食していない果物の一つを手に取る。

「ボク、思ったんだけど、この残っている方のアイテムって本当に食べられないのかな？　もしかしたら、子羊の好みに合わないから食べないだけで、ボクたちには食べられるアイテムかも」

「ふふふっ、そうですね。それに、たとえ毒でも味が良ければ、状バツ態ドス異テー常タスを回復しつつ、食べるのもアリかもしれませんね」

「あんたら、それほどまでに飢うえてるんやな」

　ヒノちゃんとリレイの手には、それぞれリンゴと梨っぽい果物が握られている。そんな二人をジト目で見つつも止めないコハク。

　コハクからの目線を受けた私は、万が一にも二人が状バツ態ドス異テー常タスを受けた場合には、すぐに魔ま法ほうで回復できるように待機しておく。

「それじゃあ、行くよ。せーの──」

　ヒノちゃんとリレイが同時に手に持つ果物に齧かじりつく。

　一瞬、動きを止めた二人の顔色や状態をしっかりと見つつ、肝かん心じんの味のほうはどうか反応を見ていると──

「うっ、マズッ！」

「ヒノちゃん！　しっかり──《キュア》《ハイヒール》！」

　たちまち毒２の状バツ態ドス異テー常タスを受けて、口元を手で押さえ、よろけて膝ひざを突つくヒノちゃんに、解毒とＨＰ回復の魔法を使う。

　ヒノちゃんの食べたリンゴっぽい果物は、毒３の影えい響きようを及ぼす果物であり、ヒノちゃんが持っている低レベルの【毒耐たい性せい】センスで多少は軽減できても、しっかりと毒によるダメージを受けている。

　そして、もう一つの果物を食べたリレイのほうは──

「味は悪くありませんね。ですが──」

「リレイ。それを食べるの止めた方がええで。満腹度は回復しているけど、それと同時に減っとるから」

　リレイの場合は、特とく殊しゆな状バツ態ドス異テー常タスとして【満腹度減少】を受けている。

　この状バツ態ドス異テー常タスは、初めて見たもので、イベント限定の状バツ態ドス異テー常タスか新規のものだと思うが、私の回復魔法では治すことはできない。

　リレイはそのまま【満腹度減少】の果物を食べ続けており、満腹度の回復量の方が若じやつ干かん減少量を上回っているが、それでも微び々びたるものだ。

　そして、最終的には梨っぽい果物を十個も平らげ──

「うっ、気持ち悪いです」

「そりゃ、短時間に果物を十個も食べ続ければ、気持ち悪くもなるやろ。ほら、水飲み」

　リレイの背中を摩さすって介かい抱ほうするコハク。

　リレイの食べた果物の状バツ態ドス異テー常タスは、【満腹度減少】の効果発動中に同じ果物を追加で食べても状態異常は上書きされない。それの効果を利用して果物を十個も食べ続けたことにより、結果的に満腹度を５％回復させることができたが──。

　正直、割に合わないなぁ、と私は思ったが、これ以上の検証は止やめて、後日、鑑定できる人に見て貰もらうことに決まった。

　結論としては──

「普ふ通つうの果物が一番おいしいよね」

「「「うんうん」」」

「メェ～」

　そんな普通の答えに至ったところで、全員の夕食が終わる。

　太陽は既に沈しずんでいるが、光魔法の光球を打ち上げているために、セーフティーエリアは、昼間並みに明るい。

「さて、夜になっちゃったけど、どうしようか？」

　私が尋たずねると、みんなそれぞれ一度考える。普ふ段だんのプレイなら夜には夜の遊び方があるのだが……

「ここは無む駄だに動かずに今日は休んだ方がいいと思います」

「……夜ってだけで昼間よりも危ないし、不意打ちを受けやすいです」

「ボクはもうクタクタだから、早く休みたいよ」

「せやな。子羊ももう眠ねむいのか、フラフラしとるし、早めに寝ねよか」

　初日の夜間活動は流石さすがに控ひかえたいという慎しん重ちよう論には、私も同意する。

　そして、テントごとの二人一組がローテーションで夜間の見張りをすることも決まる。

「ふふふっ、それじゃあテントで寝る組み合わせを決めましょうか。楽しみです」

　組み合わせは、私とコハク、ルカちゃんとトビちゃん、ヒノちゃんとリレイとなり、見張りのローテーションは、ヒノちゃんリレイ組、ルカちゃんトビちゃん組、私コハク組の順になった。

「それじゃあ、見張りは私たちが最後でいいんだね」

「うん。だから、ミュウちゃんたちはゆっくり眠っていいよ。ボクは、リレイとお話でもしながら最初の見張りをしておくから」

　夜九時から、三時間交代で見張りをすることに決まった。

　私とコハクは、既に眠っている子羊を抱かかえて自分たちのテントの中に入る。

「ふぅ、一日歩き回って疲つかれたなぁ」

　そう言うと、コハクは、早々と、何重にも重ねられた着物風の装備を外して、白い浴衣ゆかたのような寝ね間ま着き姿になり、いつも頭の後ろで髪かみの毛を留めている簪かんざしを抜ぬいて、手て櫛ぐしで髪を整えた。

「ほわぁっ……」

「なんや、ミュウ。どないした？」

　寝るのに邪じや魔まな丸眼鏡を外したコハクの顔からは、いつもとは違ちがう印象を受ける。

　肩けん甲こう骨こつにかかるくらいの長さの琥こ珀はく色の髪の毛を頭の後ろで結わえて引っ張っていたために少し吊つり目がちだった目元が、今は優しげな感じに下がっている。

　なにより、全身の雰ふん囲い気きがまるで違う。何重にも重ねられた着物風の装備のために体格がわかり辛づらかったが、寝間着になることで、体の輪りん郭かくがはっきりとわかるようになった。

　意外と綺麗なそのプロポーションに、どこか色っぽさすら感じる。

　一いつ瞬しゆんでの変わりように、コハクだとしてもこの言葉を掛かけなければいけない気がした。

「だ、だれだ！　コハクをどこへやった！」

「ミュウ。目の前で装備外してたのを見てたやろ。ってか、そんなにうちの変化って激しい？」

　二人の寝ね袋ぶくろの間に寝かせた子羊を撫なでながら、小首を傾かしげてコハクがそう訊いてくる。

「正直、印象変わり過ぎてビックリ。ここまで変わるんだねぇ」

「まぁ、女の子は化け粧しよう一つで化ける言うし、この簪一つでも結構変わると思うで」

「へぇ、そうなんだぁ。私がやったらどんな感じだろう」

「ミュウは、簪に興味あるんか。なら、寝る前に挿さしてみるか？」

「いいの!?」

「かまへんよ。自分で挿せるようにレクチャーしたる」

　そう言って、コハクが私の後ろに回る。コハクの簪が私の髪に触ふれるのが分かる。

「ミュウは、髪が長いし、ツインテールにしとるから、サイドテール風のやり方を教えるわ。まずは、真ん中より片側に寄せて髪を結ぶ。次に、結んだところから側頭部寄りの場所に簪を挿す。ここまでええか？」

　ゆっくりとした動作で教えてくれるコハク。ワンステップできると一度髪を解ほどいて、そこまで私自身にやらせるというレクチャーを何度か繰くり返す。
















　簪の挿し方など知らないために、私が力ちから一いつ杯ぱいに髪の毛を引っ張ったら、それじゃ髪が傷いたむと言われて、適度な力加減を覚えるまで何回も繰り返した。

「そう、簪に髪の毛を巻いたら、簪を傾かたむけてから起こす。最後に地じ肌はだに沿うように挿し込む。ここまでが基本や」

　そうしてできた髪形は、後頭部左寄りの位置に簪で長い白銀の髪を纏まとめて、そこから左胸の前に髪が流れるように落ちて、とっても可愛く仕上がっている。

「おおっ！　できた！　面白いね」

　私が、胸の前に流れたサイドテールの毛先を指先でくるくると弄いじっていると、コハクは苦笑いを浮うかべている。

「ほら、今度は最初から自分でやってみ」

　そう言って、私の髪に挿した簪を引き抜いて、手櫛で髪を整えてから改めて簪を渡わたしてくる。

　私は、コハクの手伝いなしで同じようにサイドテールを完成させて、自じ慢まんげに振ふり返る。

「ふふん！　どうかな！　色っぽくなった？」

「ミュウは、まだまだお子様っぽいから、色気なんかないわ」

「むぅ、コハクだって普段の姿に色気ないじゃん！」

「色気なくて悪かったな。ほら、見張りの交代まで少しでも寝よか」

　コハクは、そう言うと、私の髪の毛に挿さっている簪を再度片付けてしまった。

「ああっ、折角できたのに！」

　そして、スピースピーと寝ね息いきを立てる子羊を挟はさんで、コハクと私は向かい合うように横になった。

「ねぇ、コハク？」

「なんや？」

「この子羊って今、どんな夢を見ているのかな？」

「さぁ？　けど、幸せな夢なら、ええな」

　そう言って、コハクは子羊を起こさないように静かに眺ながめ、私は、小さく優しい声で呟つぶやく。

「羊が一いつ匹ぴき、羊が二匹、羊が三匹……」

「ミュウ。なんや、それ」

「いや、なんとなく言ってみただけ」

　眠れない夜にベッドで羊を数えたことが、誰だれでも一度くらいはあるはずだ。そう言うと、コハクがクスクスと笑う。

「ねぇ、少しお話ししない？」

「話ねぇ。まぁ、少しだけなら付き合おうたるわ」

　声のボリュームを落として、二人でお話しする。

　あんまり知らない互たがいのことを交こう互ごに語る。

　私が好きなもの、好きなこと。

　コハクが好きなもの、好きなこと。

　女の子同士の会話だから、話のネタはそれこそ無数に存在し、一晩くらいあっという間に明かせそうなほどだ。

　だが、徐じよ々じよに襲おそってくる睡すい魔まに、私もコハクもこっくり、こっくりとしだす。

　そして意識が薄うすれる寸前に──「メェ～」という小さい鳴き声が聞こえ、静かにテントから何かが出ていくのを感じながら、私たちは眠りに落ちていった。
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　翌朝、目が覚めると、テントの外が明るいのに気が付いた。

「むぅっ、朝かぁ……って朝!?」

　ガバッと起き上がり、慌あわてて寝袋の中から抜け出す私の気配に、コハクも気が付き、目を擦こすりながら起きてくる。

「なんや、ミュウ。慌てて起きて」

「なにって、見張りの交代しなきゃいけなかったのに寝ね過すごしちゃった！」

　何で寝過ごしたの!?　と思いながら、テントの外に飛び出すと、ヒノちゃんとリレイがなにやら柔やわらかそうな白いモコモコに包まれて、暖かそうに眠っているのを見つけた。

「何事!?」

　最初の見張り番の二人が外で寝ているということは、見張りは一度も交代しなかったということになる。

　寝ているヒノちゃんとリレイは、子羊がおらんと呟きながらテントから出て来たコハクに任せて、私はルカちゃんとトビちゃんの様子を確かめるために、二人のテントに向かい、そこでもまた規則正しい寝息を立てる二人を見つけた。

「ルカちゃん、トビちゃん。起きて！」

　私は、この異常事態に二人を叩たたき起こしながら、他に変わったことがないか調べる。

　私たち全員が深い眠りに落ちたまま朝を迎むかえ、外で寝ていたヒノちゃんとリレイは正体不明の暖かそうなモコモコに包まれていた。

　何か、取られたものや無くなったものがないか探しながら、私がセーフティーエリアとフィールドの境界へと近づくと──

「あたっ！　なにこれ!?」

　額が見えない何かにぶつかった。慌てて数歩後ろに下がり、恐おそる恐る手を突つき出すとそこには透とう明めいな壁かべが存在していた。

　手で軽く叩いてみたり、テントに戻もどって取ってきた剣けんであちこち斬きり付けてみたりして、壁がどのくらいの範はん囲いで広がっているのか調べてみると、セーフティーエリアを一周してしまった。

「なんか、閉じ込められている!?」

　セーフティーエリアを囲む透明な壁に完全に閉じ込められていて、出口も見当たらない。

　急いでみんなにこの状じよう況きようを報告しに戻ると、更さらにこの異常事態が加速する。

「おらへん！　子羊がどこにもおらへん！」

　朝起きてテントから出た時に見当たらなかった子羊を今も探し回るコハク。トビちゃんも一いつ緒しよになって探すが、セーフティーエリア内に子羊の姿は見つからなかった。

「何が起こっているの？　敵ＭＯＢが襲ってこないセーフティーエリア内で」

　私が呟くと、セーフティーエリアの境界の外側にある茂しげみでカサカサと音がする。

　この異常事態の原因か、と思って慌てて剣を構えると、その茂みから、何かを咥くわえて引き摺ずりながら、あの子羊が現れた。

「おおっ!?　壁の外に居たんだ！　心配したで！」

　そう言って、駆かけ寄よろうとするコハクだが、壁に阻はばまれて子羊に触れることができない。

　子羊は、食べられる果物を載のせた大きな葉っぱの端はしを咥えて、ソリのようにズリズリと引っ張って来ていた。

　それを透明な壁の前に置くと、また茂みに戻って別の葉っぱを引っ張り出した。今度載せられているのは食用の葉っぱである。

　そうして、葉っぱに載った小さい食材の山が透明な壁越ごしに並べられた。

「ねぇ、ミュウちゃん。これってもしかして、ボクたちのご飯かな」

「まさか、幼よう獣じゆうに食べ物を貰もらうとは思いませんでした」

　自分たちの食事風景はそれほど不ふ憫びんに見えたのかと、昨日の夕食を思い出してショックを受けているヒノちゃんとルカちゃん。

　そして、子羊が三枚目の葉っぱのソリを引っ張っている時、遠くの茂みで何かが動く気配がした。

　そこから現れたのは、角の生えたウサギ。【ホーン・ラビット】だ。

　昨日の探たん索さく中も出会った、ウサギ肉をドロップする貴重な食しよく糧りよう源であり、私たちにとっては弱い敵だ。だが子羊にとっては強敵だ。

「逃にげて、子羊！」

「子羊！　後ろ！　後ろや！」

　慌てて、透明な壁に拳こぶしを叩き付ける私とコハク。その叫さけびが通じたのか、ゆっくりとホーン・ラビットの方へと振り向く子羊だが、茂みから突とつ進しんしてくるホーン・ラビットを避さけるのはまず間に合わない。

　そう思った、次の瞬しゆん間かん──

『ペプッ──』

　突とつ撃げきの勢いそのままに子羊に跳とび掛かかろうとしたホーン・ラビットは、透明な壁にでもぶつかったように引っ繰くり返って情けない声を上げていた。

「メェ～」

　何が起きたかわからなかった私たちが瞬まばたきする間にも、子羊が鳴く。

　すると、その声に合わせて、立ち上がろうとしていたホーン・ラビットの体がふらつき、そのまま倒たおれて寝ねてしまった。

「これって、セーフティーエリアで起きた異常事態と同じじゃない？」

「つまり、【結界】と【眠ねむり】がこの子羊の特性って訳やな」

　戦せん闘とう力はなくても、自分の身は自分で守れるだけの実力があることを示した子羊は、ドヤッとした雰ふん囲い気きを全身に纏わせつつ、透明な結界越ごしに私たちを見上げてくる。

　そして──

「……あっ、逃げました」

　ぺこり、と一度頭を下げた子羊は、そのままホーン・ラビットの横を通り過ぎて走り去っていく。

　結界で遮さえぎられているために、私たちは、子羊を追うことも、子羊にお別れの挨あい拶さつをすることもできなかった。

　子羊がパーティーの誰かとパートナーになってくれなかったことを残念に思う一方、私たち用の食べ物をかき集めてくれたことに心の中がほんわか温まる。

「逃げられちゃったものはしょうがない！　さぁ、朝食を食べて二日目の探索と行こう！」

　私が努つとめて明るく言うと、全員一いつ瞬しゆんのうちに悲しそうな、残念そうな表情を消し、やる気に満ちた表情を見せる。

「けど……どうやって、この場所から出ましょうか」

　ルカちゃんの冷静な疑問である。

　未いまだ張られたままの結界からの脱だつ出しゆつに私たちはしばらく頭を悩なやませたが、その後、時間経過で結界が消えて、私たちは無事、子羊が結界の外に集めてくれた食べ物と、眠り続けるホーン・ラビットを倒してドロップのウサギ肉を回収することができた。

　その後セーフティーエリアに戻って朝食の果物を食べながら、新たにメニューに追加されていた【情報掲けい示じ板ばん】の機能を活用して、みんなで二日目の行動プランを立てたりした。

　私たちのイベントは、まだ始まったばかりだ。







　　　七話　浮ふ遊ゆう大陸と遺い跡せきダンジョン







　テントを透とう過かする日の光を感じ、ゆっくりと目を覚ます。

　朝の喧けん騒そうと香こうばしいパンの焼ける匂においに誘さそわれてテントから顔を出すと、知り合いのプレイヤーたちが集まって朝食の支度したくをしていた。

「ユンっち、食器足りる？」

「足りないから持って来てくれ！　俺は今、料理で手が離はなせない！」

「ポーションと弁当の準備もできたし、俺は出かけるか」

「タク、気をつけて行って来いよ！」

　私は、寝ぼけた頭で眼前の光景をぼんやりと見つめ続け、そして思い出す。

「そっかぁ。ユンお姉ちゃんたちと合流したのか」

　料理がマトモにできない私たちではサバイバル生活を生き抜ぬくことができない、と気が付いて、ユンお兄ちゃんたちと同じベースキャンプを拠きよ点てんとするようになって二日目だ。

　ユンお兄ちゃんやマギさんたち生産職が中心となったベースキャンプには、タクさんやセイお姉ちゃんのギルドメンバーも集まり、朝からてんやわんやの大おお忙いそがし。

　何十人と膨ふくれ上がったプレイヤー集団を維い持じする食事は、主おもにユンお兄ちゃん含ふくむ【料理】センス持ちのプレイヤーたちが用意している。

「ミュウさん。おはようございます」

「ルカちゃん、おはよ。朝食食べた？」

「いえ、さっきまで剣を振ふっていたので。一緒に行きましょうか」

　早くに起きていたルカちゃんが、背負った真新しいバスタードを一度外す。

　とある事件でルカちゃんの使っていた武器が壊こわれてしまい、鍛か冶じ師のマギさんに新しい剣を作ってもらったのだ。

　今までは防具優先で装備を調ととのえていたルカちゃんだが、初めて生産職の作った武器を手にして嬉うれしいのか、機き嫌げんが良さそうだ。

　そんな小さな変化を微ほほ笑えましく思いながら、二人で先に食事場所に行ったヒノちゃんたちのところへと向かう。

「ヒノちゃん、トビちゃん。おはよう」

「ミュウちゃん、ルカちゃん。おはよ」

「……おはようございます」

　先にテーブルに座っていた二人は、朝のフルーツジュースを飲みながら、みんなが集まるのを待っていたようだ。

「コハクさんとリレイさんは、まだ寝ているんですか？」

　ルカちゃんの疑問に、ヒノちゃんは苦笑いを浮うかべながら二人の居場所を教えてくれる。

「コハクは、リレイのストッパーで付いてるよ。そのリレイは──」

　そうして視線を向ける先には、フレンチトーストを次々と焼いているユンお兄ちゃんと、その後ろで恍こう惚こつとした表情を浮かべるリレイの姿があった。

　見られているユンお兄ちゃん自身は気付いていない様子だ。

「それにしても、ユンさん変な二つ名ができちゃったねぇ」

「そうだねぇ。ユンお姉ちゃんに二つ名ができるなんて。それも──【幼よう獣じゆうの保母さん】とか【保母さん】って」

　ユンお兄ちゃんの装備は、普ふ段だんは黒を基調としたものだが、とある事件で破損したために、今は白いワンピース姿で過ごしている。

　その清せい楚そな格好で夏のキャンプイベントの目玉である幼獣たちと戯たわむれる姿、また幼獣たちを必死で守る姿から、そうした二つ名が付いていた。

　ユンお兄ちゃん本人は、凄すごく嫌いやがっているが、普段の言動を考えると私は納得している面もある。

　私がそんな考え事に耽ふけっている間に、リレイとコハクは、ユンお兄ちゃんからフレンチトーストを受け取ってきた。

「ふふふっ、朝から堪たん能のうしました」

「朝食受け取る時、さりげなくユンさんの手を撫なでるのやめんかい」

　リレイにジト目を向けるコハク。

　これでパーティーの全員が揃そろい、朝食を食べ始めることができる。

「それでは──いただきます」

「「「「「──いただきます」」」」」

　食事の挨拶をして、全員で並べられた料理に口をつける。

　ユンお兄ちゃんの手に掛かって、毒ではないけれど苦にがみの強かった野草も、美味おいしい野草の和あえ物にされている。また手作りパンのフレンチトーストのしっとりとした食感に、全員が目を細め、美味しさを堪能する。

「はぁ、二日前までが噓うそのような食生活。ユンお姉ちゃん様々だよ」

「でも、ユンさんたち【料理】センス持ちの人だけに負担をかけているようで申し訳ないです」

　ルカちゃんは、別の生産職が作ったベーコンを使用したベーコンエッグを食べながら、眉まゆ尻じりを下げている。

「……仕方がないです。私たち、料理できないんですから」

　一度食べる手を止めたトビちゃんの言葉に全員の動きが一瞬止まる。

　女の子として、料理ができない、ということは致ち命めい的てきなようにも感じるが、それをヒノちゃんが笑って誤ご魔ま化かす。

「……【料理】センス持ちの人たちが料理を頑がん張ばってくれている分、ボクたちもしっかりと食材を提供しないとね」

「ふふふっ、それじゃあ、今日の活動はどうしますか？　先に最低限私たち六人分の食材を集めますか？」

　ヒノちゃんが前向きな意見を出して、リレイがそれに賛同する。

「と、いうか。その最低限の六人分の食材。うちとルカートとトウトビが朝早い内に集めてきたんやけどな」

　だから、それは必要ない、というコハクに対して、その頃まだゆっくり寝ていた私やまったりフルーツジュースを飲んでいたヒノちゃん、女の子を追い回していたリレイは、誤魔化すように乾かわいた笑い声を上げる。

「あはは……」

　そんな私たちにコハクはジト目を向けてくるが、すぐにふっと微笑んで、視線の圧力が消える。

「別に、食材集めはうちらが好きでやっていることやからええよ。その分、うちらはユンさんに料理のリクエストをしてるし」

「ええっ!?　ズルい！　なんでそういうこと教えてくれないの！」

「ミュウさんは姉妹なので、ユンさんのお料理をいつでも食べられますよね」

「それとこれとは話が別！」

　食材を集めれば好きな物をリクエストできるなら、私もしたい。

　そう思って食べたい料理を指折り数えるが、数が多すぎて決まらなくて頭を抱かかえる。

「ううっ！　色々食べたいものがあって決まらない！」

「ふふふっ、私は、美少女の女によ体たい盛も──『それ以上は言わせへん！』」

　スパン！　と扇せん子すで頭を叩たたく快音が響ひびき、リレイの台詞せりふが中断される。

　そんな楽しい朝食が終わりに近づいた頃に、ユンお兄ちゃんが私たちの方に歩いてきた。

「おはよう。お寝ね坊ぼうさん」

「むぅ、おはよう。保母さん」

　ユンお兄ちゃんが私が一番遅おそく起きてきたことを弄いじるので、ユンお兄ちゃんの二つ名で弄り返すと、心底嫌そうな顔をした。

「全く……本当にそういう情報には耳が早いな。ほら、六人分のランチとルカートたちが頼たのんだものができたぞ」

　そう言って、テーブルの中央に六人分のランチボックスを置き、小さな保冷箱を開いた。

「ルカちゃんたちが食材を集めて作ってもらった物ってこれ!?」

　私とヒノちゃんは、目を輝かがやかせて保冷箱の中に並んでいる物を見つめる。

　それは白い陶器に入った三色のシャーベットだ。

　いつまでも見ていると溶とけそうなシャーベットに、私たちは、慌あわてて保冷箱を閉める。

「ルカートとトウトビとコハクが集めたフルーツを【スイーツ・ファクトリー】のミキサーでジュースにして、それをリゥイとリクールに冷やすのを協力してもらって作ったんだ。感謝して食べてくれよ」

　そう言うユンお兄ちゃんの後ろをついて回る二匹ひきの幼獣──ユンお兄ちゃんのパートナーの一ユニ角獣コーンのリゥイとマギさんのパートナーの子犬のリクール──に、私はすぐさま感謝の意味を込めて抱だき付く。

「リゥイ～、リクール～。ありがと～」

　リクールは嬉しそうに頰ほっぺたを舐なめてくるが、リゥイは嫌そうに顔を逸そらそうとする。ユンお兄ちゃんに似て素直じゃないけど、大好きだよ！

「全く。リゥイが嫌がってるからそろそろ離してやれ。それに朝食、早く食べ終えて、冒ぼう険けんに出るんだろ？」

「はっ！　そうだった！　今日は、東のダンジョンを攻せめるんだった！」

　ユンお兄ちゃんに言われて気が付いた私は、リゥイとリクールを離して、慌てて残りの朝食を食べる。

「ごちそう様。行ってくるね！」

「お粗そ末まつ様さま。気をつけて行って来いよ」

　私たちは、ユンお兄ちゃんたちに見送られて、ベースキャンプから東へと真っ直すぐに進む。

「今日挑いどむ東側のダンジョンってどんな感じだったっけ？」

　歩きながら訊きく私に、掲けい示じ板ばんの情報に目を通したリレイが答えてくれる。

「ふふふっ、ダンジョンは、塔とう型。敵ＭＯＢとトラップの危険度は低く、宝箱の再出現リポツプ頻ひん度どは高い。ボスは、巨鳥型。弱点は、水属性ですね」

　概がい要ようを伝えてくるリレイの説明に、ルカちゃんは、顎あごに手を当ててパーティーの司令塔としてみんなの動きを考える。

「そうなると、ボスとの戦せん闘とうでは、コハクさんを中心とした動きでしょうか」

「妥だ当とうなところやろうな。うちの魔ま法ほうの効きがええらしいから」

「ボクも掲示板の情報を見てるけど、ボス自体の脅きよう威い度は高くないけど、飛べるって点は厄やつ介かいだよね。対空戦闘って慣れないと厳きびしいと思うなぁ」

　その場合、ヒノちゃんが巨鳥の急降下時に槍やりで牽けん制せいしつつ、コハクとリレイが魔法で撃うち落として、残りで囲んで叩く、といった動きだろうか。

　しかし、同じ空を飛ぶ敵ＭＯＢであっても、小型の鳥であるミルバードと大型のボスとの違ちがいがどのような差を生むかは注意する必要がある。

「ボスと軽くぶつかってから決めればいいと思うよ！　まずは様子見！　当たって砕くだけろ！　って言うし」

「いや、様子見で砕けたらあかんって」

　私が、拳こぶしを握にぎり、それを振ってガツンと叩くイメージを伝えようとしたのに対して、コハクがツッコミを入れる。

　なんか違った？　と私が小首を傾かしげると、ルカちゃんとヒノちゃんにクスクスと笑われて、訂てい正せいされる。

「それを言うなら石橋を叩いて渡わたる、ですよ」

「ありゃ、間ま違ちがえちゃった」

「ふふふっ、ミュウさんってお馬ば鹿か可愛いですよねぇ」

「むぅ、私、馬鹿じゃないよ！　これでも計算は得意なんだから──」

「ボクも計算は得意だよ！　ほら、敵へのダメージ計算とか！」

　私が言おうとした事を言われて、不満を表わすために頰ほおを膨ふくらませる。

「あははっ、ミュウの考え読まれとる」

「……座布団一枚取り上げられる」

　コハクは、ヒノちゃんと私のやりとりがツボにはまったのか、お腹を抱えて笑い、トビちゃんも微かすかに口角を上げて、呟つぶやいていた。

　私たちは、大喜利をやってるんじゃないよ！

「みなさん。そろそろ塔型ダンジョンに着きますよ。準備しましょう」

　私が一人頰を膨らませていたが、ルカちゃんの掛かけ声と共に全員が和わ気き藹あい々あいとした雰ふん囲い気きから一転して戦闘に向け気を引き締しめる。

　たとえ、即そく死しレベルの罠わなやモンスターが出るダンジョンではないとしても、油断は禁物だ。

　私たちは、いつもの陣じん形けいでダンジョンへと突とつ入にゆうする。
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「へぇ、ダンジョンもオートマッピングされるんだ。便利だね」

　夏のキャンプイベントの特別仕様として、周囲の様子が自動で記録されるマッピング機能が存在する。

　これは、期間が決まっているイベントにおいて、迷って同じ場所を何度も探たん索さくしないようにするためのストレス軽減策だと思うが、こうした空白の多いマップを見るとどうしてもある思いがふつふつと湧わいてくる。

「マップと言えば、完全踏とう破はだよね！」

「流石さすが、ミュウちゃん！　ボクと同じこと考えてる！　マッパーの性さが！　マップ１００％の完成を目指して！」

　おー！　と二人で拳を突つき上げると、みんなも、それはいい、といった感じで同意してくれる。

「アイテムなどを回収するのなら、隅すみ々ずみまで探索する必要がありますよね」

「……このイベントの罠って、難易度がやや高めだけど、イタズラっぽいものが多いから安心して【罠解除】のセンスを鍛きたえられる」

　そう言って【罠解除】センス持ちのトビちゃんが静かにやる気を出す。

「うちは別にかまへんよ。特に反対する理由もあらへんし」

「ふふふっ、私もそうですね。急いで敵ＭＯＢと戦う必要もありませんから」

「それじゃあ、決まりだね！　第一階層からマップを埋うめていこう！」

　私とヒノちゃんが先頭になって進もうとするのを見て、【罠解除】役のトビちゃんが慌てて、私たちを追おい越こす。

　ダンジョンの雰囲気は、少し朽くちた建物だ。苔こけや蔦つたが生えたり、足元に疎まばらに雑草が生えているが、崩くずれた壁かべの隙すき間まから光が差し込んだり、苔が光っていたりするために、ダンジョン内部は明るい。そして、最初に辿たどり着ついた広間には──

「うわぁ、噴ふん水すいが生きているんだぁ！」

　苔や水草が張っている噴水が水を噴ふき出し続けているのを見つけ、私とヒノちゃんが駆かけ寄より、冷たい水の中に手を入れて楽しんでいると、リレイからの視線を強く感じる。

「はぁはぁ、白銀色の美少女とオッドアイ美少女が噴水で戯たわむれる姿……」

　恍こう惚こつとした表情で私たちを見ているリレイ。そんなリレイにどう対処していいか、判断に迷った私とヒノちゃんは、コハクに目を向けると、頷うなずかれたので、実行する。

「ええい！」

「たぁっ！」

　両手で掬すくった水をリレイの方に全力で飛ばす。

　ヒノちゃんと揃そろって飛ばした水がリレイの顔や胸元に掛かるが、それでもリレイは嬉うれしそうにしている。

「ふふふっ、困りましたね。でも悪くはないです」

　リレイは、二ふた股またのとんがり帽ぼう子しを一度外すと、顔に掛かった水を手で拭ぬぐい、肩かたと上乳を見せる服装の胸元に落ちる水気を指先で払はらう。その動作でおっぱいの谷間が強調され、私とヒノちゃんは逆にダメージを受ける。

「やっぱり……大きい」

「圧あつ倒とう的戦力に、負けた」

　心の痛みに、噴水の縁へりに手を突いて項うな垂だれるが、リレイは、あら、どうかしました？　と小首を傾げている。無自覚の反はん撃げきの威い力りよくは大きかった。

「ここは、セーフティーエリアみたいですね」

「……罠もありませんし、他のプレイヤーたちも休んでいますね」

「うちは、ちょっとダンジョンの話とか聞いてくるわ」

　私たちが噴水で遊んでいる一方、ルカちゃんとトビちゃん、コハクは、パーティーから少し離はなれて、別のプレイヤーたちと話をしている。彼らが少しダメージを負っていることを察知したルカちゃんたちがポーションを何本か渡して、浅い階層の出現ＭＯＢの話などを巧たくみに聞き出している。

　そして、私たちのところに戻もどって来る。

「よしマッピングを続けよ！　行き先は、トビちゃんに任せよう！」

「……分かりました。私が先導します」

　そう言って、私たちは迷路を歩き始めた。

　先頭に立つトビちゃんが、左手伝いにダンジョンを進んでいく。

　その後ろに前衛のルカちゃんとヒノちゃんが並び、後衛のコハクとリレイが続き、後ろからの攻こう撃げきを防ぐために私が最さい後こう尾びにつく。

　トビちゃんは黙もく々もくとダンジョンの罠を解除し、遭そう遇ぐうした敵ＭＯＢには後衛のリレイとコハクが遠えん距きよ離りから魔法を放ち、蹴け散ちらしていく。

「敵の手て応ごたえがまるであらへん」

「……むしろ、敵よりも罠の方が難しいです」

　敵を倒たおした後、通路の罠を必死に外しにかかるトビちゃんだが、その表情は、芳かんばしくない。

「ふふふっ、大だい丈じよう夫ぶですよ。事前情報ですと、この辺りに掛かっている罠はそれほど恐おそろしいものではないらしいですから」

「……ありがとうございます。あっ──」

　リレイの励はげましを受けて、少し肩の力を抜ぬいたトビちゃんだが、その直後、罠解除に失敗して、小さな声が漏もれる。

　そして──こつん、とリレイの額に何かがぶつかる。

「リレイ？　大丈夫？」

　不思議そうな顔をして額に触ふれるリレイに対して、ヒノちゃんが心配そうに尋たずねる。

　私は、リレイの額に当たった物を拾い上げて、それを確かめる。

「木の実だね」

「……すみません。【矢の壁】の罠の解除に失敗しました」

　そう言って申し訳なさそうにするトビちゃんに、全員が、木の実の発射された壁を見る。

　小さい射出口が壁の隙間に空いており、壁の内部に発射機構が埋め込まれているらしい。

　そして、その発射物は、矢ではなく、木の実だった。

「よかったですね。矢ではなくて」

「けど、リレイは運がないなぁ。こんなイタズラみたいな罠に引っかかるなんて。日ひ頃ごろの行いが悪いんとちゃうか？」

　危ない罠でないことに安心するルカちゃんと、地味な罠の被ひ害がいを受けたリレイに対しニヤニヤとした様子で笑うコハク。

「ふふふっ、可愛らしい罠ですね。こんなのが続くのなら罠を解除せずに進んでも問題ないのではないですか？」

　罠の実態が分かり、余よ裕ゆうを見せるリレイ。確かに、罠の解除難易度に比べ効果がだいぶ低いために、無視して進むこともできるが──

「ですが、なるべく万ばん全ぜんの状態で進みましょう」

　ルカちゃんの一言で、トビちゃんは今まで通り罠を解除しつつ、先に進む。

　だが、やはり罠の難易度が高いのか、トビちゃんの罠解除率は八割ほどで、残りの二割が失敗する度たびに──

　コーンと、ある時は天てん井じようから小さな木製の桶おけが降ってきて、リレイの頭に当たり、ＨＰにダメージを受けたり──

　べちゃっと、ある時はリレイの足元の床ゆかが泥どろのようになって足が沈しずみ、【ＳＰＥＥＤ低下】の状バツ態ドス異テー常タスを受けたり──

　プシュッと、ある時は白い霧きりがリレイに吹ふきかけられると同時に、【満腹度減少】の状バツ態ドス異テー常タスが発生したりするなど、色々な罠に掛かる。

　そして今度も、バシャッ、と頭上から水が降ってきてリレイの全身を濡ぬらす。

「……ご、ごめんなさい。わざとじゃないんです。ごめんなさい」

　リレイの不ふ穏おんな雰囲気を感じ取ったトビちゃんは、涙なみだ目めになりながら謝っている。

「ふふふっ、大丈夫ですよ。この程度」

　リレイは、濡れた額に張り付いた髪かみを搔かき上げて、邪じや悪あくな笑みを浮うかべる。

「リレイさん、落ち着いてください。どうどうどう」

「ご乱心だぁ！　すぐに何か落ち着くためのものを！」

　ルカちゃんが、リレイを落ち着けようとする一方、ヒノちゃんは、リレイが落ち着くものを探して辺りを見回している。

「ふふふっ、もうメンドクサイですね。罠なんて、こうして全部発動させてしまえばいいんですよ。──《フレイム・ピラー》！」

　リレイが杖つえをダンジョンの床を叩たたくようにして振ふるうと、それに合わせて、ダンジョンの通路を埋め尽つくすほど強力な火柱が発生する。

　その火柱が通路の隅々を舐なめるようにして突き進む。

　リレイの高火力魔ま法ほうによって、通路のところどころに設置された罠は、破は壊かいされたり、衝しよう撃げきで発動して無む駄だ打ちしたりしている。

　そして、突き当たりに火柱がぶつかり霧む散さんした後には、煤すすけた通路が残っていた。

「ふふふっ、トウトビ。罠の状じよう況きようは？」

「……全部、消しよう滅めつしました」

　渇かわいた喉のどを潤うるおすために、ごくりっと唾つばを飲み込むトビちゃん。微び笑しようを浮かべるリレイがそれほどまでに怖こわかったのか、少し声が震ふるえていた。

「ふふふっ、さぁ進みましょう。私をコケにしたダンジョンから根こそぎお宝を奪うばって、私の完全勝利という事実を刻みつけましょう」

　正直、今のリレイが怖くて逆らえない。

　私とヒノちゃんが、リレイの意外な一面を見ると共にガクブル震えていると──

「少しは、落ち着かんかい！」

　スパン、とリレイの後頭部に扇せん子すを振り下ろして快音を響ひびかせるコハク。

　それに不満そうな表情で振り返るリレイを、コハクが諭さとす。

「どうせ、第一階層は、【罠解除】のセンスやダンジョン慣れしてないプレイヤー向けの訓練場やろ。そこで短気になって罠を強ごう引いんに壊こわして進んだら、トウトビのセンスの成長を阻そ害がいするやろ」

「……罠にあそこまで連続で掛かかると私も少しイライラしますよ」

「それは、運がなかったんや。まぁ、うちらはどちらか一人で戦力は十分なんやから、少し頭冷やし」

　コハクの説得に、リレイも渋しぶ々しぶ頷うなずき──

「分かりました。精神を落ち着けるために、ミュウさんをお借りしますよ」

「ふぇっ!?　なんで私!?」

　突とつ然ぜん、背後から抱だき付かれるようにして拘こう束そくされる私。

「ミュウ。しばらくリレイの相手をしたって。そのうち落ち着くから」

「しばらくっていつまで!?」

　一方的にリレイの相手をコハクに任される。

　ルカちゃんとヒノちゃんは苦笑いを浮かべ、トビちゃんはおろおろしているだけだ。

「ううっ、歩き難にくいよ！」

「ふふふっ、美少女の匂においと柔やわらかさ。はぁ、幸せ」

　目を細めて恍こう惚こうとした表情を浮かべるリレイは、私を抱きしめる腕うでに更さらに力を入れつつも、ずりずりと位置を下げ、ついに私の腰こし辺りに抱き付くように移動する。

　動きづらいなぁ、と思いながらも、私がセイお姉ちゃんに抱き付くのに似ていると思い、仕方がないなぁ、と呟つぶやいてふっと肩の力を抜く。

「ふふふっ、隙すきアリ！」

「きゃっ!?　お腹の辺り弄いじらないでよ！　あと、スカート捲めくらないで！」

　腰に抱き付いたリレイが、だらしのない表情で服の上からお腹回りを撫なで回し、頰ほお擦ずりする。どこかくすぐったい感じに体を捩よじり逃にげようとするが、今度はスカートの裾すそを引っ張るので、捲れないように必死に手で押さえながら、ルカちゃんたちの後を追う。

　みんな、私たちのやり取りに顔を赤くしつつも視線を合わせずに、第一階層のマッピングを続ける。

　私は、みんなに置いていかれないようにリレイを引き摺ずって歩き、パーティーの最後尾を追いかける。

　途と中ちゆう、トビちゃんの【罠解除】のセンスのレベルが上がり、罠の解除失敗がほぼなくなったために、第一階層に出現した宝箱をスムーズに回収できた。

　マップが完全に埋うまり、第一階層は、わりとシンプルな構造で、数本の通路と比ひ較かく的大きな部屋の組み合わせで構成されていることが分かった。
















「それでは、第一階層の探たん索さくが終わりましたから上に行きましょう」

「うん。それはいいんだけど、リレイ離はなれてぇ～」

　いまだに腰に抱き付くリレイを引き剝はがそうとするが、更に強い力で抱き付いてくるリレイ。

（ＡＴＫアタツクのステータスでは私の方が勝っているはずなのにどこにこんな力が！）

　私は、内心驚きよう愕がくしつつルカちゃんたちに助けを求めるが、またも視線を逸そらされた。

「それでは、行きましょうか」

「そうだね」

「せやな」

　ルカちゃんの後に続くヒノちゃんとコハク。最後までこっちを気にしていたトビちゃんも、無言のまま三人の後を追う。

　その後、私は四人を追うためにリレイを強引に引き剝がし、第二階層へと上っていく。
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「もう！　酷ひどいよ！　リレイと置いていくなんて！」

「いえ、あの場合は、止めたら被ひ害がいがこっちに来そうだったので……」

　そう言って私から目を逸らしたままのルカちゃん。

　私はげっそりなのに、私に抱き付いていたリレイは表情も明るく、心なしか艶つや々つやしていた。ＭＰ的なものでも吸われたのかもしれない、と思い、ステータスを確認するが変化していない。

「それにしても、第二階層は、普ふ通つうの迷路やな」

　先頭を進むトビちゃん、続くヒノちゃんとコハクが、どんどんとこの迷路のダンジョンのマップを埋めていく。

　第二階層では、早々に第三階層へと上がる階段を見つけたために、一度第二階層の入り口まで戻もどり、全ての通路を調べ直しているところだ。

　大部屋がない第二階層では、通路での戦せん闘とうに備えたフォーメーションを組み、トビちゃんとコハクが先行して罠や障害物を排はい除じよする。

　オートマッピングされたマップを参考にしながら、不自然なマップ空白地に隣りん接せつする壁かべを調べて、罠や隠かくし扉とびら、破壊可能な壁があれば二人で処理していく。

「……隠し部屋に宝箱がありました」

「おおっ！　これで三個目だ！　それで、中身は？」

　私たちは、トビちゃんが罠を解除済みの宝箱を囲み、その中身を確かめると、微び妙みような気持ちになった。

「また、微妙な中身だよ」

　宝箱の中には、微レア装備に、微ユニークアイテム、呪のろいの装備などが数点入っている。開ける度たびに、中身が微妙であったため、期待と現実の落差に落らく胆たんは非常に大きい。

「これは、宝箱ではなくて、ゴミ箱ではないのですか？」

「まぁ、まだ浅い階層の宝箱ですから」

　辛しん辣らつな一言を放つリレイに対して、ルカちゃんがフォローを入れるが、それぞれの微妙なアイテムを使う場面が想像できない。

「ああ、このネタアイテム。昨日夜遅おそくにやってた宴えん会かい芸で使われとったわ」

「こっちは、面白い効果なんだけどね」

「……可愛いのに、呪われた装備」

　コハク、ヒノちゃん、トビちゃんの順番にそれぞれ目についたアイテムを手に取りつつも、誰だれもそれを欲しいとは言わない。

「これらのアイテムってどうするの？　というか、どうやって分配する？」

　私がみんなに訊きくと、全員困ったような表情を浮うかべる。

「良さそうなアイテム以外は、物ぶつ々ぶつ交こう換かん用にして、残ったアイテムをイベント終しゆう了りよう後に分配でしょうね」

「だよねぇ。やっぱり、ユンお姉ちゃんに見せてポーションに替かえて貰もらうのが一番かな」

　実用性のない、使えないネタアイテムを集める物好きなプレイヤーも一定数いて、ユンお兄ちゃんもその物好きの分類に含ふくまれている。

　センス【言語学】がなければ読めない本を集めたり、呪いのアクセサリーを、料理やポーションの代金代わりに貰ったりしている。

「そろそろ第三階層に上がる？」

　ヒノちゃんの提案に全員が頷うなずく。

　第二階層を一通り回り、隠し部屋のアイテムを回収したりしたが、どうしても探索できない空白地帯が二か所存在した。だが壁が崩くずれて侵しん入にゆうできないエリアがあったり隣接する壁などを調べても反応がないために、先に進むことにした。

　そして、第三階層は、建物の老ろう朽きゆう化かが進んでいるためか、遺い跡せきの壁が完全になくなっており、上の階層を支える太い柱だけが存在する。

　そんな吹ふき抜ぬけのエリアの最大の特とく徴ちようは──

「うわっ、真っ暗だね。──《ライト》。……駄だ目めだぁ、効果がない」

　吹き抜けの第三階層の広い範はん囲いが、黒い空間に覆おおわれていた。

　闇やみを払はらうために生み出した光球も、黒い空間では役に立たない。

「これはいわゆる──ダークゾーンというやつでしょうか？」

「……暗闇探たん索さく。暗視が効かなそう」

　このダークゾーンを詳くわしく調べるために、とりあえず手だけ入れて害がないか確かめるルカちゃんと、実際に入って暗闇に有効なセンスの効果がないか調べるトビちゃん。

　だが、私とヒノちゃんは待ちきれずに──

「でも、まぁとりあえず──突とつ撃げき！」

「あっ!?　ミュウさん！」

「ボクも、突撃！」

「ヒノさんまで！」

　私が無策のままダークゾーンへと突とつ入にゆうしていくと、ルカちゃんの制止の声が聞こえたが、追ってくることはできないらしい。

　後からヒノちゃんも同じように走ってきたために、私は、とりあえず真っ直すぐにダークゾーンを走る。

　そして、ダークゾーンを抜けた先は──

「お、おお？　なんで直角に曲がってるの？」

　真っ直ぐに走っていたはずなのに、途中で九十度方向転てん換かんして進んでいた。

　そして私がそこから逆走するようにダークゾーンに突入すると──

「あれ!?　元の場所に戻された！」

　どういうことなんだろう？　と首を傾かしげていると、私の後ろにいたはずなのに別の場所から出てきたヒノちゃんや、私たちを捜さがしにダークゾーンを迂う回かいして歩いていたルカちゃんたちに回収された。

「二人とも、ダークゾーン内に何があるか分からないのですから、勝手な行動をしないでください！　とりあえずそこに正座して反省です！」

「「はーい、善処します」」

「あかん、まるで反省しとらんわ」

　ルカちゃんに怒おこられて正座させられた私とヒノちゃんが気のない返事をしたために、コハクからジト目で見られる結果となり、あははと乾かわいた笑いで誤ご魔ま化かそうとする。

　一方で、トビちゃんとリレイは、私たちの行動と埋められたマップからこのダークゾーンの仕組みを推察していた。

「……回転床ゆか、でしょうか？」

「ふふふっ、そうでしょうね。それにダークゾーン内で更こう新しんされたマップを見るに、マップを埋めるためにはそれなりの試行回数が必要ですから、あながちミュウたちの行動が間ま違ちがいとは言えないでしょう」

　私たちも第三階層のマップを表示すると、私とヒノちゃんがダークゾーン内部を移動した記録が残されており、私たちが踏ふんだ床パネルの一つに回転マークが印され、その回転の方向も示されている。

「マップの更新範はん囲いは、だいたい床のパネル一つ分。そして、ダークゾーンの範囲は、パネル12×12の範囲」

　床に敷しき詰つめられているパネルの大きさを比ひ較かくして、私たちがやることはすぐに決まる。

「虱しらみ潰つぶしだぁ！」

「だから、突撃しないでください！」

　私はまたルカちゃんに怒られ、今度は、無計画ではなく、端はしから一列ずつマップを埋めていくつもりでダークゾーン内のパネルを進んでいく。

　そのまま、同じようにダークゾーンに駆かけ出したヒノちゃんと私が暗闇の中で激げき突とつする事故が起きたので、進入は一人ずつ交代ですることとなった。

　そして、マップを埋め終えた結果──

「右の上から二番目と、手前の左から七番目を直進した先に上下階層への足場を見つけて、下の階層は、空白地帯の一つに繫つながっていました」

　先行して調べに行ったトビちゃんが宝箱の中身を取り出して戻ってきた。

　手に入れたアイテムには特に目ぼしい物はないが、一応第二階層の空白地帯の一つを埋めることができた。しかし、空白地帯残り一か所への侵入方法が分からない。

「うーん。どっちも上から降りてくると思ったのに、一か所残っちゃった。もしかして、第一階層で見落としがあったのかな？」

「……そろそろお昼です。上の階層の入り口を確認してから、一度セーフティーエリアに戻ってお昼を食べつつ午後の探索の相談をしませんか？」

　時間や満腹度の兼かね合いから、今から上の階層の攻こう略りやくに着手するよりも、とりあえず入り口だけ確認して、一いつ旦たんセーフティーエリアのある第一階層の噴ふん水すい前まで戻るのが良さそうだった。

「なら、ルカちゃんの案で行動する？」

　私が小首を傾げて訊くと、全員に頷き返されたので、みんなでダークゾーンに進入する。

　ダークゾーンを抜けた先にある階段を上り、第四階層の入り口から中を覗のぞくと、遺跡の上部は、完全に崩ほう壊かいしており、このダンジョンのボスらしい巨鳥がその巣に鎮ちん座ざしている。

　巣の中の灰色巨鳥【ハイクライ】が起き上がり、こちらを見返してくる。

「これ以上進むと戦闘に入るので、一度戻りましょうか」

　ルカちゃんの言葉に全員が頷き、私たちは元来た階段を降りて、セーフティーエリアのある第一階層の噴水まで戻ることにした。
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　第一階層から最奥の第四階層の入り口まで探たん索さくするのに、午前中いっぱいの時間を消費したのに、マップを見ながら最短コースで進めば、道中の戦闘を含めても十分で辿たどり着つける距きよ離りだった。

　帰り道にすれ違ちがったプレイヤーたちの迷走する様子を見るに、いかにダンジョンというものが探索に時間が掛かかるように作られているのか実感する。

　噴水前に辿り着くと、その前に陣じん取どり、みんなでお昼を食べはじめた。

「やったぁ。ユンお姉ちゃん手作りのランチ！　美味おいしそう」

　私は、両手を合わせた後、ランチＢＯＸを開き、喜びの声を上げてしまう。

　お弁当箱の中身は、ナポリ風パスタに野菜の肉巻き、キノコと野菜のバター炒いため、カボチャの煮に物もの、彩いろどりのためのプチトマトと、色いろ鮮あざやかでたくさんの種類のおかずが用意されていた。

　一口食べてみる。食べ慣れているユンお兄ちゃんの味だった。

「はぁ、美味しいですね。こうやって色んな味が楽しめるのは良いですね」

「美味しい。この肉巻きの人参の甘さとお肉の旨うま味みが合わさっていいね」

「……ナポリ。パスタが伸のびてなくて美味しいです」

「せやな。インベントリなら入れた時のままやから、その辺はリアルと比べて便利やな。次は、キノコのパスタとか頼たのんでみるのもええかもな」

「ふふふっ、美少女のお手製弁当。しかも美味しいなんて、激レアですよ」

　どれも美味しくて、私たちはお弁当をペロリと食べてしまう。

「最後はデザートのシャーベット！」

　私は、ユンお兄ちゃんから預かった保冷箱を開けて、改めて中を確認する。

　シャーベットは、ブドウ、モモ、ミカンの三種類が二個ずつ入っている。

「それでは、果物を採とって来た私たちが優先して選びますね」

　そう言って、ルカちゃんはモモ、トビちゃんはブドウ、コハクはミカンのシャーベットを手に取り、スプーンで掬すくって口に入れる。

　夏に食べる氷ひよう菓かが美味しいのか、三人とも目を細め、幸せそうに一口ずつシャーベットを食べている。

　私とリレイ、ヒノちゃんも残ったシャーベットを選び取るために保冷箱を見る。

「うーん。どれ選ぼう。迷っちゃうな」

「ふふふっ、では、私は、このブドウを貰いましょう」

「ボクは残ったものでいいから、ミュウちゃん先に選んで」

「それじゃあ、私は、モモ！」

　一口食べると、濃のう厚こうな果か汁じゆうの甘さと、シャリシャリとしたシャーベットの舌した触ざわりと冷たさにルカちゃんたちと同じように、目を細める。

「むぅっ！　はぁ、幸せ。こうなってくると他の味が気になるよね」

　そう言って私は、ブドウのシャーベットを持つトビちゃんとリレイ、ミカンのシャーベットを持つコハクとヒノちゃんに目を向けるが──

「……駄目です。これは、私の」

「駄目？　一口交こう換かんとかは？」

「ミュウの一口言うたら、大口での一口とかってオチやろうな」

「ご馳ち走そう様さま。ミカンの爽さわやかな甘さとシャーベットの食感が良かったよ」

　トビちゃんは首をフルフルと振ふって拒きよ否ひし、コハクは私を警けい戒かいして首を縦に振らない。ヒノちゃんは、早々に食べ終えてしまっている。

　そんな中でリレイだけが私の提案を受け入れてくれる。

「ふふふっ、私は構いませんよ」

「ほんと？　やったぁ！」

　そう言って、私がリレイの隣となりに腰こし掛かけると、リレイがスプーンでシャーベットを一口分掬すくい、差し出してくる。

「それでは、あーん」

「あーん」

　私は、リレイのスプーンを咥くわえて、ブドウのシャーベットを口に含ふくむ。

「むっ～!?　こっちも甘い！　それじゃあ、今度は私の番だね。あーん」

「ふふふっ、頂きましょう。あーん」

　私のモモのシャーベットを差し出すと、リレイはそれを口に含み、美味しそうに目を蕩とろけさせ、頰ほおに手を当てる。

「ふふふっ、幸せですね。美少女に食べさせて貰もらえるなんて、もう、死んでもいいです」

「そんな、大おお袈げ裟さだよ」

　私は、リレイの反応に苦笑いしつつ、ブドウの味にも満足したので、残りのシャーベットが溶とけない内に少しずつ口に運ぶ。

　そんな私たちの様子に、少し赤い顔をしたルカちゃんが尋たずねてくる。

「あの、ミュウさん。それ、リレイさんと間接キスしたことになるんではないでしょうか？　あっ、いえ、その……ＯＳＯ的には、ゲームでの疑似的な行為なんでしょうけど」

「はっ!?　これは、疑似的な間接キス！　皆みなさんもシャーベットの食べさせあいしませんか！」

「リレイ。あんたはうるさいわ！」

「何か問題でもあるの？」

「問題って言うほどでもないけど……」

「お姉ちゃんたちとも、敢あえて違う味のを選んで食べさせあったりするし普ふ通つうだよ」

「あー、ミュウちゃんは、姉妹への甘え上手だねぇ」

　私がなんでもないことのように食べさせあいのことを話すと、ヒノちゃんが苦笑いしながらそんなコメントをする。

　でも、よく考えると、ユンお兄ちゃんは、間接キスにならないように新しいスプーンを用意したり、食べていないところを分けてくれたりするし、配はい慮りよはしてくれているなぁ、と内心呟つぶやきながら、私はシャーベットを堪たん能のうした。

「ふふふっ、ミュウさん。もう一度、もう一度シャーベットの食べさせあいをしませんか？」

　リレイに言われて、手元の容器を見ると、既すでにモモのシャーベットを食べ終えていた。

「えっ、ごめん。もう食べちゃった」

　すると、リレイはこの世の終わりのような表情を浮うかべる。

「ふふふっ、いいですよ。じゃあ、他の皆さんと──」

　そう言って、ルカちゃんたちへと視線を巡めぐらせるリレイだが、全員シャーベットの空き容器を保冷箱に戻もどし、ご馳走様、と両手を合わせて言っていた。

「ふふふっ、今回は駄だ目めでしたが次の機会が巡ってくるはずです」

「リレイは、めげんなぁ」

　リレイの様子にコハクがジト目を向ける。食後、お腹を落ち着けるために少しだけまったり過ごしてから、再びボスのいる第四階層まで最短距離で進む。

　道中は、私たちより先に進んでいたプレイヤーがいたのか、敵ＭＯＢの数は少なく、十分以内で第四階層の前まで辿り着く。

　そして、ボスのいる第四階層では──

「おお、先客がいるね」

「そうですね。邪じや魔まにならないようにここで待ちましょうか」

　先客とボスとの戦せん闘とうの邪魔にならない第四階層入り口前で待機して、その戦闘の様子を観察することにした。

　巨鳥型ＭＯＢのボス【ハイクライ】。

　全体が灰色を基調とした中に、黒と赤の羽根が疎まばらに見えるそのＭＯＢは、上空で滞たい空くうし、羽ばたくと同時に地上で迎げい撃げき態勢を取るプレイヤーたちに火のついた羽根を飛ばしてくる。

　また、滞空して口から吐はき出した炎ほのおは床ゆかを舐なめるように広がり、プレイヤーの行動を制限する。

「……随ずい分ぶんとトリッキーな動きですね」

「そうだね。あのパーティーの動き方だと厳きびしいかもね」

　トビちゃんとヒノちゃんが分ぶん析せきするのは、先客パーティーの戦力だ。

　先客パーティーにはボスの弱点を突つける【水属性才能】のセンスを持つ魔ま法ほう使つかいがいるみたいだけど、このボス戦で活いかされていない。

　本人が直接攻こう撃げきに消極的なのか、攻撃系の魔法よりも、前衛プレイヤーの武器に《グラム・ソード》という水属性付ふ与よの魔法を積極的に使っている。

　おかげで、前衛プレイヤーはボスに有効打を与あたえることができるが、水属性の魔法使いはそればかりに行動を割さいているために、遠えん距きよ離りの水魔法の使用回数が少ない。

「ふふふっ、コハクならこの場合、どのように魔法を使いますか？」

「せやな。まずは、遠距離の水魔法をボスに当てて、床に叩たたきつけたところで、前衛に《グラム・ソード》やろうな。《グラム・ソード》は有効な手段なんやけど、常時使うのは無む駄だが多すぎや」

　後衛側のプレイヤーとして、リレイとコハクが分析する間にも、先客パーティーの戦せん況きようは徐じよ々じよに悪化していく。

　そして、魔法使いのＭＰが尽つき、回復手段のＭＰポーションもなくなったようだ。

　ここは退たい却きやくすべきと判断した先客パーティーが第四階層から下の階へと退たい避ひするために、階段の方へと走ってくるので、私たちは彼らの撤てつ退たいの邪魔にならないようそのまま階段途と中ちゆうに待機していた。

　そして、先客パーティーが全員、階段に逃にげ込んだところで、階段の段差が消失する。

「へっ？」

　ふわっ、と足元の階段がなくなる感覚と共に、私は反射的に【行動制限解除】の三次元的な動きで壁かべを蹴けって第四階層に飛び移る。

「「「「きゃぁぁぁっ──！」」」」

「ルカちゃん！　トビちゃん！　ヒノちゃん！　コハク！」

「くっ！　何ですか、これは！」

　リレイは、階段の手摺りにしがみ付き、滑すべり台と化した階段に落ちないようになんとか堪こらえている。

　ルカちゃんたちは、撤退中の先客パーティーと共に、滑り台と化した階段をどんどんと滑り下りていく。

　私が咄とつ嗟さに戻った第四階層の床から覗のぞき込めば、階段全てが滑り台のようになっていた。

　第三階層の床も開き、隠かくされていた滑り台が、更さらに下へとルカちゃんたちを運んでいき、数秒で見えなくなる。

「何が、どうなっているの？」

　私の呟きと共に、数秒後には、段差がなくなった階段が元の形に戻っていく。

　足場のできたリレイがノロノロと階段を上り、私の側に来る。

「ふふふっ、ミュウさん。何故なぜか知りませんが二人っきりになってしまいましたね」

「あらら、私ってもしかしてピンチ？」

　ジリジリとにじり寄ってくるリレイから一歩引く私だが、次の瞬しゆん間かん、私たちの居る場所に影かげが射し、反射的に見上げる。

『キュロロロロロッ──』

　巨鳥が羽ばたいて、私たちの頭上で滞空しながら威い嚇かくの鳴き声を上げる。

「ふふふっ、少人数でのボス戦ですか。確かにピンチですね」

「それに、リレイまで襲おそってきそう、ってのも加えたいね」

　私は、引き攣つった表情で上空を見上げながら、冗じよう談だんを言う。

「来るよ！」

　この場から逃げて、どこかに行ってしまったルカちゃんたちと合流したいのだが、巨鳥はそれを阻はばむように炎を纏まとった羽根を飛ばしてくる。それを慌あわてて避よけ、狙ねらいをつけさせないためにとにかく動き回るが、羽根の着ちやく弾だんと共に広がる炎が地味に移動経路を狭せばめ、階段付近に近づけない。

「さっきのパーティーとの戦闘がリセットされて、ＨＰが完全回復しているボスをどうやって倒たおすかな、これ」

　弱点属性は突けず、パーティーメンバーも欠けた状態で、ボスの【ハイクライ】に挑いどむのは少し厳しいと思う。

「ねぇ、リレイ。逃げられると思う？」

「ふふふっ、この状態で逃げられるなら逃げたいですね」

　そう言って、不敵な笑みを浮かべて杖つえを構えるが、リレイ本人は、いつもルカちゃんたち前衛の後ろから魔法を放っている。そのために、常に回かい避ひし続けることに慣れていない。

「喰らえ！　──《ソル・レイ》！」

「──《フレイム・ピラー》！　ああ、大きな魔法を使う時動きが止まってしまいますね。それに、小さい魔法の連射は、得意ではないんですよね」

　私は、連続で収束光線の魔法を放ち、続けてリレイが火柱を生み出す。

　ボスの胴どう体たいと翼つばさを穿うがつ収束光線がダメージを与え、一いつ瞬しゆんだけその動きが止まると、それに合わせてリレイの火柱が到とう達たつし、巨鳥の体を焼いていく。

「得意属性でもそれなりにダメージを受ける……ってええっ!?」

　リレイの炎で焼かれたハイクライの体が燃えて徐々に小さくなり、空からパラパラと灰が降ってくる。

　何かが起こる、と感じて身構えた私たちだが、灰が地面に落ちて積もっていくだけで、巨鳥の姿はどこかに消えてしまった。

「あれ？　あの程度のダメージじゃ倒れないはずなんだけど……」

　どこかに隠れたのか？　とあたりを見回すが、見つからず、こんな時に【発見】のセンスを持つトビちゃんがいてほしいと思う。

「早くみんなと──あっフレンド通信すればいいんだ」

　みんなと離はなれた後、すぐボスとの戦闘になったために、連れん絡らく方法がすっぽり頭の中から抜ぬけ落ちていた。すぐさまメニューを開いて、ルカちゃんと連絡を取る。

「ルカちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？　今どこ？」

『一応大丈夫です。あの滑り台でダンジョンの外に放り出されましたけど、全員無事です』

　その言葉からすると、あの階段の滑り台は、ダンジョンからの帰き還かん用の仕し掛かけなのかもしれない。

　ボスを倒した後、ダンジョンの外にスムーズに脱だつ出しゆつする役割や、イベント期間中、一つのパーティーにボスを独どく占せんさせないための強制排はい除じよ装置の役割もあるのかも、と思うと同時に、それに自分たちは見事に巻き込まれた、と苦笑いを浮かべてしまう。

『ミュウさんの方はどうですか？』

「私たちの方？　私たちの方は……」

　ボスが居ない、と言おうとした時、積もった灰の山が蠢うごめき始める。

　そして、灰の山の中から復活するように、ハイクライが空高く飛び立つ。

　全身の色が灰色から赤に変わり、どうやら、ステータスの一部が強化された状態のようだった。

「……ボスと交戦中。リレイの火魔法でボスが強化状態に突とつ入にゆうしているから、逃げるのは厳しいかも。早く助けに来て」

『わ、分かりました。ダンジョンを最短距きよ離りで進みます！』

　それだけ言うとフレンド通信を切るルカちゃん。だが、みんながここまで辿たどり着つくのに、最低でも十分は掛かかる。私は、リレイと二人でその時間持ち堪こたえなければいけない。

「ミュウさん、情報掲けい示じ板ばんにはこんなときの情報は載のっていませんよね」

「多分、検証不十分なんじゃないかな。どうする、逃げる？」

「ふふふっ、何を言っているんですか？　たとえボスが強化されても火属性のダメージが通ることが分かったのなら、戦って倒しますよ」

　上空から放たれる威い力りよくの増した何枚もの火のついた羽根に対し、リレイは、火球を複数生み出して迎むかえ撃うつ。

　だが、一つずつの威力は勝っていても、数で負けている。するとリレイは、自身とボスの中間地点で、火球をぶつけ、連れん鎖さボーナスによって火球の威力を引き上げ、火の羽根を纏まとめて吹ふき飛ばす。

「コハクのような連射はできませんが、一いち撃げきごとの火力が相あい性しようの悪さもこちらの不利も全て吹き飛ばしますよ。こんな風に、ね！」

　次に、二つの火球を生み出すと、それを同時に飛ばして、ボスの眼前でぶつけ合う。その連鎖ボーナスにより、ボスの火属性の耐たい性せいすら超こえてダメージを与えている。

「──《ソル・レイ》！」

　私は、その攻撃に合わせて、再び収束光線の魔法を放ち、リレイの炎球の連鎖ボーナスに便乗してダメージを稼かせぐ。

　リレイが、後衛なのに私より一歩前に出ると、リレイの放った爆炎の中から炎が噴ふき出し、私たちを襲う。

「──《ファイア・ウォール》！」

　それをリレイの防ぼう御ぎよ魔法である炎えん壁へきが防ぐ。

「ふふふっ、これならまだ子こ狐ぎつねの炎ほのおの方が威力が高いですよ」

「リレイ。ナイス！」

　攻撃後の隙すきを突くべく、私は炎壁から飛び出して連続して収束光線を巨鳥に放ち、ダメージを与えていく。

　ここのボスは本来、攻撃を当てるのが難しい上空にいるためにＨＰ自体はそれほど高くなく、弱点属性以外でも十分ダメージを与えられる。

　だが、火属性を受けて強化されたボスは、それだけでは終わらない。

『キュロロロロロッ──』

　残りＨＰが四割を切った時、再び鳴き声を上げた。

　その鳴き声に呼応するように、火のついた羽根が、小さな鳥の形に変わり、私たちへと突とつ撃げきしてくる。

　その数は、９体。

「ちょこまかと動いて面めん倒どうですね。羽根のように一方向からの攻撃ならまだ何とかなりますけど」

「それに、速い！　くっ！」

　私は、向かって来た炎の鳥に合わせて剣けんを振ふるう。その一撃だけで炎の鳥が形を崩くずして、私を巻き込むようにして床ゆかに炎が広がる。

　何とか体を捩ねじって避けるが、肩かたに当たりダメージを受ける。

「熱っ！　小さい鳥を残しておくとボスを自由にさせてしまいますね」

　リレイも狙いをつけて次々と炎の鳥を炎球で撃ち落としていくが、それでも二人合わせて倒せたのは３体だ。そして、炎の鳥の更に上空には、一方的に攻こう撃げきを加えてくるボスがいる。
















　私は、炎の鳥で受けたダメージを回復魔法で癒いやしながら、リレイと背中合わせになって死角を補いあう。

　私たちの周囲を翔かける炎の鳥は、確かに速い。だが、次第にその速さにも慣れると、次々に魔法を当てていく。

「もう、見切ったよ！　──《ソル・レイ》！　残り、５体！」

「ふふふっ、私が今、２体巻き込みました。ですから、残り、３体です」

　炎の鳥の数が減り、ボスに目を向ける余よ裕ゆうが出てきた。

　ここでボスは、更に火のついた羽根を飛ばすが、それをリレイの生み出す火柱が全て燃やし尽つくす。

「ふふふっ、危ないですね。また火のついた羽根が追加されたら、炎の鳥が増えてしまいます」

「なら、そろそろ強ごう引いんに押し切らせて貰もらおうか」

「そうですね。──《フレイム・サークル》！」

　リレイが生み出す炎の環わがボスの周囲を囲む。リレイは、一気にその環を収縮させ、その中心に爆ばく発はつを生み出す。

　得意属性などものともしない超ちよう火力の攻撃を受けたボスのハイクライは、そのまま錐きり揉もみ状態で落ちてくる。

　その落下地点へと私は駆かける。

　残り３体の炎の鳥が、落下する巨鳥への私の追つい撃げきを阻んでくる。

「邪じや魔ましないで！」

　そのうちの１体を切り払はらい、私は突つき進む。

　自じ爆ばく攻こう撃げきを受けても耐えられる確信があった私は、速度を緩ゆるめない。

　２体目と３体目が私へと迫せまる中、私の背後より放たれた火球が炎の鳥たちを爆散させる。

「ふふふっ、美少女の柔やわ肌はだを傷つけないで頂きたいですね」

　リレイのフォローに笑みを浮うかべて、私は片手剣を巨鳥に向けて振り上げる。

　巨鳥が慌あわてて飛び立とうとするがもう遅おそい。

「──《フィフス・ブレイカー》！」

　今まで上空から優利な攻撃をしてきた相手に対して、鬱うつ憤ぷんを晴らすように力の限り斬撃を放つ。

　五連続の斬撃アーツを放ち、巨鳥の残りのＨＰを一気に削けずり取る。

　五回目の斬撃によって巨鳥の体が光の粒りゆう子しに変わり、ボスの討とう伐ばつが成功。後には、宝箱が一つ残されていた。

「終わったぁ！　そして、疲つかれたぁ～」

　クタクタになった私は、その場に座り込む。

「ふふふっ、お疲れ様さま。自分で回復しますか？」

「面倒だから、ポーション使う」

　ユンお兄ちゃんの作ってくれたポーションを少しずつ飲みながら、戦せん闘とうで受けたダメージを回復させる。そして、後に残った宝箱や巨鳥の巣の中を調べ、マップを埋うめた。

　確認してみたところ、ルカちゃんたちが滑すべり降おりた経路が、マップの空白地帯と繫つながっており、これでこの遺跡型ダンジョンのマッピングが完かん了りようとなる。

「マップが完成すれば、ボーナスがあると思ったけど、何もなかったね」

「ふふふっ、ですが、特とく殊しゆな倒たおし方をしたために、レアな装備が出ましたよ」

　疲れて座り込んだ私の代わりに宝箱を開けたリレイが取り出したのは、黄色の羽は根ね飾かざりの付いた赤いマスケットハットの【熱ねつ鳥どりの帽ぼう子し】である。

　掲示板での情報だと、普ふ通つうに倒した場合には、灰色にオレンジの羽根飾りが付いた【灰はい昏くらの帽子】であり、ステータスは同じであるが、追加効果にある【火属性耐性】が、【灰昏の帽子】は（小）であるが、【熱鳥の帽子】は（中）な点で差がある。

「特定の倒し方をしたら手に入るアイテムかぁ。期間限定のイベントって検証不十分の情報不足で入手できない場合があるからラッキーだったね」

　私が、リレイにそう声を掛けつつ気力と体力の回復に努つとめていると、階段の下方から駆け上がって来る複数の足音が聞こえてきた。

「ミュウさん、リレイさん！　大丈夫ですか！」

「おお、ルカちゃんたち、お疲れ～」

　私が座り込んだまま手を振ると、無事にボスを倒した私たちの様子を見て、ルカちゃんたちもぐったりと座り込んでしまう。

「はぁ、はぁ、急いできたボクたちの苦労は一体」

「……疲れた」

「戻って来る必要なかったやろ、これやったら」

　四人ともお疲れみたいで、みんなその場で少し休みを取る。

　だが、私とリレイは立ち上がった。

「それじゃあ、帰ろうか！」

　長い滑り台を一気に滑り下りるのは、どんな気分なのかワクワクする。

　一方、急いで階段を駆け上って来たルカちゃんたちは、再びそこを滑り下りることを考えて引き攣った表情を見せる。

「さぁ、帰ったらユンお姉ちゃんに美味おいしいおやつ用意してもらおう！」

「ふふふっ、それは素す敵てきな提案ですね。では、帰りましょう」

　私が、リレイと手を繫いで、一いつ緒しよに階段の前に立つと、階段の段差がなくなって、滑り台と化す。

　私とリレイは、そのまま滑り台へと一歩踏ふみ出し、滑り始める。

「「きゃぁぁぁっ──」」

　私たちは、滑り下りる爽そう快かい感と風を感じながら、ダンジョンの外へと近づいていく。

　振り向けば、ルカちゃんたちも私たちの後に続いて降りてくる。

　イベントの終しゆう了りようまで、まだ時間がある。まだまだ楽しめることは一いつ杯ぱいあるはずだから、それをみんなと探しに行こう。







　　　八話　検証と撤てつ退たい戦







　夏のキャンプイベント、五日目。

　ベースキャンプで私たちは、今日の行動について相談していた。

「次は、どの敵を倒しに行くの？」

「ボクは、ユニークＭＯＢ狩がりをしたいなぁ」

「それより、少し休まへんか？　うちは、一日くらいのんびりと過ごしたいんやけど」

「ふふふっ、バカンスなのですから、丸一日美少女だけの生活もいいかもしれませんね」

　私とヒノちゃんは、ガンガン戦闘を繰くり返し、イベントを堪たん能のうする気でいるが、コハクとリレイは、残り日数が少なくなる前に一休みしたいようだ。

「どうしましょう？　戦闘か、休きゆう憩けいか」

「……あの。幼よう獣じゆうと遊びたい、です」

　困ったような表情でみんなに尋たずねていたルカちゃんの言葉の後に、恥はずかしそうに希望を口にするトビちゃん。

「そうですね。幼獣を連れている方も増えていますからね。少し触さわらせて頂けたら楽しいですよね」

「うーん。そう言えば、ユンお姉ちゃんたちの幼獣以外はあんまり関わったことないね」

　戦闘ばっかりに集中していて、幼獣との接せつ触しよくをほとんどしてこなかった気がする。

　トビちゃんの意見に、私は、みんなの反応を見る。

「そやな。ただダラダラと休むよりは、幼獣と戯たわむれた方が有意義やろうな。それに幼獣には、色んな種類がおるらしいから、見るのも楽しいんやないか？」

「ふふふっ、私もそれで構いませんよ。ああ、美少女たちが幼獣を囲む構図を堪能できるんですね」

　コハクは楽しそうに目を細め、リレイも同意する。

　この時点で、トビちゃん、コハク、リレイが幼獣と触ふれ合う休憩を選んだ。

　私は、まだ戦闘を諦あきらめていないために、ルカちゃんとヒノちゃんに目を向けるが……

「ボクもトビちゃんたちに合わせるよ。それほどユニークＭＯＢ狩りに固こ執しゆうしている訳じゃないし」

　最初の意見を翻ひるがえしたヒノちゃん。残る私とルカちゃんに視線が集まり、ルカちゃんが私に尋ねてくる。

「どうします？　ミュウさん」

「そう言うルカちゃんはどうする？」

「私も幼獣にはちょっと興味がありますね」

　はにかむように笑うルカちゃん。

　みんなの視線が残った私に集まる。

「ミュウさんはどうする？」

「まぁ、多数決じゃあしょうがないよね。私は戦闘が良かったけど……」

　私も幼獣に興味がない訳じゃないけど、何故なぜか変な意地を張ってしまい、余計な一言を言ってしまう。

「ほな、ミュウだけは、一人で戦闘ってことやね。じゃ、頑がん張ばるんやで」

「早く来ないと、置いていくからね！」

　私が変な意地の張り方をしたため、それを面白がって煽あおって来るコハクとヒノちゃん。

「ううっ、みんな、置いてかないでよ！」

「……ミュウさん。やっと来ました」

　幼獣と戯れることを提案し楽しみにしているトビちゃんは、私が追い付くと嬉うれしそうに微ほほ笑えむ。

　その後、みんなで、ベースキャンプにいる幼獣とそのパートナーのプレイヤーが集まる場所に行く。

「わぁ、本当に色んな幼獣がいるね！」

「……そうですね。どの子も可愛い」

　掲けい示じ板ばんで見る幼獣のスクリーンショット以上に愛くるしい姿の幼獣たちがそこにいた。

「君たちも幼獣を見に来たんだ。あっちにいる子たちなら、どうぞ、触ってもいいよ」

　この場を仕切っているらしいプレイヤーが、幼獣と触れ合える場所に誘ゆう導どうしてくれる。

「……可愛いです。あははっ、私にぶら下がってる」

　トビちゃんが伸のばした腕うでにぶら下がって来た幼獣は、尻尾しつぽの長い白銀色の毛並みを持つ子こ猿ざると、手のひらサイズの小さな蝙蝠こうもりだった。

　白銀色の毛並みを持つ子猿は、両手を器用に使ってトビちゃんの腕にぶら下がり、機き嫌げん良さげに尻尾を揺ゆらしている。

　もう一方の小さい蝙蝠は、その翼つばさで懸けん命めいに羽ばたいてコハクの腕に辿たどり着つくと、逆さまにぶら下がって、三角の耳をピコピコ動かしている。

「うわぁ、子猿に蝙蝠だね！　トビちゃん、私にも触らせて！」

　白銀の子猿に興味を持った私は、トビちゃんの腕にぶら下がる子猿に手を伸ばす。
















「白銀の幼獣！」

　私の放つ好こう奇き心しん旺おう盛せいな気配に敏びん感かんに反応した子猿は、私が捕つかまえる前に、トビちゃんの肩かたを伝って背中の方に逃にげてしまう。そして、私がトビちゃんの背中の方に回ると、今度は前に……

「……えっと」

　私と子猿がトビちゃんの周りをグルグルと回って追いかけっこになる。

　次の瞬しゆん間かん、私が子猿に跳とびかかり抱だき付こうとすると、それに合わせて、ジャンプした子猿が私の頭に乗り、そのままそこを足場にして地面に飛び降り、パートナーのプレイヤーの方に逃げていく。

　私は、頭を押された勢いで体勢を崩くずし、地面に手を突ついてしまった。

　そして、子猿が逃げた方を見ると、子猿のパートナーのプレイヤーとトビちゃんが、こちらを心配そうに見ている。

「──なんで抱かせてくれないの！」

　私は、地に手を突いたまま地面に向けて大声を上げて項うな垂だれる。

　一方、ヒノちゃんたちの見ている蝙蝠の方は──

「この子に食べ物あげてええか？」

「どうぞ。この蝙蝠は、果物を好むよ」

　その言葉に、インベントリから果物系の食材アイテムを取り出して、蝙蝠に渡わたすコハク。

「可愛いなぁ。蝙蝠って見た目エグイかと思ったら、結構愛あい嬌きようあるやないか」

　コハクは、逆さになったまま果物を両りよう腕うでに抱かかえて齧かじる蝙蝠を眺ながめている。

「おおっ、こっちの幼獣は、それなりに大きいんだね！　成せい獣じゆうになったら、ボクより大きくなりそう」

　ヒノちゃんは、私やトビちゃん、コハクとは別に、カピバラ似の大きなネズミと、小さいカバの幼獣と戯れていた。

　ヒノちゃんがカピバラ似の幼獣の体を揉もむようにマッサージをし、ルカちゃんが小さいカバの頭を撫なでている。

　マッサージが気持ちいいのか、眠ねむり始めるカピバラ。その隣となりで大きく欠伸あくびをしたかと思うと、横になって同じく眠り始める小さいカバ。

「なんか不思議ですよね。カピバラとカバが一いつ緒しよにいる光景って」

「成獣になったらもっと大きくなって騎き乗じようできるのかな？　ボクはちょっとそこに興味があるよ」

　ヒノちゃんの言葉が聞こえてきて、大きな齧げつ歯し類に跨またがり平原を駆かけ抜ぬける姿を想像し、楽しそうだなぁ、と思う。

　子猿に逃げられて幼獣との触れ合いを諦めた私は、リレイと一緒に、一歩引いた位置から幼獣やみんなを眺めることにした。

　私が、そっと、隣に立っているリレイを横目で見ると、リレイは眉み間けんに皺しわを寄せて、難むずかしそうな顔をしていた。

「リレイ？　そんな難しい顔してどうしたの？」

「ふふふっ、美少女たちと可愛らしい幼獣の触れ合いを堪能していて、一つ気になったことがあるんですよ」

「気になったこと？」

「ええ──カバの嚙かむ力は一トン以上。地球上で最強生物ともいわれるカバとファンタジー世界のドラゴン、どちらが強いんでしょうか」

「…………」

　私は最初、リレイが何を言っているのか分からなかった。だが、ジワジワとその意味を理解し出すと、カバの幼獣を見る目が変わってしまう。

「どうなんだろう？　ファンタジー的な最強生物はドラゴンだけど、カバの嚙み付きって、ワニの鱗うろこを貫かん通つうするそうだし」

「ふふふっ、ファンタジー界最強生物も、もしかするとドラゴンではなく、カバという可能性もありえるかもしれませんね」

　私とリレイが真しん剣けんにカバ最強説を話し合うが、その視線の先のカバの幼よう獣じゆうは、洟はな提ちよう灯ちんを膨ふくらませてスヤスヤと眠っている。

　そして、その幼獣たちと楽しく戯れていたルカちゃんたちが、微び妙みように困こん惑わくしたような視線を向けてくる。

「ミュウさん……リレイ……」

「あはははっ、ごめんね」

「ふふふっ、すみません」

　可愛らしい幼獣たちで、そんな怪かい獣じゆう大決戦を想像させるような話をしたことを誤ご魔ま化かすように笑みを浮うかべる。

　ルカちゃんたちが、再び幼獣たちへと意識を向けようとした時、けたたましいアラーム音が脳内に響ひびき、一つのアナウンスが流れる。





──緊きん急きゆうクエスト【幻げん獣じゆう大喰らいと幻獣喰らいの迎げい撃げき】が全プレイヤーに発生しました。

これより浮ふ遊ゆう大陸全域で、イベント終しゆう了りようまで共きよう闘とうペナルティーが解除されます。






　これが、夏のキャンプイベント最大の大型ボス討とう伐ばつ開始の合図だった。
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　アナウンスの内容を受けて、私たちは、幼獣たちとの触ふれ合いの時間を切り上げて、ベースキャンプの中でも実力のあるプレイヤーたちが集まる場所に来ていた。

「たった今、緊急クエストが発令された！　現在いるプレイヤーでパーティーを編成、戦せん闘とうできるように準備しろ！　それと後方支し援えん班は、掲示板で情報収集しろ。ただし、愉ゆ快かい犯はんのガセネタにだけは注意！」

「ミカヅチさん！」

「ああ、ミュウちゃんたち。どうした？」

　ベースキャンプに居留しているギルド【ヤオヨロズ】のギルドマスターのミカヅチさんに声を掛かける。

　私たちが来る前に、実力のあるプレイヤーたち数人を中心に役割を分担させて、効率よく緊急クエストの全容を把は握あくしようとしていたらしい。

　ただ、その隣に、同じギルドでサブマスターをしているセイお姉ちゃんの姿が見えない。

「あれ？　セイお姉ちゃんは？」

「セイなら、ユン嬢じようちゃんや鍛か冶じ師のマギと一緒に素材の収集に行っている。すぐに戻もどって来るって連れん絡らくが来た」

「そうなんだ」

　私は、安あん堵どの吐と息いきを漏もらしつつ、忙いそがしそうなミカヅチさんから離はなれて、改めて周囲に視線を向ける。

　緊急クエストのボス【幻獣大喰らい】と【幻獣喰らい】についての情報を集めるプレイヤーや、フィールドに出ているプレイヤーを保護し、ベースキャンプの周辺の安全を確保する戦闘系のプレイヤーが集まっていた。

　他にも、生産職は、戦闘に必要な武器・防具の修理、消しよう耗もう品の作製、満腹度回復の料理の準備もしているところだ。

　そんな中で、私たちのパーティーは、どう動くべきか決められずに困惑していた。

　ルカちゃんは、真面目まじめな性格からできることがないか探し回り、トビちゃんは、蜂はちの巣すを突つついたような慌あわただしさに萎い縮しゆくしてしまっている。

　周囲のプレイヤーの中には、こんな緊急クエスト発生時こそ積極的に行動するプレイヤーがいる。

「初めての共闘ペナルティー解除だ！　今まで狩かれなかったユニークＭＯＢをこの機会に狩りに行くぞ！」

「パーティーメンバー募ぼ集しゆう！　あまり人数が多くなると集団での移動が遅おそくなるので、定員十五名で臨時のパーティー作ります！」

「ユニークＭＯＢ狩りツアーの護衛をやってます！　緊急クエストの敵ＭＯＢの幻獣喰らいにユニークＭＯＢ狩りを邪じや魔まされないように対応を引き受けます。報ほう酬しゆうは、別べつ途と相談で」

「共闘ペナルティー解除を利用したレベリングを計画しています！　対象は、防ぼう御ぎよレベリングです！　ローテーションで攻こう撃げきを受け続けるだけなので、アイテムの取得は予定にありません」

　状じよう況きようを上手うまく利用して、効率よくユニークＭＯＢのアイテム収集を計画するプレイヤーや、共闘ペナルティー解除を利用した集団レベリングの人員を募つのるプレイヤー。それを見て、ヒノちゃんとコハクが苦笑いを浮かべる。

「逞たくましいねぇ。数を集めて、アイテム集めにレベリングかぁ。でも上手くいくのかな？」

「上手くいけばそれでええし、いかんかったら問題点を改善してより効率化するだけやない？」

　それらの集団は、すぐに人数が集まり、順次ベースキャンプを出発していく。その姿を見送りつつ、リレイがそっと私に耳打ちしてくる。

「ふふふっ、私たちはどう動きますか？」

　そう訊きいてくるリレイ。

　ルカちゃんとトビちゃんが慌てている状態だと、いい結果にはならないし、情報も出で揃そろっていない今の状況に対して、私は待ちを選せん択たくした。

「とりあえず、おやつにしようか」

　私の言葉に、目を丸くするルカちゃんたちだが、気にせずに、ユンお兄ちゃんが持たせてくれたクッキーとお茶をみんなの前に取り出す。

「ミュウさん、それでいいんですか？」

「ルカちゃんとトビちゃんは、初めての大規模イベントで不安かもしれないけど、リラックスしようよ。どうせ、すぐにやるべきことができるんだから」

　私が二人にお菓か子しを勧すすめると、戸と惑まどいながらも近くにある丸太の椅い子すに座る。

　ヒノちゃんやコハク、リレイも、状況が分かるまで待つことにした。

　そして、おやつの最中に、ミカヅチさんが私たちに話しかけてくる。

「ミュウちゃんのパーティーは、ここで待機してるのか」

「はい。ミュウさんがおやつにしよう、と言いまして」

　クッキーを口に咥くわえて喋しやべれない私の代わりに、ルカちゃんがミカヅチさんと話をする。

「そいつはちょうどよかった。なら、ボスＭＯＢの検証班に加わってくれないか？」

　私は、口の中のクッキーをお茶で流し込み、ミカヅチさんに訊き返す。

「加わってもいいけど、ミカヅチさんのギルド【ヤオヨロズ】単独でも検証はできるんじゃないの？」

「本来なら、な」

　そう言って、私たちの近くに座ると私たちが食べていたクッキーに手を伸のばして、口に放り込んでから話し始める。

「緊急クエストのボスの幻獣大喰らいの出現数は、浮遊大陸全域で６体だ。流石さすがに、うちのギルドだけじゃ全部は検証できない」

「理由はそれだけですか？」

　ルカちゃんが尋たずねると、ミカヅチさんはまた一枚クッキーを手に取り齧る。その横でそっとトビちゃんがお茶を差し出すと、ミカヅチさんは小さくお礼を言いつつ、お茶を飲んでから説明の続きをする。

「他にもある。今うちのギルドメンバーの実力のあるプレイヤーは出で払はらっている状況で、ベースキャンプに残っているのは、生産職やギルドの中ちゆう堅けん以下だ。そうした連中を、情報不足の敵に当てるのは酷こくだろ？」

　そこまで聞いて、ミカヅチさんが私たちを誘さそう理由が分かった。

「つまり、危険が多いから並のプレイヤーじゃなくて私たちに頼たのむの？」

「それだけ私は、みんなの実力を買っているつもりだ」

「具体的に私たちに何をさせたいの？」

　単刀直入に尋ねると、ミカヅチさんは嬉うれしそうに口元を吊つり上げる。

「ボスの弱点とか攻撃パターンの検証だな。ミュウちゃんたちには、うちのギルドから派は遣けんするプレイヤーたちと一いつ緒しよに行動してもらうことになるけどな」

　その話を聞いて、私は、ルカちゃんたちに目を向ける。

「私は、その依い頼らいを受けてみたいです。私たちの力が必要とされているのですから」

「……私も受けたい、です」

「ふふふっ、いいのではないですか？　皆みなさんに合わせますよ」

　ルカちゃんとトビちゃんが強く頷うなずき、リレイは、微ほほ笑えみを浮かべながらこちらに合わせてくれる。

　ヒノちゃんとコハクにも目を向けると、現実的な内容を交えながらも肯こう定てい的な言葉が聞けた。

「検証に使った消耗品を補ほ充じゆうしてくれるなら、ボクも受けてもいいよ」

「うちも受けるのはかまわんけど、終わった後にご褒ほう美びとか欲しいな、とか思ったりして」

　それを受けて、ミカヅチさんは笑みを強める。

「消耗品は先にある程度渡わたすし、後から補充もする。それとご褒美ねぇ……うちのギルドの宴えん会かいへの参加権ってところでどうだ？」

「それ、いつもやないか」

　コハクが苦笑いを浮かべながらツッコミを入れると、それに釣つられてみんなも笑う。

　全員の意見が纏まとまったところで、私がミカヅチさんにはっきりとした意思を改めて伝える。

「ミカヅチさん。その依頼引き受けた！　私たちの最大火力を以もつて、ボスＭＯＢの威い力りよく偵てい察さつしてきてあげるね！」

「ミュウちゃん。最大火力って撃げき破は行動だろ？　威力偵察は、実際に交戦しながら相手の戦力を把握することだから」

「細かいことはいいの！　別に倒たおせそうなら倒しちゃってもいいんでしょ？」

「ミュウ、あかん。それは、フラグや！」

　私があえて死亡フラグっぽいことを言うと、コハクが間を置かずにツッコミを入れてくる。

「それで、私たちは、何時に出発するんですか？」

「ミュウちゃんたち次第だ。場所は、南の湖だ」

　私たちは、互たがいに装備や持ち物などをチェックし合い、出発に問題ないことを確認して、南の湖付近に出現した幻獣大喰らいを目指す。

　その途と中ちゆうでもできる検証はしていこうということで、雑ざ魚こＭＯＢの幻獣喰らいとも戦いながら進むことにした。

「さて、どうやって幻獣喰らいの検証をします？」

　ルカちゃんの言葉に、私は検証方法の指針を提示する。

「そうだね。まずは、幻獣喰らいとの戦闘シーンを動画に収めてフレンド通信でミカヅチさんに送り、それを見てもらった上で、私たちに検証して欲しい内容の指示を貰もらうってのはどうかな？」

　私たち以外にも検証のためのパーティーがいるはずだ。だから、そうしたパーティーとの検証作業の重複による無む駄だを省くために、ミカヅチさんたちのギルド【ヤオヨロズ】に頭脳代わりをしてもらうのだ。

「そうですね。それがいいと思います」

　検証方法が決まったところで、斥せつ候こうとして先行していたトビちゃんが戻って来た。

「……幻げん獣じゆう喰らいを、見つけました」

「それじゃあ、案内お願いね」

　私たちは、トビちゃんの先導で、幻獣喰らいと初遭そう遇ぐうする。

「おお、あれが幻獣喰らいかぁ。中々のデザインだ」

　初めて見る幻獣喰らいの姿は、肉の塊かたまりで作られたオブジェのような見た目をしており、空っぽの眼がん窩かと不ふ揃ぞろいで鋭えい利りな牙きばを持っている。

「それじゃあ、検証資料の動画を撮とりつつ、軽く戦いますか！」

　私は、片手剣けんを構かまえ、幻獣喰らいと相対する。

　そんな私の行動に反応した幻獣喰らいは、予備動作無しで襲おそってくる。

「っ!?　散開！」

　ルカちゃんの掛かけ声と共に、私たちは、左右に跳とぶ。

　バスタードソードを斜ななめに構え、盾たてのようにしたルカちゃんは、大おお振ぶりに振るわれた幻獣喰らいの腕うでを受け止める。

「ぐっ！　重いです、ね！」

　覚おぼ束つかない足取りから予測できない獣けもの染じみた跳ちよう躍やくを見せた幻獣喰らいを、ルカちゃんは、受け止めたバスタードソードを振るって弾はじき返す。

　ゴムボールのような勢いで森の木へとぶつかった幻獣喰らいは、ずるりと地面に落ちて、再び起き上がる。

「重いだけで、手て応ごたえのない相手ですね」

　その起き上がり際ぎわの無防備なところに、私とトビちゃんが斬きり掛かるが、全くの無反応だ。

「──《デルタ・スラッシュ》！」

「──《バックスタブ》！」

　幻獣喰らいの頭上に視認できるＨＰバーが存在せず、ダメージを受けた様子もない敵に危機感を感じて、私たちは再度距きよ離りを取る。

「ダメージもないみたい。それに、動きの緩かん急きゆうの差が激しいから対応が難しいかも」

　ルカちゃんの攻撃を片かた腕うでで防いだ幻獣喰らいだが、斬られた腕はだらんと垂れ下がっていた。と、見る間にその切断面が再生し始め、腕はあっさり元通りになってしまった。

「物理ダメージの効きが悪い敵は、魔ま法ほうが効くと相場が決まっとる！　いくで、リレイ！」

「ふふふっ、分かっていますよ」

　後衛で杖つえを掲かかげるリレイとコハクは、魔法を同時に放つ。

「──《フレイム・ピラー》！」

「──《リトル・トルネード》！」

　二人の魔法の相乗効果によって、生まれた火柱が小さな竜たつ巻まきに煽あおられて火か炎えんへと昇しよう華かし、幻獣喰らいを吞のみ込んでいく。

　幻獣喰らいが、炎ほのおの中で大口を開けて空を仰あおぐ姿が見て取れた。

　そして、魔法が消え、炎の中から姿を現したのは、全身が炭化してボロボロになった幻獣喰らいだ。

　だが、それでもその炭化した部分が剝はがれ落ちると、内側から肉が盛り上がってくる。

　その時、幻獣喰らいの体内から、一つの瞳ひとみが露ろ出しゆつしていることに気付いた。まるでそこが中心部分であるように、その周囲の肉の再生が特に速い。

「そこが弱点か！　──《インパクト》！」

　ヒノちゃんが、駆かけ出すと共に大おお槌つちを振るい、薄うすく肉の張り付いたその瞳を叩たたき潰つぶす。

　離はなれた場所でも瞳の潰れた音が聞こえると共に、今まで手応えの感じられなかった幻獣喰らいは、糸の切れた操り人形のように崩くずれ落ち、光の粒りゆう子しとなって消えた。

「あれ？　呆あつ気けないね」

　止とどめを刺さしたヒノちゃんが、小首を傾かしげながら呟つぶやくが、私は、予測を口にする。

「ＨＰのないこの手の敵って、唯ゆい一いつの弱点部位を破は壊かいすると倒れるタイプじゃないの？」

　今回の場合、体の見える箇か所しよはどこを攻こう撃げきしてもダメージを与あたえられず、物理的外傷もすぐに再生されたが、内部に隠かくされていた瞳を破壊したら簡単に倒せた。

「やはりあの瞳が幻獣喰らいの弱点だったのですね。それなら、貫かん通つう性能の高い攻撃が有効なのかもしれません」

「そうだね。けど、幻獣喰らいの瞳が同じ位置に隠されているとは限らないからね。とりあえず、この戦せん闘とうの情報は、ミカヅチさんに──」

　私は途中まで口にして、一つのことに気付いた。

「──検証動画を撮り忘れた！」

　うっかり、そのまま戦闘に入ったために、私はミカヅチさんに送るための検証動画の記録をしていない。

　私が、みんなを見ると、全員が首を横に振る。どうやら、誰だれも記録していないようだ。

「次からは誰が撮さつ影えいするかを決めてから戦闘に入りましょう」

　全員が、誰かがやってくれると思っていたために、結局、誰もやっていなかったことに気付き、頭を抱かかえるが、ルカちゃんは、苦笑いを浮うかべつつ、次の検証のための留意点を口にする。

　その後、順番に動画記録の役割を担にないながら、幻獣喰らいを倒していく。その中で私たちは、幻獣喰らいの弱点が体内のどこかに隠された瞳であることに確信を深めていった。
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　南の湖に近づくほどに幻獣喰らいとの遭遇率が高まり、戦闘を行う都つ度ど、その動画情報をミカヅチさんたちに送る。

　そして、私たちは、遭遇した幻獣喰らいとの戦闘を独自に効率化していく。

「はぁ！　──《ショック・インパクト》！」

　ルカちゃんがバスタードソードを振るい、幻獣喰らいの全身に衝しよう撃げき波はを浴びせる。それによって幻獣喰らいは数歩後退し、右の脇わき腹ばらを庇かばうような体勢で衝しよう撃げきに耐たえた。

　私はその右脇腹に狙ねらいを定める。

「そこだ！　──《ソル・レイ》！」

　左手を前に出し、光属性の収束光線の魔法を放つ。

　貫通能力のある攻撃魔法であり、幻獣喰らいの右脇腹に風かざ穴あなが空く。

　その風穴から、薄く肉の張った瞳を確認することができた。

「惜おしい！　あと少しで瞳を破壊できたのに！」

「ボクに任せて！　はぁ！」

　装備を長なが槍やりに持ち替かえたヒノちゃんが、駆け出すと同時に、勢いのある突つきを右脇腹の風穴に放つ。

　勢いの乗ったヒノちゃんの突きが穴の中に見える瞳を的確に破壊して、幻獣喰らいを倒した。

「ふぅ、運が良ければ、二回。確実性を求めれば、三回の攻撃が必要ですね」

「そうだね。トビちゃんたちの方はどうかな？」

　同時に現れた二体の幻獣喰らいに対処するため、私たちはパーティーを二つに分けて戦っていた。

　一体は、私とルカちゃんとヒノちゃんで、もう一体は、トビちゃんとコハクとリレイで対応したのだが──

「行くで！　──《リトル・トルネード》！」

　コハクが風魔法で小さな竜巻を生み出し、その中に幻獣喰らいを閉じ込める。今回は、リレイの魔法と合わせずに単発での発動だ。

　竜巻の中で巻き起こる無数の風ふう刃じんは、幻獣喰らいの体表だけの攻撃に留とどまり、体内に隠された弱点の破壊にまでは至らない。

「……見つけました。右胸です」

　トビちゃんが竜巻の中にいる幻獣喰らいのある一点を指で指し示す。

「ふふふっ、なら行きますよ。──《バースト・ランス》！」

　それに合わせて、超ちよう火力を好むリレイが、珍めずらしく貫通系の火属性魔法を選ぶ。

　リレイが、頭上に生み出した炎の槍を放ち、幻獣喰らいの胸部にその先せん端たんが突き刺さる。

　トビちゃんが示した場所からは少しズレたが、右胸の内部に潜もぐり込んだ炎の槍の先せん端たんに熱量が収束し爆ばく発はつする。

　体内から炸さく裂れつした幻獣喰らいは、胸から上が、その付近に埋うもれていた弱点の瞳ごと消し飛ばされた。

「ふふふっ、他愛ないですね」

　トビちゃんたちの戦い方は、コハクによる多段ヒット系の魔法で敵の足止めをしつつ、トビちゃんの持つ【発見】のセンスによって、敵体内の弱点の位置の探知。

　そして、判明した場所をトビちゃんがリレイに伝え、リレイがそこに貫通と爆発の効果がある炎の槍の魔法を撃うち込む、というものだ。

「ここまでに遭遇した幻獣喰らいの弱点の瞳の位置ってバラバラだよね。露出している個体もいたよね」

「せやな。とりあえずこの戦闘動画も送るで」

　私の言葉に相あい槌づちを打つコハクは、記録していた戦闘動画をミカヅチさんに送った。

　もしかしたら、この動画から、私たちが気付かない何かを発見してくれるかもしれない。

「もうじき湖ですから、気を引き締しめて行きましょう」

　ルカちゃんの言葉に、緩ゆるみかけた気持ちを改めて引き締める。

　その時、カサリ、と近くの茂しげみが揺ゆれる。

「……何かいます！」

「ふふふっ、茂みに隠れている大きさから、幻獣喰らいではなさそうですね」

「敵かな？　それとも味方かな？」

　ヒノちゃんは、自然な足取りで茂みに近づき、槍の石いし突づきを使って、茂みの草を搔かき分けて覗のぞき込む。

　ルカちゃんは、そんなヒノちゃんを途と中ちゆうで止めようと手を伸のばしたが、先にヒノちゃんが何かを見つけたようなので、そっと手を下ろす。

「みんなも来てみなよ！」

　ヒノちゃんの様子から敵ではないと察し、私たちも近くに駆け寄り、茂みの中を覗き込む。

「これはまた、可愛い幼よう獣じゆうたちだね」

　茂みに潜ひそんでいた正体は、幼獣たちだった。幻げん獣じゆう喰らいから逃にげるために移動してきたのだろうか、一人じゃ抱えられないほどの大きさの亀かめの幼獣と、その甲こう羅らの上に乗る体長六十センチほどの両生類の幼獣がいる。

「……サンショウウオ？」

　トビちゃんの呟きの通り、表面にぬめりのある赤茶色の斑まだら模様の両生類は、サンショウウオに似ている。平べったい体に丸っこい指先で甲羅にしがみ付いているが、亀の幼獣の歩みが遅おそいために落ちる心配はなさそうだ。

「やっぱり、幼獣って可愛いね」

　何を考えているか分からない表情をしている亀とサンショウウオの幼獣が、首を伸ばしてこちらを見上げている。

「分かる。この緩い感じの表情は、ボクも好きだなぁ」

　私とヒノちゃんは、亀とサンショウウオの幼獣を見て、ほっこり和なごむ。

「今は、幼獣に構っている場合ではありませんよ。もう、ボスの幻獣大喰らいは、目前なんですから」

「そうだね。名残なごり惜しいけど、私たち行かなきゃ。じゃあね！　元気でね！」

　私たちは、亀とその背に乗るサンショウウオの幼獣と別れた。

　振ふり返ってみると、幼獣たちもまた移動し始めていたが、その歩みがあまりに遅いのでちょっと心配になる。つい立ち止まって見送っていたのだが、少し離れたところで見切りをつけると、私たちは、再度南の湖を目指す。

　湖に辿たどり着ついた時には、既すでにミカヅチさんの言ってた検証班のプレイヤーたちが集まり、湖の浅あさ瀬せにいる巨きよ大だいな肉につ塊かいを思わせる化け物を見上げていた。

　体中に、無数の瞳があり、本体からは無数の触しよく腕わんを伸ばしていた。

「うーん。あの状態だとどうやって検証するんだろうね？」

「現場の人に相談しましょうか」

　ルカちゃんの言葉に頷うなずき、私は検証班のパーティーに話しかける。

「すみません。ボスの検証のお手伝いに来た者です。何か手伝えることはありますか？」

「ミカヅチさんから話は聞いているよ。今は、まだ打ち合わせ中なんだ」

「とりあえず私たちにできることはありますか？」

「下手へたに行動に出て危険を冒おかすリスクは抑おさえたいんだよね。そうだね──」

　検証班のリーダーの人が、ちらりと何かを確認するように目を動かし、一度小さく頷く。

「──そろそろ時間だから、とりあえずは、幻獣大喰らいを観察しようか」

　そして、幻獣大喰らいの肉塊に変化が起こる。

　体表に存在する無数の瞳に赤黒い肉塊が纏まとわりつくようにして盛り上がり、瞳ごとずるりと本体から切り離はなされて、ボトボトと水面に落ちていく。

　そして、瞳を切り離した箇所の肉塊の下から新たな瞳が生み出され、湖に落ちた瞳と肉塊は人型に形を変えて、一体の幻獣喰らいとなる。

「今の見ただろ？　君たちには、幻獣大喰らいのＭＯＢ生成能力で生み出される一定時間内の幻獣喰らいの数を調べてほしいんだ」

　浅瀬から陸地へと上がって来る新生の幻獣喰らいを数えなければいけないため、ここは一いつ旦たんやつらを見み逃のがすことになる。

「うううっ、目の前に敵がいるのに見ているだけ、って辛つらい」

「検証のためですよ。数えましょう」

　私たちは、湖こ畔はんの木の上に避ひ難なんして、隠れながら幻獣喰らいたちを観察する。

　そして、高い位置から撮とった幻獣喰らいのスクリーンショットをミカヅチさんに送り、検証を任せる。

　その後、幻獣大喰らいから一度に生成される幻獣喰らいはおよそ百体ということが判明した。

　また、生成された幻獣喰らいの半数はボスの幻獣大喰らいを守り、残りの半数は、フィールドへと散って行った。

　先に幻獣大喰らいを観測していた検証班からの情報だと、ＭＯＢ生成能力を使うまでの時間は、約一時間三十分らしい。

　それまでに、検証班の人と共に細かい打ち合わせをする。

　ボスの幻獣大喰らいの弱点を検証するために、私たちは先に、ボスを守る幻獣喰らいを排はい除じよしなければならない。

「まずは幻獣喰らいたちの数を減らして、その後、ボスに攻こう撃げきを仕し掛かける」

　武器を構える検証班のリーダーが、私たちにそう声を掛けて来た。

「他に注意する点などは？」

　ルカちゃんが尋たずねると、検証班のリーダーは、注意点を教えてくれる。

「敵の数が多いから、とにかくその点を注意してくれ」

　確かに、森で遭そう遇ぐうした幻獣喰らいは、１体か２体、多くて３体だ。それに比べて、目の前では、50体近くもの幻獣喰らいがボスを守っている。

「少しずつ削けずっていくしかないね」

　私の言葉にルカちゃんたちが頷く。

「そうですね。あまりリスクの高い戦い方はしたくないですからね」

　それに全員が頷く。

　その後、検証班のプレイヤーと共に幻獣喰らいの数を安全に減らすのに、かなり時間を要した。
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「はぁはぁ、何とか、半分以下まで減らすことができた」

　途中、追加の人員が来たが、それでも幻獣喰らいの数を減らすのに時間が掛かり過ぎた。

　下手に連戦すると、ＭＰの消費が激しくなるため、適度に休きゆう憩けいを入れた結果、幻獣大喰らいの次のＭＯＢ生成の時間まで二十分しかなくなった。

「時間がないし、これまでで一番危険だから気を引き締めろ！」

　声を上げる検証班のリーダー。そして、全員が頷き返す。

「そうね。さてどこから攻せめようかな」

　私は、片手剣けんを構えて、幻獣大喰らいの巨きよ体たいを見上げる。

　肉塊の表面に浮うかぶ無数の瞳に対して、魔ま法ほうを撃ち出す。

「先手必勝！　──《ソル・レイ》！」

　疎まばらに存在する幻獣喰らいが私の攻撃の前に立ち塞ふさがり、その体を使って、幻獣大喰らいを守る。私の攻撃を皮切りに全員が一いつ斉せいに攻撃を開始した。

　幻獣喰らいに比べて耐たい久きゆう度が高いのか、その一斉攻撃では幻獣大喰らいは破は壊かいできない。

　その時、それまでＭＯＢ生成能力を使うだけだった幻獣大喰らいが動き出した。

　大きな口を開け、咆ほう哮こうを上げると、湖の水面が騒ざわめき、幻獣大喰らいの体から無数の触腕が伸び始める。

「おお、エグい姿が更にエグくなっ──よっと」

　動き始めた幻獣大喰らいが、私たちを捕とらえようと無数の触腕を伸ばす。それを、身を捩よじるようにして避さけ、片手剣を振るい、一本を切り落とす。

　だが、切り落とした触腕の断面が盛り上がり、新たな触腕が生まれる。

「これは、きりがありませんね」

　触腕を伸ばす距きよ離りに限界があるのか、ある一定の範はん囲いを牽けん制せいするように触腕を振るう幻獣大喰らい。

　先程までは、幻獣喰らいが身を挺ていして幻獣大喰らいを守っていたが、アクティブになった幻獣大喰らいの触腕も加わり、単発の魔法では、本体に攻撃を当てるのが難しくなってきた。

「この場にいる全員で遠距離の攻撃魔法を使い、敵の反応を見てみたい。みんな準備してくれ！」

　検証班のリーダーの声掛けに合わせて、私とコハクとリレイが他のプレイヤーとタイミングを合わせて魔法を放つ。

「──《ソル・レイ》！」

「──《クイック・ブラスト》！」

「──《バースト・ランス》！」

　収束光線が、不可視の空気砲ほうが、炸さく裂れつする炎えん槍そうが、その他、様々なプレイヤーの魔法が殺さつ到とうすると、その攻撃を打ち払はらうべく、触腕の数を増やして対応する幻獣大喰らい。

　身を守るために展開した触腕が崩ほう壊かいと再生を繰くり返し、防ぼう御ぎよに徹てつする。

「すごっ、今の攻撃を全部防いだ！」

「そうですね。って、何か来ます！」

　こちらの魔法の一斉掃そう射しやを受けてボロボロになった触腕が再生すると共に、幻獣大喰らいがその触腕の先せん端たんを、プレイヤーのいる方に向けてくる。

「全員、防御──！」

　検証班のリーダーが告げ終わる前に、幻獣大喰らいの触腕の先端に青白い光が溜たまり、攻撃が放たれた。

　白熱光線のような攻撃が針の雨のようにプレイヤーたちに降り注ぐ。

「やらせません！」

　ルカちゃんが私たちの前に躍おどり出ると、バスタードソードを斜ななめに構かまえて、幻獣大喰らいの白熱光線を受け止め、歯を食いしばるように耐たえる。

「──《ハイ・ヒール》！　ルカちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」

「大丈夫ですよ。見た目が派手なだけでダメージはそれほど受けていませんから」

　ルカちゃんのいきなりの行動に心配したが、実際にＨＰの３割も削られていない様子だ。

　他のプレイヤーたちも初見の攻撃に警けい戒かいしていたが、見た目の派手さに比べて、それほどダメージがないことに安あん堵どの表情を浮かべている。

「こっちの魔法攻撃に反応しての攻撃なのか、もう何度か試そう」

　その後、残り少ない時間に攻撃を繰り返し、露ろ出しゆつしている瞳を幾いくつか破壊することに成功したが、大きな変化は見られなかった。

　そして、ＭＯＢ生成の時間になり、幻げん獣じゆう大喰らいの露出していた瞳が抉えぐれ落ちるように湖へと落ち、それが幻獣喰らいとなり、瞳の抜ぬけ落ちた箇か所しよにはまた、下から新しい瞳が現れる。

「他の幻獣大喰らい出現地の検証だと、幻獣大喰らいは、残存する瞳と同数のＭＯＢを生成すると同時に、瞳の数も回復するらしい」

　呟つぶやくように他の現場から伝えられた検証結果を口にする検証班のリーダーに対して、私は尋ねる。

「それって実質的に、一時間半以内に倒たおさなきゃいけない、ってことですよね」

「まぁ、そうだな。けど、一撃が重い敵じゃなさそうだしな。よし、一旦撤てつ収しゆうするぞ！」

　日も暮れ始め、視界が悪い状じよう況きようでの検証は控ひかえるべく、撤てつ退たいを始める。

　南の湖には、幻獣大喰らいを観測し続けるために、暗くら闇やみに適応できるプレイヤーたちが残り、私たちは、ベースキャンプへの帰き還かんを始める。

「ああ、直接、剣で攻撃して、手て応ごたえを確かめたかったなぁ」

　帰り道に私がそう呟くと、ルカちゃんたちに苦笑される。

「仕方がないですよ。安全かつ効率的に検証するためですから」

　メニューを開いてみると、イベント専用の掲けい示じ板ばんに、各地に出現した幻獣大喰らいの検証結果が纏められていた。

　生成される取り巻きの幻獣喰らいの最大数や、敵の各種攻撃のダメージ値算出、また、こちらからの各種攻撃による耐たい性せいや弱点属性の有無の検証。それに、直接武器で瞳を破壊した時の反応など、私が試してみたかったことが実行されていた。

「むぅ、一応、私、前衛なんだけど、魔法ばっかり撃ってちょっと不満かも」

「そう言えば、ミュウさんは、魔法剣けん士しでしたね。忘れていました」

「ルカちゃん!?」

「冗じよう談だんですよ。それより暗くなる前にベースキャンプに戻もどりましょうか」

「そうだね。一応、光は打ち上げておくね」

　私は、暗くなる前に《ライト》の魔法を打ち上げ、周囲の明かりを確保して、森の中へと進む。

　じりじりと夕日が山の陰かげに隠かくれ、浮ふ遊ゆう大陸の向こうへと沈しずんでいく中、浮遊大陸全域に異変が起こる。

『──ギキィィィィッ！』

　ガラスを引っ搔かいたような不快な音が遠くから微かすかに聞こえる。音の方向から、幻獣大喰らいのいる辺りから響ひびいてくるようだが、その音の正体が分からずに、全員が足を止める。

　そして、すぐに情報が伝わる。

「全員、早急にベースキャンプに撤退だ！　幻獣喰らいたちの動きに変化があったぞ！　説明は走りながらだ！」

　幻獣大喰らいを見張っていたプレイヤーからの連絡では、日が沈むと共に幻獣大喰らいが咆哮を上げはじめ、その取り巻きやフィールドに散った幻獣喰らいの動きが活発化しているとのこと。

　具体的には、昼間の幻獣喰らいは、フィールドを徘はい徊かいして、接近したプレイヤーと敵対するだけだったが、夜間の幻獣喰らいは、その索さく敵てき範囲が広がり、非常に好戦的になっているらしい。

「集団で移動しているこちらは、移動速度が遅おそい。だから幻獣喰らいたちが集まって来る前に素早く撤退だ」

　検証班のリーダーは、その責任感からか、最さい後こう尾びの私たちのペースに合わせて一いつ緒しよに移動してくれる。

　そんな中、早くも動きの速い幻獣喰らいたちに捕ほ捉そくされてしまった。

「はぁ！　厄やつ介かいだね！　一度に集まって来ると、一体一体の弱点が狙ねらい辛づらい！」

　跳とびかかって来た一体の幻獣喰らいを斬きり捨すてるが、弱点である瞳ひとみを破壊することはできなかった。すると、別の個体が襲おそって来て、それに対処している間に、先の一体が体を再生して再び襲いかかって来る。

　一体ずつなら問題ないが、数と勢いで攻められると、難易度が格段に上がる。

「みなさん、背後を取られないように！　ヒノさんは、ノックバック攻こう撃げき！　コハクとリレイは、防ぼう御ぎよ魔ま法ほうで壁かべを！　トウトビさんは、退路の確保！」

　ルカちゃんが全員に的確な指示を出し、集まって来る幻獣喰らいたちから離はなれることに成功する。

　そして、幻獣喰らいたちとの距離がある程度離れた時、敵のターゲットが突とつ然ぜん別方向に切り替かわった。

「なんで敵が逸それるの？」

　普ふ通つうならこの場は、逃にげるチャンスと喜ぶ場面だが、その異変が気になる。

「敵のヘイト値が変化する何かがある？　わからない……よし、見に行こう！」

　私は、その好こう奇き心しんを抑おさえきれずに、私たちとは違ちがう方向に進む幻獣喰らいたちを追い掛かけようとする。

「……危ないですけど、私も気になります」

「ボクたちだけで追う？」

　トビちゃんは不安そうに、違う方向へと逸れる幻獣喰らいの背に視線を送り、ヒノちゃんがみんなに訊きく。

　コハクとリレイは、みんなに任せるというスタンスを取り、パーティーの司し令れい塔とうであるルカちゃんに視線が集まる。

「放っておく訳にもいきませんし、追いましょう」

　困ったような表情をしつつも、幻獣喰らいの後を追うことを決めたルカちゃん。

　索敵範囲が広がったといっても、速度や強さなどに大きな変化が見られない幻獣喰らいたちの追つい跡せきは、簡単だった。だが、追跡するにつれて集まる幻獣喰らいの数が増えていく。

　しばらくして、私たちは、幻獣喰らいが方向転てん換かんした原因を見つけた。

「あ！　まだこんな所にいたの!?」

　南の湖へと向かう道中で出会った亀かめとサンショウウオの幼よう獣じゆうだ。

　足の遅い種類の幼獣であるために、昼間に森を抜けられずに、幻獣喰らいに捕捉されたらしい。

「幻獣喰らいの攻撃の優先度は、幼獣たちの方が高いということですか。それなら幻獣喰らいの意識が幼獣に向いている隙すきに攻撃を加えれば、安全に……」

「ルカート！　落ち着いて分ぶん析せきしている場合やないやろ！　ミュウ！」

「分かっているよ！　はぁ！」

　コハクの声に、私は駆かけ出す。その勢いで木の幹を蹴けり、大きく跳び上がり、ジャンプの頂点に達したが、この飛ひ距きよ離りでは幻獣喰らいたちには追いつけない。

「──《クイック・ブラスト》！」

　コハクが風魔法の不可視の弾だん丸がんを、空中にいる私の足元で爆はぜさせる。その爆ばく風ふうの勢いを利用した空中大ジャンプで幻獣喰らいたちの頭上を越こえて、その前に降り立つ。

「はぁ──《デルタ・スラッシュ》！」

　出の早いアーツで幻獣喰らいたちを攻撃し、膝しつ下かを斬り飛ばす。続いて、身を低くして駆け出したヒノちゃんが、大おお槌つちを幻獣喰らいの頭に引っ掛けて地面に引き倒した後に、再び大槌を振ふり上げて胸きよう郭かくを叩たたき潰つぶす。その一撃で右胸部の周辺が陥かん没ぼつし、それに巻き込まれて内部の瞳までが潰されて、幻獣喰らいは光の粒りゆう子しとなって消える。

　私が足を斬った幻獣喰らいたちは、両足を再生させて、立ち上がり始める。その間に、私たちは全員、幼獣との間に入り込み、幻獣喰らいと対たい峙じする。

「さて、どうしようか、この子たち」

「一番は、ベースキャンプに連れて帰ることですね」

　とはいっても、この幼獣たちをどうやって連れて帰るか、それが問題だ。

「ねぇ、どうやって連れて帰る？」

　私がみんなに訊くと同時に、幻獣喰らいたちが襲ってきたので、私たちはそれに反はん撃げきしながら話を続ける。

　ルカちゃんは、バスタードソードを盾たてのようにして敵の攻撃を防ぎつつ、幼獣の方を見る。

　首を伸のばし、こちらを見上げてくる亀とサンショウウオの幼獣たちは、自分たちが襲われているのが分かっているのかいないのか、表情を全く変えずに、気の抜けた顔をしている。

　自分たちの危機がホントに分かっているのだろうか、と思いたくなる二匹ひきの幼獣の保護の方法を考えるが……

「手っ取り早いのは、抱かかえて走るということなのでしょうが……」

「いやいや、無理やって。サンショウウオはヌルヌルやし、亀に至っては重くて抱だき抱えられへんって！」

　全員が思っていることを代弁してくれるコハク。

　サンショウウオの表面は、保ほ湿しつのためか、ヌルヌルとしており、見る分には可愛いのだが、触さわるのはちょっと躊躇ためらわれる。

　そして、亀の幼獣に関しては、とにかく重そうだ。この中で一番ＡＴＫの高いヒノちゃんなら運べるかもしれないが、私たちでは、守り切れない可能性が高い。

「このままここに残って敵を倒し続けるというのも現実的じゃないですし……」

「ふふふっ。救きゆう援えんを呼びに行くのが一番じゃないですか？　ついでにサンショウウオの幼獣だけなら連れて行けますよね」

　それが一番現実的だ。更さらに幻獣喰らいたちが集まり始め、あまり長くここにいると脱だつ出しゆつできなくなる。

「サンショウウオの幼獣を安全に脱出させるために、戦力は多めに配分しないといけませんね」

　ルカちゃんがパーティーの司令塔としてのメンバーを選出する。

　脱出メンバーとして、トビちゃん、ヒノちゃん、コハク、リレイの四人がサンショウウオの幼獣を連れて行くことになったのだが──

「それで、誰だれが運ぶんですか？」

　ルカちゃんの疑問に、ヒノちゃんたちが互たがいに顔を見合わせて苦笑いを浮うかべる。

「ボクは、追って来た敵を打ち払はらわないといけないから無理かな」

　ヒノちゃんは、表情を引き攣つらせ、トビちゃんは、首を左右に振って、ヌルヌルを嫌いやがる。

「では、リレイさんですか？」

「ふふふっ、お箸はしより重いものは持ったことがないので力になれないのです」

　こんな場面にさらっと噓うそを吐つくリレイに全員がジト目を向けるが、逆にリレイはその視線に体をくねらせて、嬉うれしそうにしているので溜ため息いきしか出ない。

　遂ついに黙だまっていたコハクが痺しびれを切らした。

「もうええわ！　うちが運んだる！」

　扇せん子すを畳たたんで懐ふところに仕し舞まい込み、亀の背に乗るサンショウウオの幼獣を小こ脇わきに抱えるようにして持ち上げる。

「行くで！」

　その男らしさに感動を覚えつつ、私とルカちゃんは、四人が脱出する姿を見送りつつ、残った亀の幼獣を守るために互いに背中を預けて死角を埋うめる。
















「さて、みなさん、どれくらいで戻って来るでしょうか？」

「どうだろうね。早くて、二十分とかじゃないかな？　でもその前に手は打っておこう」

　私はニヤリと不敵な笑みを浮かべて、メニューでとある操作をする。

「さてと──もう、少しくらい待ってよね。よし、完かん了りようっと！」

　私が、剣けんを持つのとは逆の手でメニューを操作するのを妨ぼう害がいするように仕し掛かけてくる幻げん獣じゆう喰らいの攻撃を、上体を反そらして躱かわし、剣で撫なで斬ぎりにする。

　その後、改めて向き直る。

「ルカちゃん、ここからは、耐たい久きゆう勝負だよ！　大おお技わざ厳禁の戦いだよ」

「分かっていますよ。来ます！」

　私とルカちゃんは、発動後の待デイ機レイ時・タ間イムが発生するスキルやアーツの使用を控ひかえ、亀の幼獣を守りつつ助けが来るのを待つ。

　防ぼう御ぎよ重視の戦い方は久しぶりであるために、体の各所を幻獣喰らいの鉤かぎ爪づめで引っ搔かかれるが、そのダメージも手持ちのポーションを躊躇いなく使い、回復していく。

　どこを攻撃しても再生する幻獣喰らいの弱点を運良く見つけて倒たおすことができても、その隙すき間まに入り込むように新たな幻獣喰らいが押し寄せてくる。

　次第に集中力が切れ、徐じよ々じよに後退する中、ルカちゃんは、バスタードソードを盾のように掲かかげているだけになる。

「ルカちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」

「平気で──ミュウさん、左!?」

「えっ、──きゃっ!?」

　低い位置から振り上げられる鉤爪が私の手から片手剣を絡からめ取り、弾はじき飛ばす。

　遠くに落ちた片手剣を見て、私はゼロ距きよ離りで魔法を発動させる。

「──《ソル・レイ》！」

　敵の体の中心を撃ち貫ぬく収束光線が、上手うまく体内に隠かくされた弱点である瞳を破は壊かいし、幻獣喰らいは光の粒子となって消える。

　だが、その後ろからは、新たな幻獣喰らいが鉤爪を振り上げて跳びかかって来るのが見えた。

　ヤバイ、と感じ一歩後ろに下がろうとしたが、足元で甲こう羅らの中に手足を引っ込めている亀の幼獣の存在を思い出し、退ひけない。

　自分の腕うでを差し出し、ダメージ覚かく悟ごで鉤爪を押し留めようと逆に一歩前に踏ふみ出す。

　そして、迫せまる鉤爪が──途と中ちゆうで千ち切ぎれ飛ぶ。

「ミュウちゃん、よく耐たえたな」

　聞き慣れた声がした方を向くと、見知った人物たちがいた。

「タクさん！」

　ユンお兄ちゃんの親友で幼おさな馴な染じみのタクさんのパーティーが駆けつけてくれたのだ。

　私を助けるためにタクさんが飛ばした斬撃のようだが、その攻こう撃げきだけでは幻獣喰らいは止まらず、タクさんの方に向かってくる。

「はぁ、ちょっとくらい落ち着いて話をさせろよな」

　タクさんは溜息を吐きながら、二本の長ちよう剣けんで、伸ばされた幻獣喰らいの腕をはねる。

　切られた断面がすぐに盛り上がり始めるが、タクさんは、再生しきる前に、幻獣喰らいの体をバラバラに斬きり裂さく。それでも尚なお、核かくとなる瞳ひとみを中心に再生は止まらず──

「よっと、これで終わりだ」

　タクさんは、幻獣喰らいの弱点であるその瞳を長剣で突つき刺さし、一体の幻獣喰らいを仕留める。

「ほわぁ、やっぱり凄すごいね」

　ガンツさんは、浸しん透とう勁けいの攻撃で内部から瞳を破壊し、ケイさんは、盾で幻獣喰らいの動きを止め、剣で叩き潰すように上から真っ二つにしていく。

　後衛のミニッツさんやマミさんも加わり、その場の幻獣喰らいを殲せん滅めつしていく。

　しばらくすると、辺りから幻獣喰らいが一掃され、私たちだけが残る。

「幻獣喰らいの間引き作業中にフレンド通信が来たんだが、間に合ってよかった」

「タクさん、助けてくれてありがとう」

「いいってことよ。それより、この幼よう獣じゆうをこのままにする訳にはいかないだろ。ガンツとケイ、頼たのめるか？」

　タクさんの声に頷うなずくガンツさんとケイさん。

　私とルカちゃんは、重い亀かめの幼獣の運うん搬ぱんをガンツさんとケイさんにお願いし、ベースキャンプへと戻もどっていく。

　サンショウウオの幼獣を連れて途中で脱出したヒノちゃんたちも、無事に救援の人たちと合流して、ベースキャンプまで帰り着いたらしい。ベースキャンプに連れ帰った幼獣たちは、他のプレイヤーに預けて、私たちは、翌日もまた南の湖の幻獣大喰らいの討とう伐ばつ作戦に参加するために、早めに休ませてもらった。




　　　　●




　結果的に、私たちの検証結果も含ふくめ、幻獣大喰らいに関する有用なデータが多数集まり、それが多くのプレイヤーに伝わって、各地の幻獣大喰らい討伐は成功裡りに終わり、緊きん急きゆうクエストは達成となった。

　そして、夏のキャンプイベント最終日──





【成績（58／２３９６位）】






　イベント終しゆう了りよう後に成績発表が行われ、参加プレイヤーたちの行動が数値化され、順位付けされている。

　私たちの順位は、約２４００パーティー中、58位と、中々の好成績のようだが、それでももっと上を狙ねらえた可能性があったので悔くやしく思える。

　イベント初期、食料事情が安定しなかったためにスタートダッシュができなかったのが、大きく響ひびいたような気がする。

「あーあ、もうじき夏休みが終わっちゃうね」

「そうですね」

　私の呟つぶやきに、トビちゃんの表情が不安そうに曇くもる。

「……みんなと会う機会が減るんですね」

　それに対して、ヒノちゃんが安心させるように微ほほ笑えみかける。

「まぁ、ボクたちは学校があるし仕方がないよね。でも全く会えない訳じゃないよ」

「せやな。うちらも夏休みが終われば、学校が始まるもんなぁ」

　コハクは、憂ゆう鬱うつそうに呟き、溜息を吐き出す。

「ふふふっ、夏休みが終わると言ってもまだ少しだけ余よ裕ゆうがありますよ。それまで全力で遊びましょうか」

　リレイの言葉に全員が頷きつつ、イベントの余よ韻いんに浸ひたっている。

　イベント終了の処理が次々に消化されていき、幼獣との契けい約やくのプロセスに入る。

　そして、夏のキャンプイベントの幼獣たちが次々に真の姿を現す中で──

「あのサンショウウオの幼獣ってサラマンダーやったんやな」

「サラマンダーって、トカゲってイメージが強いですからね」

　啞あ然ぜんとするコハクと、苦笑いを浮かべるルカちゃん。

　そして、もう一いつ匹ぴきの亀の幼獣は──

「霊れい亀きってあまり聞かないけど、蓬ほう萊らい山さんって言うとメジャーな名前だよね」

「……かぐや姫ひめですか？」

「そうだね。仙せん人にんたちが住む蓬萊山を背負っている亀が霊亀って呼ばれているらしいから、きっとボクら以上に大きくなるよぉ」

　この中で一番小さいヒノちゃん以上に大きくなるという言葉に、それは本当に大きくなるというのだろうかと思う私であった。

　最後に、リレイは、何故なぜか一人落らく胆たんしていた。

「リレイ、どうしたの？」

「いえ、もっと美少女たちを堪たん能のうできたのではないか、と少し考えていました」

「あんた、まだそれに執しゆう着ちやくしとったんかい」

　呆あきれた声を掛かけるコハクに、全員から笑いが生まれる。

　こうして、長いようで短い夏のキャンプイベントは、終わりを告げた。

　だが、残り僅わずかかな私たちの夏休みは、まだ続いていく。







　　　九話　幼おさな馴な染じみと月つき野の兎うさぎ







　夏のキャンプイベントで濃のう密みつな時間を過ごし、夏休みの残り日数が少なくなってきた現在、私たちは、目標を見失いかけていた。

「夏休みは残り僅わずかなのに……やることが決まらない！」

　私の宣言通り、夏のキャンプイベントで全力を出した反動からか、モチベーションが下がった状態だ。

　これは、非常に由ゆ々ゆしき問題なのだが……

「ボク、この前美味おいしいクレープの屋台みつけたんだ。後でみんなで行こうよ」

「……屋台ですか。そう言えば、この前のアイスの屋台美味しかったです」

「せやな。最近は、【料理】センスの修正と【満腹度】システムの実装で手軽に食べられる屋台とかが増え始めたからな」

「ふふふっ、そのクレープ屋に、可愛い女の子がいれば良いですね」

　ヒノちゃんたちが和なごやかに新しい屋台の話をしている。

「ううっ、屋台巡めぐりって楽しみ方もしたいけど、なんかモヤモヤする」

「ミュウさん、落ち着いてください。どうどう」

　屋台巡りにも行きたいが、だがそれより先に何かをしたい、しなきゃいけない気がするのに、それが出てこない気持ち悪さにヒノちゃんの頰ほおをつついていると、ルカちゃんに窘たしなめられる。

　そんな私を見ながら、ヒノちゃんは、インベントリから以前買ったアイス屋台のバニラアイスを出して舐なめながら答える。

「そう言えば、夏のキャンプイベントでタクさんたち、活かつ躍やくしていたね」

「それだ！」

　アイスを舐めるヒノちゃんの言葉に声を上げると、ビクッと肩かたを震ふるわせて舐めていたアイスを取り落としそうになるヒノちゃんにジト目で睨にらまれる。

「ミュウちゃん。耳元で大声出さないでよ。アイス落とすところだったじゃない」

「タクさんだよ！　タクさん！」

「「「──沢たく山さん？」」」

　私が言う言葉に、ルカちゃんたちが違ちがうニュアンスで口にする。

「沢山じゃなくて、タクさん！　私やセイお姉ちゃん、ユンお姉ちゃんの幼馴染の！」
















　私が答えると、全員が誰だれのことか思い至ったようだ。

　タクさんとは、夏のキャンプイベントの途と中ちゆうで、ユンお兄ちゃんも居るベースキャンプで合流したため面識があった。だが、この夏、一つのことを忘れていた。

「βベータ版だとあんなに一いつ緒しよに遊んだのに、タクさんと全然冒ぼう険けんに出てない！」

　私が答えると、ヒノちゃんは納得したように声を上げる。

「あー、確かにね。ボクも最近はタクさんたちとゆっくり話してないや」

　タクさんと付き合いがそれなりに長い私とヒノちゃんは、乗り気だ。

　逆にタクさんたちと関わりの少ないトビちゃんたちの反応は──

「……その、会いに行って迷めい惑わくではないのでしょうか？　その、予定とか……」

「男性には興味ないですけど、確か可愛らしい女性が二人いましたよね。そちらの方に興味があります」

「リレイ。あんたまたそんなこと言うてからに……まぁ、強いパーティーとの交流っちゅうのには興味があるなぁ」

　みんなから否定的な意見が出ていないのを確認して、タクさんのパーティーと接せつ触しよくすることが決定する。

「今からタクさんにフレンド通信で連れん絡らく取るね！　絶対に夏休みで暇ひましているはずだから」

「ミュウ。さり気げなく、幼馴染のタクさんに対して、酷ひどいこと言うてへん？」

　ジト目で見てくるコハクのツッコミをスルーしつつ、フレンドの一覧からタクさんがログインしていることを確認して、フレンド通信を繫つなぐ。

「こんにちは、タクさん。今いいですか？」

『ミュウちゃん、どうしたんだ？……ごめんな、ちょっと待ってくれ』

　タクさんとのフレンド通信が繫がり、パーティー同士の交流をしないか、と提案を伝えようとしたら、タクさんが一度断りを入れた後に、フレンド通信越ごしに戦せん闘とうの音が聞こえる。

　どうやらタイミング悪く、戦闘中にフレンド通信を繫いでしまったようだ。それに対して少し申し訳なく感じるが、すぐにタクさんは戦闘から戻もどって来る。

『ミュウちゃん、お待たせ。それで何の用なんだ？』

「私のパーティーとタクさんのパーティーで交流しませんか？　夏のキャンプイベントの時はドタバタしてましたから」

『ちょっと待ってくれ、メンバーに訊きいてみる』

　タクさんは、パーティーメンバーの人たちに相談しているのか、少しの間沈ちん黙もくが流れるが、すぐに通信に戻って来る。

『こっちは今すぐにでも問題ないけど、どうする？』

「それじゃあ、待ち合わせしましょう！」

『なら、教会前の広場でいいか？』

「了りよう解かいです。すぐにみんなで向かいます！」

　私は、フレンド通信越しにビシッと敬礼して通信を終える。タクさんたちとの待ち合わせの場所を決め、ルカちゃんたちの方に振ふり返る。

「会ってくれるって！　待ち合わせの教会前の広場に行こう！」

　私がそう言うと、みんなは頷うなずき、待ち合わせ場所に向かって歩き出す。

　その中で、トビちゃんがポツリと呟つぶやく。

「……その、相手の、ミュウさんの幼馴染のパーティーはどんな方々なんですか？」

　イベントの時に多少の接点はあったが、こうして改めて関わり合う相手のことが気になるトビちゃんに対して、私は、タクさんのパーティーで知っていることを話す。

「うーん。私見が入る内容だけどいいかな？」

「……はい。知っていると知らないとでは、大きく違いますから」

「タクさんのパーティーメンバーで教えられるのは二人かな？」

　β版でプレイヤーとして参加していた二人に関してなら話すことができた。

「タクさんのパーティーメンバーのガンツさんって、ＯＳＯじゃあ珍めずらしい格かく闘とう家かなんだよね。素手での攻こう撃げきと速度重視の軽装備だとリーチの短さと防ぼう御ぎよの薄うすさがあって、どうしても他のプレイヤーに比べて不利な面が多いんだよね。でも、ガンツさんは、それを回かい避ひして超ちよう近きん距きよ離りからの高威い力りよくの打だ撃げきを連続で叩たたき込むっていう、一種のロマンスタイルを確立しているんだよね」

　現状ロマン型のセンス構成をしているガンツさんだが、ＯＳＯのβ版開始時には、同じようなセンスをしていたプレイヤーはそれなりにいた。だが、情報が集まり、扱あつかいやすくて有利に進めやすいセンスのテンプレ構成が出回ると、多くの格闘家プレイヤーたちがそちらに転向した。その中でガンツさんは、様々なマイナス要素を乗り越え、数少ない格闘家の利点──アーツの待デイ機レイ時・タ間イムの短さにより、息いきつく暇のない連続打撃を放ち、連れん鎖さダメージで相手を叩き潰つぶすスタイルを自分のものにした。

　ガンツさんとは、私やタクさん、ヒノちゃんと一緒に、β版の頃ころからたまにパーティーを組んでいた。そのガンツさんの性格は、ちょっと軽い性格というか深く考えないタイプのため、たまにうっかりミスで失敗することもあるが、それでも実力のあるプレイヤーの一人に数えられる。

　そして、もう一人のβ版からのプレイヤーは、ケイさんだ。

　私自身は、β版では直接の面識はなく、噂うわさ程度でその実力を聞いていた。

　ガンツさんとは、正反対の重装備な戦士のソロプレイヤーだ。鉛なまり色の無ぶ骨こつな鎧よろいにカイトシールド、耐たい久きゆう度重視の分厚い片手剣けんという装備。

　見た目に派手さはなく、スタンダードで堅けん実じつな防御寄りのセンス構成であり、多くのプレイヤーの中に埋まい没ぼつしそうな感じであるが、一部のプレイヤーの間では注目されていた。

　格上の敵ＭＯＢ相手に耐久戦で勝利した話やボスのソロ討とう伐ばつ、プレイヤースキルを駆く使しして敵ＭＯＢの攻撃を延々とノーダメージで対処するという話だ。

　やろうと思えば誰でもできる。だが、その派手さがないことを延々と続けられる人間は少ない。

　また、高い防御力だけに頼たよらず、多方面からの攻撃への対処、攻撃を逸そらして相手の体勢を崩くずすパリィなどの盾たてを利用した高度なプレイヤースキルも持っている。

　まさに理想的な壁かべ役であり、性格的にも真面目まじめで人付き合いも問題ない。

　ケイさんのプレイヤースキルやセンス構成から考えると、多人数が参加するパーティーや集団戦闘に向いており、逆になんでソロでしか活動していないのか疑問に思うほどのプレイヤーだ。

　どのパーティーが仲間にするのか、どのギルドがメンバーとして参加させるのか、それとも自身でギルドを立ち上げるのか、色々な憶おく測そくが飛び交う中で、β版時代では決して誰とも組まなかったプレイヤーだ。

　そんなプレイヤーをタクさんがどうやって自身のパーティーメンバーに勧かん誘ゆうできたのか、気になるところだ。

　他に、後衛として回復役のミニッツさんとダメージディーラーのマミさんがいるが、二人のことは私の情報にはないために、多分正式版からのプレイヤーだと思う。

　そう言って、タクさんのパーティーについて締しめ括くくる。

　ちょうどそう語り終えたところで、私たちは、待ち合わせの教会に着くが、タクさんのパーティーはまだ来ていないようだ。

「……それで、パーティーリーダーのタクさんは、ミュウの目から見てどういう方ですか？　その、プレイスタイルじゃなくて性格的に」

　そこで、躊躇ためらいがちに訊いてくるトビちゃんに、確かにプレイヤー同士の性格も多少知っているべきだと思った。

「うーん。タクさんは、ゲーム好きのゲーマーだよ」

「ああ、つまりミュウの男バージョンって感じやな。ちょっと残念そうな感じ」

「ひ、酷い！　確かに廃はい人じんってのは共通点だけど、私は、残念じゃないよ！」

「どの口が言うんや。残念美少女が」

　私がタクさんの性格を言葉にすると、コハクから残念と言われ、抗こう議ぎしたらジト目で聞き入れてもらえなかった。

「ううっ、コハクが酷い！」

「ふふふっ、なら私の胸で泣いてもいいのですよ」

　両手を広げるリレイ。私は、そちらの方へと駆かけ寄より──

「うわーん、トビちゃん！」

「……っ！　わ、私!?」

「ふふふっ、スルーされました。でも、この組み合わせも悪くないですね」

　大きく腕うでを広げたリレイを無視して、その近くにいるトビちゃんに抱だき付く私。私の突とつ然ぜんの行動に困こん惑わくし、どうしていいか分からずに私に抱き締められるままのトビちゃん。そんな私たちの姿を見て、スルーされたリレイは、満足そうにしている。

「ミュウさん、少し落ち着きましょう。相手はいつ来るか分からないんですから」

「ルカちゃん、タクさんたち来たみたいだよ。おーい、タクさん！」

　私は、人の多い広場で自分たちの姿を見つけてもらえるように、軽くジャンプを繰くり返して大きく手を振る。

「ミュ、ミュウさん。恥はずかしいですよ！」

　人が多いところで目立つ行動をして恥ずかしがるルカちゃんに止められるが、タクさんたちもこっちに気付いたようで、手を上げて向かって来てくれる。

「おおっ！　あっちも気付いたみたいだね」

「だからって変に目立つことは止やめてください！」

　ルカちゃんが私に小言を言いながら、近づいてくるタクさんのパーティーを見る。

　そして、こうして改めて顔を合わせるタクさんたちのパーティーは──

「……負けた」

「ミュウちゃん。ボクたちも成長中だから、頑がん張ばろう」

　金きん髪ぱつウェーブの聖職者風の女性プレイヤーのミニッツさんを見て、私は、ヒノちゃんと手を取り合う。

　ミニッツさんはサバサバとしたできる女性といった雰ふん囲い気きを持ちつつ、ゆったりとした聖職者風の服の上からでも分かる大きなおっぱい。

　実際に触さわっていないが、目測では、セイお姉ちゃんには及およばないまでもマギさんくらいはありそうだ。

　そうこうしている内にタクさんたちが近づいてきて、挨あい拶さつしてくる。

「よっ、ミュウちゃん。誘さそってくれてありがとな」

「そんな。戦闘の途と中ちゆうでフレンド通信しちゃってすみません」

「いや、こっちもいつかはパーティー同士の交流をしたかったからちょうど良かったよ」

　私とタクさんとの会話に、ルカちゃんたちは私の後ろで──

（廃人ゲーマーとか言われていましたけど、結構普ふ通つうですよね）

　ルカちゃんの言葉にトビちゃんとコハクの三人で顔を見合わせて、頷き合っている。

　タクさんを知っているヒノちゃんは、一人苦笑いを浮うかべており、リレイはタクさんの後ろにいる後衛の女性プレイヤー二人に焦しよう点てんを絞しぼっている。

「まぁ、改めて自己紹しよう介かいをしようか。俺はタク。プレイスタイルは、長ちよう剣けんや片手剣による二刀流の剣けん士しだ」

「私は、ルカートです。一応、剣士と、こちらのパーティーの司令塔をやっています。本日はよろしくお願いします」

　ルカちゃんが丁てい寧ねいに挨拶して、タクさんが他のメンバーを紹介する。

　事前に説明したガンツさんとケイさん、そして次に、三角帽ぼう子しの女の子の自己紹介に移っていく。

「えっと、マミです。一応、魔ま法ほう使つかいです。よろしくお願いします」

　ぺこりと頭を下げる女の子は、控ひかえめな印象だが、庇ひ護ご欲よくを搔かき立てられるような女の子だ。

　当然のことながら、リレイは、誰だれよりも早くにマミさんの前に立つ。

「ふふふっ、はじめまして。私は、リレイと言います。同じ魔法使い同士、仲良くやりましょう」

「は、はい！　よろしくお願いします！」

　自分の欲よく望ぼうを表面上抑おさえてマミさんに近づくリレイ。今のところは、抑えているが、どのタイミングで噴ふん出しゆつするか分からないため、注意深く見守る。

「それじゃあ、最後は私ね。パーティーのヒーラーのミニッツよ。使う魔法は、光と回復ね。ミュウちゃんたちから会いに来てくれて嬉うれしいなぁ」

「ふふふっ、そうですね。私も素す敵てきな女性とこうして交流できて嬉しいです」

　そう言って、微ほほ笑えむミニッツさんに同じように答えるリレイ。

　おかしいなぁ、同じような言葉で、ミニッツさんからは、同どう輩はいや後こう輩はいが増えて喜ぶ清らかなお姉さん気質な感じが窺うかがえるのに、リレイの言葉からは、邪よこしまな感情しか伝わってこない。

　そうしてタクさんのパーティーの自己紹介が終わったところで、次は私たちの残りのメンバーの自己紹介だ。

　自分の大まかな戦せん闘とうスタイルなどを伝えていく。

「それじゃあ、ルカちゃんにトビちゃん、コハクちゃんにリレイちゃんよろしくな。それとミュウちゃんとヒノちゃんは、β版から知ってるけどよろしくな」

「ガンツ。近すぎよ。ほら、みんなに警けい戒かいされているじゃない！」

　親しげな感じで近づいてくるガンツさんに、トビちゃんは表情を強こわ張ばらせて一歩距きよ離りを取り、リレイからはゴミを見るような目で見られているガンツさん。そして、仲間のミニッツさんから軽く振ふられたメイスを頭に受ける。

「痛っ！　ミニッツ！　頭叩くな！　頭悪くなるだろ！」

「安心しなさい。もう、十分に悪いから」

　まるで私たちのパーティーのコハクとリレイの掛かけ合いを見ているようで、その点では安心感を覚える。

「それじゃあ、二つのパーティーが集まったけど、どうする？　ミュウちゃんたちは何かやりたいことあるか？」

「私たちがいきなりタクさんに会いたいって言っただけで、そっちは元々予定とかあったんじゃないの？」

「予定なぁ。そんなに大事な予定はないから何でもいいんだけどな。みんな、何か希望はあるか？」

「はいはいはーい！　女の子たちと親しん睦ぼくを深めるためにメンバーシャッフルしようぜ！」

「ふふふっ、そうですね。女の子たちと親睦を深めるのは大事です」

　あれ？　似たようなことを言っているのに、ガンツさんとリレイの言葉にこれまた別のニュアンスを感じ取る。ミニッツさんとコハクがこめかみのあたりを押さえるようにして、それぞれが二人を黙だまらせる。

　そんな中、おずおずと手を上げるマミさん。

「あの、同じ系統のセンスを持つ人同士で組んでみるのはどうでしょうか？　互たがいの様子やセンスの使い方から新しい発見や刺し激げきがあると思います」

「あっ、それ面白そうやな。それなら魔法使いのうちとリレイと、そっちのマミさん、それにミニッツさんの四人で組んで色々と話し合うとかできそうや」

　魔法使いたちは、互いの魔法の使い方などを見せ合うために組むようだ。

「なら、私は、ケイさんから色々と防ぼう御ぎよ方法など学べそうですね」

「……わ、私も、守りの堅かたい人を見て、勉強したいです」

「俺から学ぶことなど無いと思うのだがな」

「防御するなら攻こう撃げきできる人が必要だから、ボクもそっちに入るね」

　ルカちゃんと、トビちゃん、それに、ヒノちゃんは、ケイさんと一いつ緒しよに戦士としての訓練をするらしい。

　残りは、私、タクさん、ガンツさんの三人が、どちらの訓練を受けるか決めかねていた。

「とりあえず、戦士と魔法の訓練となると──」

　タクさんは、いくつかの候補場所を絞り込んでいるようだ。

「──第一の町から北東方向の限られたエリアのところでの活動になるけど、全員いいか？」

　タクさんが場所を提示すると、場所を理解している人は同意し、分からないルカちゃんが北東方向のエリアについて尋たずねる。

「すみません。北東方向のエリアには何があるんですか？」

「浅い場所は、ノンアクティブのＭＯＢしかいない林エリアになっているから、人目を気にしないで存分に訓練できる場所なんだ」

「そうなんですか。わかりました」

　ルカちゃんも納得して北東エリアに移動を始める。

　２パーティー11人で移動しながら、私は考える。

「うーん。どうしようかな」

「どうしたんだ？」

「ルカちゃんたちの戦闘訓練も気になるし、コハクたちの魔法訓練も気になるんだよねぇ」

　剣けんと魔法を両方扱あつかう聖パラ騎士デインとしては、どっちの訓練も気になる。

　どっちに加わろうか、と悩なやんでいると、タクさんが新たな選せん択たく肢しを提示してくる。

「悩んでいるなら、俺と一緒に狩かりでもするか？」

「狩り？　うーん、まぁ、それもいいかも。対象はなんですか？」

「そうだな。北東エリアでの狙ねらい目としては、ウサギ捕とりじゃないか？」

「それは、魅み力りよく的ですね」

　私が、ニッコリと笑えば、タクさんも笑顔で返してくる。

　私は、タクさんに誘われたウサギ捕りを了りよう承しようした。




　　　　●




「ウサギ捕りですか？　また、随ずい分ぶん可愛らしいですね」

　私たちの会話を聞いていたルカちゃんがそう呟つぶやく。ウサギ捕りの意味を知っているタクさんのパーティーと私とヒノちゃんは、ルカちゃんの反応に曖あい昧まいな笑みを作る。

「ルカちゃん、ウサギ捕りってのは、【ツキノウサギ】っていうユニークＭＯＢを捕ほ獲かくすることを指しているんだよ」

「……月の兎うさぎ？」

　首を傾かしげているルカちゃんたちにタクさんが説明してくれる。

「ツキノウサギは、ノンアクティブなＭＯＢで、攻撃が当たれば、ゲームを始めたばかりの初心者でも気絶させて動きを止められるほど弱いＭＯＢなんだよ」

　ツキノウサギは、かなり弱い。レベリング向けの敵ではないが、当然捕つかまえるだけの価値がある。

「俺たちの狙いは、ツキノウサギのレアな強化素材【月野兎の縁えん起ぎ物】を手に入れることなんだ」

「うち、攻こう略りやくサイトでそのアイテムのこと知っとるわ。確か、めっちゃレアな強化素材で、【ドロップ増加】系の追加効果があるんやなかったか？」

　コハクは、アイテムの存在だけは知っているらしく、タクさんがその内容を肯こう定ていする。

「そうだな。強化素材【月野兎の縁起物】の追加効果は、【ドロップ量増加（小）】。これがあるとアイテム収集に役立つんだ」

【ドロップ量増加（小）】は、一体の敵から二個目のドロップアイテムを入手することができる効果だ。大体、20％くらいの確率で二個目のドロップが発生する。

　そのため、アイテムの収集やレアドロップ狙いの時は、大きな助けになる。

「ああ、懐なつかしいなぁ。俺は、どうしても無理で諦あきらめた」

　タクさんの説明を聞いて、β版からやっているプレイヤーの一人であるケイさんが遠い目をして黄昏たそがれれている。

「えっと？　一いち撃げきで倒たおせるほど弱いのに、無理とは……」

「弱いけど、移動速度がハンパなく速い」

「「「あー、なるほど」」」

　ルカちゃんとトビちゃん、コハクが納得する。

　ケイさんのようなセンスや装備の組み方だと、どうしてもツキノウサギには追い付けない。具体的に言えば、日本の古典的ＲＰＧのすぐ逃にげるはぐれな金属スライムを彷ほう彿ふつとさせる速さで、プレイヤーを翻ほん弄ろうし続けるのだ。

「俺も結局、人数増やして追いかけたけど、手に入らなかったなぁ。ただ闇やみ雲くもに追い回すだけじゃ失敗するしな」

　ガンツさんが、頭の後ろで手を組んで、自身の体験を語ってくれる。私もβ版時代に何度か挑ちよう戦せんしたことはあるが、その時は結局手に入れることができなかった。

「ミュウさんたちでも捕まえられなかった、って、どれだけ難易度が高いんですか」

「私は、物理と魔法のバランス型だからね。私のセンス構成だと、ツキノウサギに追い付くには結構なレベルが必要なんだよ」

「まぁ、低レベルでもしっかり連れん携けいして追い込めば、俺とミュウちゃんならいけるかもしれないからな。ミュウちゃんは、前から欲しがってただろ？　俺もβ版時代の雪せつ辱じよくを果たしたいんだ」

　爽さわやかな笑みで言い切るタクさんに、私も笑顔で返す。

「それじゃあ行こう！　レッツ、ウサギ捕り！」

　私が力強く腕うでを振り上げる一方で、ルカちゃんたちがひそひそと何かを話している。

（タクさんのあの言葉って、考えて言っているんでしょうか？）

（……タラシ発言ですね。そして、それに靡なびかないミュウさん）

（ミュウは、お子様っちゅうことやな。けど、あれはあかんな。勘かん違ちがいする娘むすめがいてるんとちゃうか？）

　ひそひそ話しているルカちゃんたち三人だが、その会話は私には届き、タクさんには届いていない。

「あれがタクさんのデフォルトだからね。小さい頃ころからあんな感じだよ」

　私がシミジミとした声で答え、それにマミさんとミニッツさんも加わる。

「色々なプレイヤーのところに飛び込んで仲良くする才能は凄すごいですよね。私には無理です」

「この前なんて、右も左も分からない初心者の女の子を助けて、簡単にレクチャーしてあげてたのよ。その子、多分彼に惚ほれてたわね」

　私たちが、女の子同士の会話で盛り上がっている間、リレイだけは、タクさんの背中に私し怨えんの籠こもった視線を送っている。

「女の子たちにモテて、ハーレム作りの素質があるなんて、羨うらやましいですね。そして、妬ねたましいですね。ふふふふふっ……」

「リレイ。不気味だから落ち着こうな。ほら、こっちの輪に加わろうな」

　一人タクさんに目を向けているリレイを、コハクが手を引いて私たちの輪の中に押し込めば、すぐに普ふ段だん通りのリレイに戻もどる。

　私が、ちらりとタクさんの方を窺うかがえば──

「よかった。ミュウちゃんたちとマミとミニッツが仲良くなれて」

　と、一人腕を組んで頷くタクさん。

「……話の内容には言げん及きゆうしないんだな。まぁ、お前の耳が都合いいのは今に始まったことではないか」

「クソッ！　お前だけ何でモテるんだよ！　これでも喰らえ！」

「おっ、なんだ？　攻撃の訓練か？　いいぞ、もっと打ち込んでこい」

　いきなりガンツさんがタクさんに殴なぐり掛かかるが、それを不意打ちの訓練だと捉とらえて、軽く避よけていくタクさん。

　自分への好意の言葉をスルーする便利な耳は健在のようだ、と思いながら、移動しながらのガールズトークは盛り上がり、タクさんの話題から逸それて恋れん愛あい話に発展しそうな感じになっている。

「みんな可愛い子だから、男の子たちからのアプローチが多いんじゃない？　ほらほら、お姉さんに話してみなよ」

「えっ、いや、その……」

　ミニッツさんが、ルカちゃんから面白そうな話を聞こうとしている。

「ミニッツ、駄だ目めだよ。もう少し落ち着かないと」

「あはははっ、ごめんね。つい、二人が可愛い反応をするから」

　確かに、顔を赤らめて恥はじらうルカちゃんは、可愛かった。近くにいるリレイなんかは、理性をなくしてルカちゃんに飛びかかる寸前の状態で、コハクの扇せん子すに何度も叩たたかれていた。

　ここでルカちゃんも負けじと反はん撃げきに出る。

「それじゃあ、ミニッツさんは、どうなんですか？　男性からのアプローチとかは」

「えっ!?　わ、私？……それは、その……女の子の方が多い、かな？」

　少し視線を泳がせながら答えてくれた内容に、少しだけ哀あい愁しゆうが滲にじむのを感じる。

　確かに、お姉様って慕したいたい人もいるかもしれない。現にリレイは、鼻息荒あらくミニッツさんに抱だき付きそうなのを、コハクが服の背中を摑つかんで、繫つなぎとめている。

「もう、私の話はいいでしょ！　って、みんな、アレを見て！」

　露ろ骨こつな話題逸そらしのために遠くを指差すミニッツさん。これは、アレかな？　『あれを見て、ＵＦＯよ』とかの古典的なやつかもしれない。

「そんな見え見えの手、効きませんよ」

「違ちがうって、アレ、ウサギじゃないの!?」

「えっ？」

　ほんとに、私とタクさんが狙っていたツキノウサギなのか、確かめるために振ふり返る。

　すると、私たちの騒ざわめきに気が付いたタクさんが急いで近づいてくる。相変わらず、ゲーム関係の話題は聞き逃のがさない便利な耳をしている。

「ウサギを見つけたってどこだ！」

「タク！　あっちだよ！」

　ミニッツさんの指差す先には、白い毛と真っ赤な目を持つウサギが草を食べている姿を確認できた。

　ツキノウサギの外見は、白しら雪ゆきを思わせる真っ白なふわふわとした毛に、血のように真っ赤な目、そして体よりも長いロップイヤーを地面にペタンと広げているのが特徴だ。

「……か、可愛いです」

【発見】のセンスを持つトビちゃんは、声を震ふるわせながら長いロップイヤーを持つウサギの可愛さに悩のう殺さつされている。

　採取ポイントの薬草を食べつつ、移動するたびにふわり、ふわりと宙を跳はねる長い垂れ耳が愛あい嬌きようを振り撒まく。

　時折、前まえ脚あしで顔を擦こするようにする仕草や、鼻先をヒクヒクと動かす姿が可愛い。

「確かに可愛いですね。レアアイテムとかなくても捕まえたくなりますね」

「ペット目的で捕まえようとして、失敗する人も後を絶たなかったからね」

　ルカちゃんの言葉に対して、ヒノちゃんがβ版時代のことを思い出しながら、呟く。

「ふふふっ、女の子が好きな可愛い小動物。それも捕獲が難むずかしい生き物！　つまり、あのウサギを捕まえれば、女の子が集まってくる。そして私のハーレムが出来上がる！」

　やった、といった感じで目を見開くリレイだが、そんなに上手うまく行くか、といった感じでコハクから胡う乱ろんげな目で見られていた。

「よし、捕まえよう！」

　早さつ速そく捕まえようとタクさんが一歩踏ふみ出すが、ツキノウサギは、こちらの存在に気が付いたのか、後ろ脚あしだけで立ち上がり、警けい戒かいするのに合わせてヒゲがピンと張る。

「ちっ、気付かれたか！　ミュウちゃん、行くぞ！」

「分かりました！」

　私たちは、地面を蹴けってツキノウサギへと駆かけ出す。

「一発でも当たればラッキー！　──《デルタ・スラッシュ》！」

　タクさんに先行する私は、発動の早い連続攻こう撃げきのアーツをツキノウサギに放つも、ツキノウサギは強きよう靭じんな脚きやく力りよくを利用して、一いつ瞬しゆんにして私の攻撃範はん囲いから逃げてしまう。だが、それも想定済みだ。

「逃がすか！　──《ソニックエッジ》！」

　アーツの発動後に、体を沈しずめるようにしてしゃがみ込む私の後ろでは、タクさんが両手で構えた二本の長ちよう剣けんを横に振り抜ぬく。

　黄色い光を生み出す刀身から放たれる二つの斬撃が合わさり、より大きな真空波を生み出して、空中へと逃げたツキノウサギへと迫せまる。

　空中では足場がないために逃げられない。──なんて甘い考えはβ版時代に捨すてている。

「まだまだ！」

　私は、近くの木の幹みきを駆け上がり、【行動制限解除】のセンスを駆く使しして、三次元的な動きで、空中を飛ひ翔しようするタクさんの真空波を追う。

　そして、ツキノウサギは──

「空中を蹴った!?」

　背後から誰だれかの驚おどろく声。それに一瞬、気を逸らされてしまった。

　空中にいたツキノウサギは、空気を蹴って、もう一段階高くジャンプして、タクさんの放つ真空波を避ける。それを見み越こして追つい撃げきを予定していた私だが、気が逸れた一瞬を突つかれ、もう一度空気を蹴ることで追撃を避けられてしまう。

「くぅ、避けられ──ふみゃ!?」

　避けたツキノウサギを目で追って逃がさないように見上げるが、今度は、真上を蹴って軌き道どうを変え、私の頭の上に落ちてくる。

　別に攻撃力はないためにダメージは負わないが、頭の上にそれなりの勢いで落ちて来たウサギが、私の頭を足場に更さらにジャンプする。

「ミュウちゃん！　大だい丈じよう夫ぶか！」

「タ、タクさん、追って」

　頭を足場にされて、体勢が崩くずれ、よろけるように着地する。私のレベルでは、まだ空中を駆けるような動きはできないが、いつかツキノウサギのように自由自在に駆けたいと思わずにいられない。

「えっ、きゃぁぁっ！」

「今のは、ルカちゃんの声!?」

「パーティーの方に行ったのか！　戻るぞ！」

　タクさんと共に、ツキノウサギを追って、みんなのところへと駆け出す私たちが見たものは──

「ちょ、何をするんですか！」

「きゃっ!?　やめんか！　服が乱れる！」

「……ひっ!?　お尻しりを!?」

「うわぁっ、ボクの髪かみ飾かざりを蹴らないでよ！」

「ふふふっ、眼がん福ぷく眼福」

　縦じゆう横おう無む尽じんに跳とび交うツキノウサギは、ルカちゃんとコハクたちの足元を駆けて、その装備のスカートを長いロップイヤーを引っ掛けるようにして捲めくり上げたり、トビちゃんのお尻やヒノちゃんのティアラを、同じように長い耳でペチンと力なく叩いていたりしていた。

　リレイは、見えそうで見えないスカート捲りの状じよう況きようを楽しんでおり、ガンツさんも鼻の下を伸のばしている。

「タクさん！　見ちゃ駄目！」

「うわっ！　ミュウちゃん、どうした？」

「ガンツ、なにを見ているのよ！　──《ライト》！」

　あとから追い付いてきたタクさんには、私が両手で目を塞ふさぐようにして、ルカちゃんたちの姿を隠かくす。また一方で、ミニッツさんが、だらしのない表情を作るガンツさんの真正面で強きよう烈れつな光球を放つ。

「ああああっ！　目がっ！　目が！」

　あまりに強い閃せん光こうに、その場で目を押さえ、のた打ち回るガンツさん。何度か、方向転てん換かんのために逃にげ回るツキノウサギの足場にされて額に小さい足あし跡あとが付いている。
















　止まらないツキノウサギは、次にマミさんの足元を駆ける。

「えっ、えっ!?　きゃっ！」

　マミさんは、驚いた拍ひよう子しに尻しり餅もちをついてしまう。

「マミ！　この、いい加減にしろ！」

　それにキレたケイさんは、重量のある鎧よろい姿のまま、予測と一瞬の瞬しゆん発ぱつ力りよくだけで、ツキノウサギの到とう達たつ地点へと移動し、上から叩たたき潰つぶすように盾たてを押し出し、地面との間で挟はさみ撃うちにしようとしている。

「──《シールドバッシュ》！」

　盾が地面を叩く瞬しゆん間かん、盾による打だ撃げき攻こう撃げきと防ぼう御ぎよを両立するアーツを地面に全力で叩き込み、その攻撃で周囲の地面に放射状に蜘く蛛もの巣状の亀き裂れつが入り、地面が浮うき上がる。

　鈍にぶくくぐもった音が、周囲に響ひびき渡わたる。

「「「…………」」」

　さっきまで騒さわいでいたみんなも、ケイさんの生み出した砲ほう撃げきのような音に、無言になる。

「なぁ、ミュウちゃん。どうなったんだ？」

「えっ、あ！　ごめんなさい！」

　慌あわててタクさんの目を塞いでいた手をどけて、改めてケイさんの生み出した状況を確認する。

　地面に力強く叩き付けた盾は、ツキノウサギを捉とらえるはずだった。だが、そのケイさんの表情は、眉み間けんに皺しわが寄ったままになっている。

「逃がしたか」

　ゆっくりと盾を構え直し、転んだままのマミさんに手を差さし伸べて立ち上がらせる。

　放射状に延びる地割れの中心地には何もいない。今の一いち撃げきを見事逃げおおせたツキノウサギは、再び森のどこかにいるはずだ。

「最初の遭そう遇ぐうでの捕獲は失敗か。まぁ仕方がないよな」

　タクさんはそう言いつつ、全員が落ち着くのを待つ。

「ツキノウサギと接せつ触しよくしてどうだった？」

　何の気なしにタクさんが尋たずねた言葉に、私たちは苦々しい表情を作る。

「頭を足場にされた」

「スカート捲めくりされました。精神ダメージが大きいです」

「……セクハラ受けました」

「ボクは、ティアラがズレた」

「うちは服が乱れて最悪や」

「ふふふっ、最高でした。また見たいですね」

　そう言って、ギロッとコハクに睨にらまれたリレイは、失礼、と一言呟つぶやき、それっきり黙だまってしまう。

「目では追えましたけど、体が反応しませんでした。あれを捕つかまえることなんてできるんでしょうか？」

　自信なさげに眉まゆ尻じりを八の字に下げているルカちゃんに対して、コハクとヒノちゃんが何やら闘とう志しを燃やしている。

「やられっぱなしなんて認めへん！　絶対に捕まえたる！」

「そうだ！　ボクもやるんだから！」

　やる気を見せる二人に対して、タクさんが面白そうに眉を上げる。

「なんだ？　魔ま法ほう組や戦士組もツキノウサギの捕ほ獲かくにやる気を出したのか？」

「そうね。魔法使いが四人もいるんだから、ウサギ捕獲用の合体魔法とか作れそうね」

「……私がウサギを追い込み、ルカートさん、ヒノさん、ケイさんで包囲するという作戦はどうですか？」

「基本はそれだが、もう少し細かい動きを詰つめよう」

　互たがいに作戦やアイディアを出し始める。それはそれで楽しいのだが、少し物足りなく感じた私は、一つのアイディアを提案する。

「でも、それだけじゃつまらないよね。そうだ！　一番にウサギを捕まえたチームには、無理のない範はん囲いでお願い事を他のチームが叶かなえるってのはどう？」

　私の言葉を聞いて、全員が動きを止める。

　今は、ちょうど魔法チーム、戦士チームといった感じに分かれている。

　勝ったチームの願い事を叶える、という言葉を理解し、全員が静かな闘志を燃やす。

　そのやる気満々な様子に、満足げに笑う私とタクさん。対たい抗こう戦は、やっぱり全力勝負じゃなきゃ面白くない。

「それぞれミュウちゃんのパーティーメンバーを頼たのむな。俺は、もう少しミュウちゃんと一いつ緒しよにウサギを追い掛かけるから」

　タクさんが自分のパーティーメンバーにそう声を掛ける。

「いってらっしゃい。でも、私たちの魔法で捕まえてみせるわ」

　ミニッツさんがタクさんの言葉を受けて挑ちよう発はつ的な発言をすれば、タクさんは、更にやる気を出す。

「それじゃあ、逃げたウサギを追い掛けるか！」

「そうですね。今度こそ、捕まえてみせます！」

　魔法チームと戦士チームのみんなと分かれて、私たちは森の中に入り、ウサギを追つい跡せきする。

　その場に残った二つのチームもそれぞれ違ちがう場所に移動して作戦を練ることだろう。

　そして、私たちが去った後、閃光による目へのダメージが回復したガンツさんが一人──

「みんな、俺を置いていくなんて酷ひどくねぇ？　まぁ、俺はソロでやるか」

　誰だれもいない場所に小さな呟きが響くのだった。
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　みんながそれぞれの得意分野でツキノウサギを追おい詰める作戦を練る中で、私とタクさんは、みんなより先行してツキノウサギを捕まえるために森の中を探たん索さくしている。

「さて、意い気き揚よう々ようと森の中に入りましたけど、タクさんは、何か作戦でもあります？」

「そうだな。さっきのミュウちゃんとの動きで改めて分かったけど、空中に逃げられたら対処できない。地上の段階での早期決着だな」

　そうなると、ポジション的には……

「私が木の上からの奇き襲しゆうして、そのタイミングでタクさんが接近ですか？」

「そうだな。後はなるべく範囲系の攻こう撃げきで、奴やつの移動範囲を狭せばめるのが理想だな」

　そうなると、発動が早い、範囲系の光魔法《ライトウェーブ》が有効だろう。

「けど、まさか全員でウサギ捕とりをするとは思わなかったなぁ。ルカちゃんたちは、どんな方法でウサギを捕まえにかかるかな」

　私たちのセンスではできない、奇き抜ばつな方法や搦からめ手を使って捕まえるのかもしれない。もしかしたら、その中から安定した捕獲方法が生み出されるかもしれない。

　それを考えただけでワクワクするが──

「みんなには負けてられない！　絶対に私たちが一番に捕まえてみせる」

「おう、その意気だ！──とは言っても、見つけるまではのんびりいこうか」

　私もタクさんも、敵ＭＯＢを倒たおすことを主眼に置いたセンス構成であるために、いざウサギを探すとなると時間が掛かる。

「ただ闇やみ雲くもに探しても見つからないんだよなぁ……」

「そうですね、ってタクさん、どうしたんですか？」

　立ち止まって、地面を確かめているタクさん。その場所は、アイテムが採取された後の採取ポイントだった。

「なぁ、ミュウちゃん。この辺りって採取ポイントの反応が少なくないか？」

「というよりも、採取ポイントが採り尽つくされている？　もしかして、【ツキノウサギ】が薬草を食べた？」

　そういえば、最初に私たちが見つけた時は、採取ポイントの薬草を食べていた。なら、この採り尽くされた採取ポイントを追っていけば、ウサギに行きつくのでは……

「よし、探そう！」

　私は、ツキノウサギを探すために辺りを歩き始める。

　採取ポイントが復活するまでの時間を考えると、近くにいるのかもしれない。

　そう思い、探し回っていると──

「あの茂しげみが怪あやしい。ミュウちゃんは、木の上に待機してくれ」

「分かった」

　私は、【行動制限解除】のセンスを駆く使しして、木の幹を蹴けり上がって一ひと際きわ大きな木の枝に着地する。

　そこから茂みを確認すると、ツキノウサギを見つけた。

「タクさん、いました。まだ気付いてないみたいです」

「マジか！　タイミングを計っていくぞ！」

　私とタクさんは、ウサギに気付かれないよう静かに距きよ離りを詰めて、タクさんが地上から、私が木の上から奇襲のタイミングを計る。

　そして──

「はぁぁっ──《ライトウェーブ》！」

　ウサギを上空へと跳とび上がらせないため、ウサギの上方を塞ぐように、私は範囲の光魔法を発動させながら、落下の勢いを利用して剣けんを振ふり下ろす。

　こちらの襲しゆう撃げきに気が付いたウサギが慌てて反対方向に逃にげようとするが、進行方向を塞ふさぐようにタクさんが飛び出して剣を構える。

　これで挟み撃ち、上は塞がれ、左右に逃げるしかない。右に逃げたら、タクさんの《ソニックエッジ》が放たれ、左に逃げれば私の《ソル・レイ》の収束光線がウサギを狙ねらう。

　だが、あと少しのところで収束光線から逃のがれたウサギは、そのまま森の中に駆かけていく。

「ううっ！　惜おしい！　あと少しだったのに！」

「そうだな。けど、あと一押しが足りないな」

「そうですね。同じ作戦じゃいいところまでは行くけど、多分成功率は低いですし、どうしましょうか……って、なにこれ」

　森の外側から流れ込んでくる白い靄もやが足元に広がっていく。

　何かの異変を感じ、私とタクさんは互いに背中合わせになって警けい戒かいする。みるみる内に白い靄は濃こさを増して、私たちの膝しつ下かまで上ってくる。

　それに、触ふれた感かん触しよくからその正体に気が付く。

「これは……霧きり？　でもなんでこんなに広こう範はん囲いに出るの！」

「これは、火と水、それに風と光の混成魔法かぁ。また大規模だなぁ」

　タクさんが感心しつつ呟き、私は肌はだに纏まとわりつく湿しつ気けに辟へき易えきする。

「四人の魔法使いが使える属性魔法を合わせた結果こうなったのかも？　森全体に効果の弱い魔法を放ってツキノウサギにダメージを与あたえて、ダウンしているところを捕獲するとかの作戦じゃないか？　まぁ、混成魔法が失敗してダメージのない広範囲のミストの魔法になったみたいだけどな」

　水の魔法が火と光の混成魔法を受けて、大量の熱い水蒸気を生み出し、それが風によって森全体に運び込まれるが、その途と中ちゆうで熱量を失い、霧だけが森全体に広がっているということのようだ。

「タクさん！　吞のん気きなこと言ってる場合じゃないですよ！　これじゃあ、足元とか確認しにくいじゃないですか！」

　私は、タクさんに声を上げるが、窘たしなめられる。

「足元が見えないなら、ミュウちゃんと同じように木を伝って移動すればいいだろ」

「タクさん……私の【行動制限解除】みたいなセンス持ってるんですか？」

「まぁ、無くても多少はできるんじゃないか？」

　そう言って、罠わなに注意しながら、木に駆け上る私に対して、タクさんも別の木の幹を駆け上がる。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「ああ、行けそうだ」

　そう言って、次の足場になりそうな木の枝に飛び移り移動を始める。

　タクさんが、私のような【行動制限解除】のアシストなしで木を伝って移動することができることに驚おどろきながらも、私はその後を追うように進んでいく。

「こう霧が出てるとツキノウサギが見つけられないな」

「そうでもないですよ」

　そう言って、木の枝の上から霧の立ち込める木々を眺ながめるタクさんに対して、私はある一点を指差す。

　その先には、直線的な霧の流れが生まれていた。

　ゆったりと流れる霧の中で不自然に速い小さな流れは、ちょうどツキノウサギが駆け抜ぬける動きと合がつ致ちする。

「見つけられなくても、痕こん跡せきはちゃんと残っていますよ」

「なら、追跡だな！」

　私とタクさんは、木の枝を飛び移りながら速い霧の流れを追う。ツキノウサギは罠を察知して避よけ、霧のため慎しん重ちように動いているのか、木の枝を伝って移動する私たちに比べ動きが鈍にぶい。

　しばらくして、霧の流れの痕跡の先せん端たんに辿り着き、ツキノウサギを捕ほ捉そくする。

「見つけた！　今度こそ捕つかまえるんだから！　──《ソル・レイ》！」

「逃がさないぞ！　──《ソニックエッジ》！」

　木の上から放たれる収束光線の魔ま法ほうと、飛ぶ斬撃をギリギリで躱かわし、避け続けるツキノウサギ。

　その動きは、最初に見たときに比べて瞬しゆん発ぱつ力りよくが落ちている気がする。

　そのときツキノウサギが駆け抜けた後の、霧が薄くなった箇所の地面が見えた。

「地面がぬかるんでいる……そうか！　分かった！」

「どうしたんだ。ミュウちゃん!?」

「リレイたちの魔法は失敗じゃないですよ！　霧を生み出して森全体の視界を悪くして、更に足場を悪くしているんです！」

　地属性の魔法には、相手の移動速度を遅おそくする《マッド・プール》という魔法がある。だが、ウサギの行動を制限するために《マッド・プール》を使用しても、避けられてしまえば効果は薄うすい。だが森全体に範囲を広げ、霧で足元を隠かくしてしまえば有効だ。

「この速さなら捕まえられる！」

　そう思い距離を詰つめるが、その途中、トビちゃんもツキノウサギの追跡に加わり、適度に攻撃を加えて逃げる先を誘ゆう導どうする。

「まずい！　このままだと、ルカちゃんたちのところに！」

　ツキノウサギを誘導して霧を抜けた先には、ルカちゃんとヒノちゃん、ケイさんが待ち構えている。

　すると大おお槌つちを構えたヒノちゃんが、一気に加速して、ルカちゃんに攻撃を放つ。

　仲間同士で攻撃しあうことに驚く私は、その次の光景に啞あ然ぜんとしてしまう。

「ぐっ──」

　斜ななめにバスタードソードを構えた防ぼう御ぎよ姿勢のルカちゃんは、ヒノちゃんの攻撃を苦しそうに受け止め、ダメージを蓄たくわえる。

「──《ペイン・バック》！」

　そして、それを自分の攻撃に上乗せして相手に返す、カウンター系のアーツを発動させる。

　だが、その相手は、ヒノちゃんではなく、その隣となりにいるケイさんだ。

　ケイさんは、そのルカちゃんの返したカウンターの一撃を盾たてで平然と受け止め、更さらに力を蓄える。

　ルカちゃんは、微び妙みような防御タイミングのズレから完かん璧ぺきにダメージを蓄えられていなかったが、ケイさんは、ヒノちゃんの攻撃から続く一連のダメージを全て蓄えた。

　そして、トビちゃんが追い立てるツキノウサギが三人の前に跳び込んで行き──

「はぁ──《ペイン・バック》！」

　ケイさんは、ダメージを蓄えたカウンター系アーツの一撃をツキノウサギに向けて放つ。

　だが、カウンターを放とうとした瞬しゆん間かん、ツキノウサギは隣にいたヒノちゃんの大槌を構える腕うでに体当たりをして、その大槌がケイさんの体に当たり、剣けん戟げきの軌き道どうが逸それる。

　ツキノウサギを狙う斬撃が地面に放たれ、放射状に罅ひび割れが広がる。

　その威い力りよくは、最初にツキノウサギを押おし潰つぶそうとした《シールドバッシュ》の数倍もあり、地面が揺ゆれる。

　マミさんの《マッド・プール》でぬかるんだ地面とケイさんの剣戟の衝しよう撃げきで、周囲の木々がメキメキと音を立てて倒れ始める。

「く、悔くやしい！　ツキノウサギにいいようにあしらわれた！」

「クソッ！　また、ツキノウサギを逃がしたぁ！」

　私たちの登っていた木もそれに巻き込まれて倒れ始め、私たちは木の上から飛び降り、ぬかるんだ地面に降り立つ。

「ちょ、木が倒れて、にぎゃぁぁっ！」

「うん？　なにか聞こえたような気がしたけど……」

　木の倒れる轟ごう音おんが響ひびく中、取り逃がしたツキノウサギの後ろ姿を見ることしか、私たちにはできなかった。
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　結果的に、バラバラに分かれた私たちは、互たがいに互いを邪じや魔まし合ってツキノウサギの捕ほ獲かくができなかった。

「もー、悔しい！　レアアイテムもそうだけど、いいようにあしらわれたのが悔しい！」

　私が悔しさから地じ団だん駄だを踏ふむ。どのチームもウサギの捕獲方法はいい線は行っていたが、あと少し足りないといった感じだ。

「仕方がないか。まぁ、今日は、全員ウサギを捕まえられなかったから引き分けか？」

　そう言って、みんなを見回すタクさん。

　そんな中、森の方から落ち葉を踏む足音が聞こえ振ふり向けば、みんなが見知った人物が、一人の人間に肩かたを貸して歩いてきた。

「今日は変な日だったなぁ。いきなり霧が出て地面はぬかるむし、森は揺れるし、ガンツが倒とう木ぼくの下した敷じきになってるし。新しいＭＯＢでも配置されたか？」

　小首を傾かしげながら、フードに黒こく狐この幼よう獣じゆうであるザクロを入れて、隣には一ユニ角獣コーンの幼獣のリゥイを連れたユンお兄ちゃんが姿を現す。

　人一人を何とか森の外に運び出し、そっと地面に寝ねかせて額の汗あせを拭ぬぐうポーズを取るユンお兄ちゃん。

　反射的に純白の一ユニ角獣コーンのリゥイに抱だき付きたくなるが、そのときユンお兄ちゃんの頭の上に乗っているツキノウサギを見て動きが止まる。

　ツキノウサギは、薬草らしき葉っぱをシャリシャリと食べながら大人しくユンお兄ちゃんの頭の上で脱だつ力りよくしていた。

「ユンお姉ちゃん！　う、動かないで！」

　なんでツキノウサギがそこにいるのかは謎なぞだが、これは捕獲のチャンスかも、と色々な考えが巡めぐる中、ユンお兄ちゃんは自然体でいる。

「動くなってなんだよ」

「頭の上に！　ウサギが！」

「あ、こいつね。よっと……」

　なんでもないように頭の上に手を伸のばして、ツキノウサギを抱だき抱えるユンお兄ちゃん。

「このウサギがどうしたんだ？」

「どうやって捕まえたの!?」

　私たちが全力で捕獲しようとしてできなかったのに、どうやったのか気になって声を上げると、ビクッと驚くユンお兄ちゃん。

「いや、どうやってっていうか……それより、なんで捕まえる必要があるんだ？　ノンアクティブなＭＯＢを」

「だって、そのＭＯＢからレアな強化素材が手に入るから捕まえたんじゃ……」

「「……うん？」」

　おかしいなぁ、ユンお兄ちゃんと話が嚙かみあわない。

　そこでタクさんが間に入って詳くわしく話を聞いてくる。

「なぁ、ユン。このウサギを捕まえた時、何か手に入れなかったか？」

「それならあるぞ。毎回薬草をあげると【月つき野の兎うさぎの縁えん起ぎ物】って石を渡わたしてくるからそういうものだと思ってたけど、違ちがうのか？」

　なんか、ユンお兄ちゃんは、勘かん違ちがいしているみたいだ。

　ノンアクティブなＭＯＢの中には、特定のアイテムを渡すと、代わりにそのＭＯＢ由来のアイテムと交こう換かんしてくれるＭＯＢがいる。どうやらユンお兄ちゃんは、それと同種のＭＯＢだと思って、素材の採取のついでに薬草や食べ物を渡していたようだ。

「それで、ユンお姉ちゃんは、どうやって捕まえたの？」

「捕まえたって言うか……自然に寄って来た？　なんか、遠くから見てくるし、たまにイタズラしてくるけど、別に被ひ害がいがある訳じゃないから放置してたら段々距きよ離りを詰めてきて、それで手を伸ばしたら……」

　抱き抱えることができた、と。それじゃあ、私たちが全力で追っていた意味って何、と思わず脱力しそうになる。

　そんな騒そう動どうの中心であるツキノウサギは、自分には関係ないと言った感じで前まえ脚あしで顔を擦こする愛らしい姿を見せ、その姿を見たトビちゃんやマミさんは、ユンお兄ちゃんの腕の中では大人しいツキノウサギを愛めでる。

　そんな美少女の様子に、熱い視線を向けているリレイを、コハクは白い目で見ている。

　他のみんなはユンお兄ちゃんの話に、まぁユンさんだから、と苦笑いしつつ納得し、ルカちゃんは『まるで北風と太陽みたいですね』と言っている。

「ぐぬぬぬっ！　次は、絶対に負けないんだから！」

　私は、ユンお兄ちゃんの腕に抱かかえられているツキノウサギをびしっと指差し、悔しさにその場から駆かけ出す。

「あっ、ミュウさん。待ってください！」

　私の後を追ってくるルカちゃんたち。

　後には、呆あつ気けに取られているユンお兄ちゃんと苦笑いを浮うかべているタクさんたち。

「それで結局誰だれが勝ったの？」

「さぁ、やっぱり引き分けじゃないですか？」

　最後に、ミニッツとマミさんの声が耳に届く。

　今回のタクさんたちとのパーティー交流はこれで終わるが、その後も色んなパーティーとの交流は続き、その度たびに様々な刺し激げきを受けて、私たちは成長していくのだった。







　　　十話　浴衣ゆかたと花火と夏祭り







　差さし迫せまるリミットに私たちは、喫きつ茶さ店てんのテーブル席でアイスティーを飲みながら顔を合わせている。

「……明後日あさつてで、夏休みが終わっちゃう」

　ＯＳＯを堪たん能のうした私たちにもたらされたあと二日で夏休みが終わるという現実。

　私は、自身のメニューでセンスステータスを確認している。

　レベルは夏休み前に比べて大分上がっており、センスを取得するためのＳセンスＰ・ポイントも大分貯たまっている。

　ここでこのＳＰを使って新しいセンスを取得することも考えたが、夏休みの残り時間が少ないために、センスの育成に割さける時間がない。

　最後の最後まで夏休みを楽しもうと思っていたが、やり残したことが沢たく山さんある。

「くぅ！　そういえば、私たち、夏休みらしいことをやってなかった！」

　ＯＳＯのトップ生産職であるクロードさんのお店【コムネスティー喫茶洋服店】の涼すずしい店内で、私はそう口にする。

「夏らしいっていうと、夏のキャンプイベントくらいだったよねぇ、ボクたちの夏休みって」

「ひと夏、田舎いなかの生活を体験する！　そんな夏休みを過ごしてみたい！」

　ゲーム画面の向こうの『僕くん』のような田舎の夏休みに、ゲームをやっていて憧あこがれたこともある。

「夏の風物詩といえば、虫取り、肝きも試だめし、夏祭り、花火とかでしょうかねぇ」

　ルカちゃんが指折り数える夏の定番に、私は頷うなずく。

　まぁ、私たちの場合の虫系ＭＯＢやアンデッド系ＭＯＢを倒たおしたことが、虫取りや肝試しに含ふくまれるのか一いつ瞬しゆん悩なやんだが、それは違うなと思い、頭を振ふってその考えを打ち消す。

「……あとは、海水浴でしょうか。海の家とか」

　トビちゃんの言葉に、私は再び強く頷く。

　水着を着て、ルカちゃんたちと砂すな浜はまで遊んだり、バーベキューとか海の家でそれほど美味おいしくない料理を食べたりして過ごすってのも楽しそうだ。

「ふふふっ、海水浴、美少女の水着、ドキドキハプニング、ぐふふっ……」

「リレイ。妄もう想そうが駄だ々だ漏もれしとるから……って聞いてへん。夏の風物詩なぁ……まぁ、夏休みの宿題とか自由研究、読書感想文とかもやなぁ」

　うち、自由研究がめっちゃ苦手やったわ、というコハクの言葉に、私とヒノちゃんのアイスティーを飲む手が止まる。

「なぁ、心当たりがある人、おるやろ」

　そう言って、私たちにイタズラっぽい笑みを浮かべてコハクが見つめてくる。

「だ、大だい丈じよう夫ぶだよ……今年は、ちゃんと宿題をやったよ！　きょ、去年まではタクさんと一いつ緒しよにお姉ちゃんたちに泣きついていたけど……」

「ボ、ボクは、自由研究が苦手だったなぁ……夏休み終了ギリギリに始めるから植物の生育が間に合わなくて、一日で調べた内容を慌あわてて纏まとめたなぁ」

　私とヒノちゃんが、苦しい夏休みの出来事を口にすると、それを聞いたルカちゃんとコハクは肩を小刻みに震ふるわせて笑っていた。

「ホンマにおるんやなぁ。そんな夏休み終しゆう盤ばんに慌てる人」

「あー！　酷ひどい！　今年は大丈夫なんだから！」

　私が反論するが、コハクは、分かった分かった、とヒラヒラと手を振って軽く流してくる。

「ふふふっ、閃ひらめきました！　夏休みの宿題を早めに終えてしまえば、終わっていない女の子を家に連れ込めます！　そのままお泊とまり会も──『リレイ！　あんたは黙だまっとき！』──」

　リレイのボケにコハクがすかさずツッコミを入れる。

　そんな私たちの会話にルカちゃんやトビちゃんがくすくすと小さく笑い、釣つられて私も笑う中で、ふっとみんな寂さびしげな表情を浮かべる。

「まぁ、夏の終わりが寂しいのはいつものことだし仕方がないですよね」

　小さい笑いから苦笑いに変わるルカちゃんに対して、私は尋たずねる。

「そうだね。それより今日はなにする？　またダンジョン？　それともレアＭＯＢ狩がり？」

　何い時つもと変わらない提案に自分自身で内心苦笑しながら聞けば、全員の反応が悪い。

「ボクは、今日と明日くらいのんびりしたいなぁ。バトル以外の夏の思い出を作らない？」

「そうですね。でも、夏の思い出ですか……」

　ヒノちゃんが提案し、全員が同じように考えるが、中々良いアイディアが思いつかない。

　その時、喫茶店内を駆ける足先の白い子こ猫ねこの姿が目に入り、その動きを追った先のカウンター席でコーヒーを飲んでいる人物にその問題を丸投げすることにした。

「すみませーん！　クロードさん！　夏の思い出をくださーい！」

「ちょっと、ミュウさん!?」

　クロードさんに無茶ぶりをする。

　一人でコーヒーを飲んでいたクロードさんは、こちらの無茶な注文に対して何も言わずに、じっと私たちを見つめる。

「……ふむ。いいだろう。少し待て」

「噓うそっ、クロードさんが夏の思い出持ってくるの？　ボクちょっと不安かも」

「……クロードさんの作る夏の思い出って、怖こわい反面、見てみたい」

　ヒノちゃんとトビちゃんの言葉に、トップの生産職ながらクロードさんは変人なところがあるために、注文した本人としても心の中で同意してしまう。

「クロードさんなら、夏のビッグサイトの風物詩とかですかね。美少女キャラのコスプレ衣装とか」

「いやまぁ、そう変な物を出しはせぇへんやろ。ユンさんやマギさんに報告されたら大変なことになるのは分かりきっとるんやから」

　リレイの予想に全員がありそう、と考えてゴクリと唾つばを飲み込む一方で、コハクはクロードさんを擁よう護ごするが、その理由に苦笑いが漏もれる。

　確かに、変な格好をさせられた場合、ユンお兄ちゃんが過か剰じように反応するからそんな物を私たちの前に持ち出さないかもとも考える。

　そして、しばらくして戻もどって来たクロードさんは、綺き麗れいな柄がらの入った色取り取りの布を持ってきた。

「前に作った浴衣がある。着てみるといい」

　そう言って、私たち一人一人に似合う浴衣を渡わたしてくる。

　だが、流石さすがに人目の多い喫茶店の中で装備を切きり替かえるのは憚はばかられるために、奥の試着室を借りて全員が着き替がえた。

　そして──

「うわぁっ、可愛い！　クロードさんのセンス最高！　グッジョブ！」

「ちょっと恥はずかしいですけど、どうでしょうか？」

「……ううっ、こんなの私には可愛すぎます」

　私は、薄うすい青地に淡あわくて小さな花の絵柄の浴衣に、濃こいめの藍色の帯。ルカちゃんは、黒地に桜の花びら柄の浴衣に黄色の帯。トビちゃんは、濃のう紺こんの生地にこちらも大きめの花柄が入った浴衣に朱しゆ色の帯だ。

「ねぇねぇ。浴衣の着方ってこれでいいの？」

　遅おくれて出て来たヒノちゃんは、白地に大きな向日葵ひまわりの絵柄が幾いくつも入った浴衣を着てこっちに合流しようとする。

「ちょい待ち。襟えり元もとを少し引っ張り。じゃないと首が苦しくなるで」

「ふふふっ、素晴らしいですね。みなさんの浴衣を剝むきたいくらいに」

　普ふ段だんから和服の装備を着慣れているコハクは、藍あい色のシックな感じの浴衣を着こなし、その後ろから不ふ穏おんな言葉を口にするリレイが、白地に黒の縦たて縞じまが入った浴衣を着て現れる。

　リレイの浴衣は、ルカちゃんやトビちゃんのような鮮あざやかな柄物ではないが、ストライプが入っているために体の凹凸がはっきりと際きわ立だつ代しろ物ものだ。

　そんな素す敵てきな浴衣を提供したクロードさんは、私たちの姿を見て、うんうん、と頷いている。

「やはり、俺の見立ては正しかったな。それぞれに合いそうな浴衣をチョイスしたが、気に入って貰もらえたようだ。浴衣は、防具としての性能は弱いし、タダでやろう」

「やったぁ！　ありがとうございます！」

「なに、礼を言うのはこちらの方だ。夏の終わりに暇ひまを持て余していたところでいい物を見せて貰った。それと、俺から渡す夏の思い出はまだある」

　何、まだ何かあるの、とちょっとだけ身構えるが、クロードさんは何かを取り出す訳でもなく、メニューを操作してどこかにメッセージを送っている。

「くくくっ、夏の思い出作りには下準備が必要だからな。その装備を持って明日の夕方ログインするといい。それまでに準備を終えておこう」

　そう言って、私たちを置いて、どこかへと去っていくクロードさん。

　その姿を見ながら、取り敢あえず明日の夕方にみんなで合流する約束をして、ログアウトすることになる。
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　そして翌日──夏休み最終日、夕暮れ時のＯＳＯで、浴衣姿で合流した私たちだが、町の様子が少しだけおかしかった。

　煉れん瓦が造りの西洋風の町並みには、何処どこからか笛の音や太たい鼓この音が響ひびき、和風の提ちよう灯ちんが通りの上に掛かかっている。

　普段、プレイヤーたちが露店を開くその場所には幾つもの屋台が並び、まるで夏祭りの様相になっている。

「昨日は、こんなのなかったのに」

　そう呟つぶやきながら、私たちが屋台の並ぶ夏祭り状態の通りへと足を踏ふみ入れれば、待ち構えていたのか、クロードさんが姿を現す。

「くくくっ、こんな夏の思い出はどうだ！　夏の終わりに金と時間を持て余しているプレイヤーたちを集めて突とつ貫かんで作らせた！」

　その姿は、普段の装備ではなく、『祭』の文字が背中に入った法はつ被ぴを着て腕うで組ぐみしている。

　だが──

「うわっ！　ヒノちゃん！　綿わた飴あめやリンゴ飴の屋台があるよ！」

「たこ焼き、焼きそば、かき氷の屋台もある！　行ってみようよ！」

　目移りして色んな屋台を見回す私とヒノちゃん。

「輪投げや射的の屋台もあるんですね。でも射的は、コルク銃じゆうじゃなくてＹ字型のパチンコなんですね」

「……あっちはくじ引き？　それにあの薄い板を何かしてるのも遊ゆう戯ぎ？」

　ルカちゃんは遊戯屋台を見回し、景品のアイテムに目を輝かせる。また、トビちゃんは、くじ引きや、お金が景品の釣りの遊戯、それに型抜ぬきの屋台が珍めずらしいのか、チラチラとそちらの方を見ている。

「へぇ、こういう物も売っとるんやな。すみません、お面と団扇うちわを一つずつお願いします」

「ふふふっ、女性生産職の法被姿も悪くないですねぇ」

　アクセサリーなどの小物を売っている屋台で、コハクはお面と団扇を購こう入にゆうし、それを早さつ速そく着けている。

　その隣となりにいるリレイは、妖あやしい微ほほ笑えみを浮うかべながら法被姿の女性プレイヤーたちを凝ぎよう視ししているが、コハクに浴衣の襟首を摑つかまれ、引き摺ずられるようにして屋台から引き離はなされる。

　そんなフリーダムな私たちは、クロードさんの説明を聞かずに、早速屋台を楽しみ始める。

「食べ物は後で良いとして、ボクは、まずは遊戯の屋台！　遊ぶぞ！」

「って言っても全部は攻こう略りやくできないから手分けしてがんばろー！」

　そう言って、私とヒノちゃん、ルカちゃんとトビちゃん、コハクとリレイの三組に分かれて、遊戯屋台に挑ちよう戦せんする。

　私がまず選んだのは、射的屋であり、そこに待ち構えていた店主プレイヤーが仁に王おう立ちで不敵な笑みを浮かべている。

「ふふふっ、さぁ！　目玉商品の巨きよ大だいヌイグルミをパチンコで落とせれば、10万Ｇと交換できる！　その他にもクマのヌイグルミや微びレアな素材などを提供する射的屋！　コルク弾だん10発１０００Ｇだ」

　その客引きで何人ものプレイヤーたちが挑戦する射的屋では、景品の配置や重量のせいで中々目的の景品を落とせずに、軽い景品を取って行くプレイヤーたちが続出。

　それでも10発１０００Ｇ以上の価値のあるアイテムに、私たちは、客が空いたところで挑戦する。

「「取り敢えず、30発！」」

　私とヒノちゃんは、３０００Ｇ分のコルク弾を購入して、並べられたＹ字型のパチンコを手に取る。

　狙ねらいは勿もち論ろん、目玉商品の巨大ヌイグルミだ。

　コルク弾を巨大ヌイグルミに当てるが、ヌイグルミの柔らかさに弾はじかれてコルク弾が地面に落ちてしまう。

「なっ!?　当たったのに！」

「大きくて重いヌイグルミは、コルク弾の衝しよう撃げきを分散し、動かない。さぁ、他の景品を狙うんだな」

　射的屋からの挑ちよう発はつに、私とヒノちゃんは笑みを深くし、アイコンタクトで頷うなずき合う。

「ヒノちゃん、私に合わせられる？」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。この屋台の形なら行けるから！」

　そう言って、私とヒノちゃんは、パチンコで屋台の内ない壁へきを狙い撃つ。

　コの字型にしっかりとした板が張られた壁かべに向けてコルク弾が放たれ、その跳ちよう弾だんの勢いで、正面からでは当て辛づらい景品を真横から当てて倒たおす──まずはジャブ。

　次に、ヒノちゃんと同時に３発ずつ放ち、合計６発のコルク弾の衝撃で小さいヌイグルミをゲットする。

　その次は、高さの低い半球状の景品に対して、下の台を狙い撃ち、跳弾の勢いで上の台を突き上げ、浮き上がったところをヒノちゃんが空中で狙い落とす。

　また軽い景品は、跳弾で跳はね返って来たコルク弾を空中で狙い撃ち、再加速させて景品を取る。

　そうやって、次々に景品を落としていく私とヒノちゃん。

「ば、馬ば鹿かな……落とし辛い配置の景品を跳弾と同時射しや撃げきで落とすだと」

　私たち二人のコンビネーションで次々と屋台の高額景品を獲得していくと、徐じよ々じよにギャラリーが増え、最後の目玉商品との対決に期待が集まる。

　私とヒノちゃんの残りのコルク弾は、それぞれ３発ずつ。

　これであの巨大ヌイグルミを落とすのは少し厳きびしいかもしれない。だが、それが逆に燃える！

「行くよ、ヒノちゃん！」

「分かったよ！」

　そして、コルク弾を三方向に別々に放つ。それが跳弾し、またコルク弾同士衝しよう突とつをして、時間差で放ったコルク弾が巨大ヌイグルミに同時に到とう達たつする。

　またヒノちゃんの放ったコルク弾も同じように到達し、計６発のコルク弾が巨大ヌイグルミに当たると、ヌイグルミは、その大きな体を揺ゆらしてゆっくりと後ろに倒れていく。

　集まったギャラリーが私たちのテクニックに沸わき立ち、私たちは並べられた高額景品を根こそぎ獲得し、さらなる歓声が起こる。

「負けたぜ！　俺の用意した最強の的の巨大ヌイグルミを倒すとはな。さぁ、10万Ｇ持って行け！」

「えっ、要いらないよ」

　受け取った巨大ヌイグルミを抱だき締しめたヒノちゃんが真顔でそう答えると、困ったような顔をする射的屋のプレイヤー。

「だって、10万Ｇと引き換えの巨大ヌイグルミでしょ？　引き換えたら、これ返さなきゃいけないじゃん。こんなに可愛いのに」

「だって。だからこのヌイグルミは貰っていくね！」

　ヒノちゃんは小こ柄がらな体で巨大なヌイグルミを抱き締め、私は細こま々ごまとした景品を持って射的台の屋台を後にした。コハクとリレイに合流するために別の遊戯屋台へと歩いていくと、お面を頭に載せたコハクを見つけることができた。

「あの阿あ呆ほう！　どこに行ったんや！」

「やっほー、コハクどうしたの？」

「ん？　なんや、ミュウにヒノか。えらいでかいヌイグルミとか抱かかえとるなぁ」

「うん、ボクたちが取ったんだ！　はい、コハクにもあげる！」

　そう言ってヒノちゃんが、私が抱えている小さいヌイグルミの中から一つをひょいと摑んでコハクに渡わたすと、コハクは嬉うれしそうにその小さいヌイグルミを受け取る。

「ありがとう。そうや、リレイ見てへん？　また目を離した隙すきにどこかに行ってしもうたんや」

　そう聞いて辺りを見回すが、リレイらしき姿は見えない。

　どこに居るのだろう？　と捜していると、通りの一角に浴衣のレンタルショップがあり、枚数限定のため先着順で男女の浴衣のレンタルが行われていた。

「へぇ、あんなのがあるんだぁ」

「そうだね。この縁日の雰ふん囲い気きに西洋甲かつ冑ちゆうとか逆に浮くもんね」

「せやな。それより、リレイを見つけな……って、あんなところにおった」

　ちょうど、私たちが見ていた浴衣のレンタルショップからリレイが出て来た。

　隣に見知らぬ女の子のプレイヤーを連れて、浴衣のレンタルショップの近くにあるかき氷屋台の前で止まる。

　ガリガリと氷の塊かたまりを鉋かんなで削けずり出して、シロップを掛ける屋台の前で、ＯＳＯを歩き慣れていない感じの女の子プレイヤーに、リレイがかき氷を奢おごろうとしていた。

「出会ったばかりの私が、奢って貰もらっていいんですか？」

「ふふふっ、構いませんよ。その代わり、私に一口分けて貰えればそれで十分」

　普ふ段だんの煩ぼん悩のうまみれの雰囲気を押し込めて善人の皮を被かぶるリレイに、コハクがかき氷を食べてもいないのに頭が痛そうにしている。

「なにも知らないプレイヤーに親切ごかしに近づくなんて……とはいえ、いま無理矢理リレイを連れ戻もどしてあの子がかき氷を食べられなくなるのは可か哀わい想そうやし……」

「それで、コハクはどうするの？」

「そんなの決まっとる。あの子がかき氷を受け取った瞬しゆん間かんにリレイを連れ戻す！」

　屋台の物もの陰かげに隠かくれてリレイを見つめるコハクの答えに苦笑いを浮かべる私とヒノちゃん。一方のリレイは、女の子のプレイヤーにかき氷を手て渡わたしして、その時にさり気なく手と手が触ふれ合ったのを楽しんでいる。

　そして、かき氷の受け渡しが終わった瞬間、コハクはリレイの背後に立った。

「リーレーイ！　あんた、どこほっつき歩いてんねん」

　何い時つもの扇せん子すではなく、今日は団扇でぺちんとリレイの後頭部にツッコミを入れて、その浴衣の襟えり首くびをがっちりと摑むコハク。

「うちの連れが迷めい惑わくかけてすまんな。今、連れて帰るから」

「あ、あの！」

　勢いで立ち去ろうとするコハクと引き摺られるリレイを、かき氷の器を両手で持った新人プレイヤーの女の子が呼び止める。

「リアルのせいであまりログインできなくてお金が少ない中で、可愛い浴衣のレンタルのこととかを教えて貰って、かき氷まで奢ってくれて……ありがとうございます！」

　その子なりの精せい一いつ杯ぱいのお礼なのだろう。

　コハクは深い溜ため息いきを吐はき出し、私たちも遅おくれて姿を現す。

「あんた、どんなセンス持っとる？」

「えっと、【投げ】のセンスや魔ま法ほうです。レベル低いですけど」

「それならあそこの輪投げの屋台がええな。景品の配置が甘いからセンスの補正もあるなら割と勝率が高いはずや。それから、狙うのは換かん金きん性の高い強化素材系アイテムにするんやで。手に入ったら、それを売ってまた遊ぶお金にするのもええし、買い食いして楽しむのもええ」

　コハクのアドバイスに、女の子の表情がパッと明るくなった。

「ログイン時間が確保できなくて大変だったね。私の取ったヌイグルミ、１個いる？」

「ありがとうございます」

　私が、両手に抱えている射的の景品のヌイグルミを１個女の子に渡すと、その表情が綻ほころび、女の子は私たちに小さなお辞じ儀ぎをして輪投げの屋台へと向かっていった。

　リレイだけは、女の子にかき氷を食べさせてもらい損そこねて、哀かなしそうな顔をしていたが、それを無視して私はコハクに尋たずねる。

「そう言えば、なんでコハクが屋台でのお金の増やし方を知ってるの？」

「いや、さっきリレイを捜しながらいろんな屋台を見てたら、屋台の幾いくつかが甘い設定しとるなぁ、と思ってな。それで調べたら、ガチな難易度の屋台と甘々な屋台があるんや」

「それで、実際にやってみたの？」

「換金性の高いアイテムを狙ったら、５０００Ｇ消費して５万Ｇ相当のアイテムが手に入ったんや！　せやから根こそぎ金に換えたろう、思うとったら……」

　次第に尻しりすぼみになるコハクの言葉に私たちが小首を傾かしげると、悔くやしそうにしながら答えてくれた。

「……リレイがいつの間にかどっか行きおって、渋しぶ々しぶ切り上げなきゃならんかったんや！　あそこでリレイが消えなきゃもっと儲もうけられたのに！」

　そう言って本当に悔しそうにするコハクだが、実際のところ、屋台荒らしにならなくて良かったと、聞いている私たちはホッとした。そして実際に試すつもりはないがそんな楽しみ方もあるんだな、と思いながら、ルカちゃんとトビちゃんを探すのだった。
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　コハクとリレイと合流した私たちは、ルカちゃんとトビちゃんを捜して屋台の間を歩いていく。

　カラン、コロンと石いし畳だたみの上を下げ駄たの音を立てながら歩いて探すと、意外な屋台に二人がいた。

「トビさん、どうしますか？」

「……私は、５０００点に挑ちよう戦せんします」

「はいよ」

　屋台の店主のプレイヤーが一枚の薄うすい板のような物をトビちゃんに渡し、ルカちゃんはそれを横から眺ながめている。

　トビちゃんは、その板を慎しん重ちように力を加えて割っていく。パキン、パキンと、デンプンやゼラチンで作られた板に描かれた線をなぞるように抜ぬいていく型抜きの屋台に挑戦しているのだ。

　そして、地味な型抜きに熱中するトビちゃんは、最高難易度の型抜きに挑戦しているようだ。

「うわぁ、既き製せい品ひんじゃないから自由に難易度の高い型が作れるけど、どんどんと攻こう略りやくされているよ」

　精密な力加減と細々とした作業に、私には無理だなぁ、と思いながら、私たちも静かにトビちゃんの作業を眺める。

　まずは素手で大きな部分を割り、次に細かな部分をお店で用意した針で削るように型を抜いていく。

　そして──

「……できました」

「トビさん、おめでとうございます」

「おめでとう。まさか用意した型抜きが制せい覇はされちゃうとはね。あはははっ……」

　凄すごすぎて笑っちゃう店主。

　これ以上の挑戦ができないと知ったトビちゃんは、ふと顔を上げて、ルカちゃんの後ろで私たちが見ていたことに気が付き、少し慌あわてる。

「……ミュ、ミュウさんたち！　何い時つからいたんですか!?」

「えっと……トビちゃんがさっき完成させた型抜きをやり始めるところから」

「……はぅ」

　じっと見られていた事実に恥はずかしさを感じたのか、トビちゃんは消え入りそうな声を上げ、途と中ちゆうから私たちが見ていることに気が付いていたルカちゃんが苦笑いを浮うかべる。

「いや～、見事に集中していたから邪じや魔まするのは悪いかな、と思って」

　私の言葉に、ヒノちゃんとコハクが同じとばかりに首を縦に振ふる。

「さて、遊ゆう戯ぎ屋台も色々と遊びましたし、次はどうしますか？」

　恥ずかしがるトビちゃんから話題を逸そらすために聞いてくるルカちゃんに、私たちは考える。

「うーん。適当に歩いて美味おいしそうな食べ物屋台を探すとか？」

「……なら、食べるのに、両手が塞ふさがっていると不便だから、少し持とうか？」

　トビちゃんは、私が両手いっぱいに抱えている射的の景品のヌイグルミを指差す。

　アイテムなどはインベントリの中に仕し舞まったものの、こうした可愛いヌイグルミは、見せて自じ慢まんしたい気持ちがあって手に持っていたが、やっぱり食べる時には邪魔になる。

　ちなみに、ヒノちゃんが持っていた巨きよ大だいヌイグルミは歩く時の邪魔になったので、インベントリの中に仕舞われている。

「どうせなら、幾つかいらない？　残りは、インベントリに仕舞っちゃうからさ」

「……いいんですか。それじゃあ、これを」

　両掌てのひらに納まるくらいの小さめのヌイグルミを１つ選び取ったトビちゃんは、それをもふもふと優しい力で揉もんで嬉しそうにしている。

「それじゃあ、良さそうなお店探そうか」

　そうして、六人で屋台通りを練り歩けば、色んな客寄せの声が聞こえる。

　その中で、私たちは聞き覚えのある声を耳にして、自然とそちらの方に寄っていく。

「ここは、くじ引きだよ～。一等が当たれば、オーダーメイドの武器進しん呈てい！　一人３回限定の高級くじ、１回１万Ｇだよ～」

　トップ生産職の一人のリーリーくんが、頭の上に赤い鳥の幼よう獣じゆうであるネシアスを乗せて上部に穴の開いた箱を掲かかげている。

　その箱には、何百本という棒が入っており、穴から棒が出ている。

　どうやらその棒を選んで、抜いた棒の先の色によって景品が決まるようだ。

「うーん。オーダーメイドの武器かぁ。マギさんに作って貰った片手剣けんがあるけど、コンセプトの違ちがう武器も欲しいなぁ」

　一等のオーダーメイド武器は、この屋台に協賛してくれた生産職の一人を選んで、武器を作って貰うようだ。

　他にも二等以下に、買えば相場十数万相当のアイテムが並んでいる。そして、ハズレでも、１万Ｇ相当のポーション詰つめ合わせセットという損のない高級くじ引きだ。

　損得勘かん定じようのできるプレイヤーたちが躊躇ためらいなく引いていくために、長めの列ができ上がっている。

「ねぇねぇ。くじ引かない？　みんなの運試しに」

「いいですね。資金にも余よ裕ゆうがありますからね」

　私の提案に同意してくれるルカちゃん。

「まぁ、この夏にいっぱい狩かりしたから軍資金あるしねぇ」

　ヒノちゃんの言葉に冒ぼう険けんの過程を思い出し、みんなが苦笑いしてくじ引きの列に並ぶ。

　しばらくして私たちの順番が回って来た。

「あー、ミュウっちたちだ！　いらっしゃい！」

「ふふふっ、一等は私たちが貰もらうよ！」

　全員分の高級くじ引きのお金を渡わたし、まずは私が、箱から出ている棒を真しん剣けんな表情で睨にらむ。

「むむむっ……この三本だぁ！」

　勢いよく引き抜いた棒の先の色は……三本とも白だ。

「はい。残念、ポーションの詰め合わせセットだよ～」

　はい、と３万Ｇ分のポーションを私に手渡し、リーリーくんは私が引いた棒を受け取り、次の人に箱を傾ける。

　次に、ヒノちゃん、トビちゃん、コハク、リレイと続くが、みんな今日はくじ運がないようだ。

　四人ともがポーション詰め合わせを手に入れる。

「トホホ……こうもハズレが続くとちょっとテンション下がるなぁ」

「まぁ、当たらないのがくじ引きですから……あっ」

　そう言って私を宥なだめながら最後にルカちゃんが引いたくじは、三本中一本が赤色の棒だった。

　その色を確認したリーリーくんは、大おお振ぶりのハンドベルを持ってガランガランと鳴らした。

「おめでとう。三等の選べる強化素材だよ～」

「ええっと……ありがとうございます？」

　三等の景品の強化素材の説明を求める私たちの視線を感じ取ったリーリーくんが、胸を張って説明してくれる。

「僕たち生産職が厳選した強化素材だよ。生産職なら垂すい涎ぜんのアイテムなんだから！」

　そう言って自信満々に答えるリーリーくんに私たちが感心する。

「それじゃあ、どの種類の素材を選びましょうか……」

　ルカちゃんは、顎に手を当てて強化素材とその効果一覧表を眺める。

　どの装備にどの追加効果を組み合わせるかで僅わずかな時間悩なやみ、決める。

「それならこの【風の結けつ晶しよう片】にします」

「ルカちゃん、それで良いの？」

「はい。追加効果の【斬ざん撃げき強化（小）】があるので、バスタードソードの強化に使いたいと思います」

「了りよう解かいだよ」

　リーリーくんは、緑色の結晶をルカちゃんに手て渡わたす。

　ハズレ二本分の景品であるポーション詰め合わせも忘れずに渡してくれる。

「それじゃあ、夏祭り楽しんでねぇー」

　歩き出す私たちを見送るように、屋台から上半身を乗り出して手を振って見送ってくれるリーリーくんに、私たちも手を振り返す。

　気が付けば完全に日が落ちて、辺りは屋台に吊つられた提ちよう灯ちんの灯あかりで照らされている。

「それじゃあ、今度こそ食べ物屋台に行こう！」

「そうだね！　綿飴あめ、リンゴ飴、チョコバナナ、かき氷……」

「それは、おやつばかりですね」

　ヒノちゃんが指折り数える食べたいものの名前を口にすると、ルカちゃんが苦笑いをしながらツッコミを入れる。

「ふふふっ、ですが実際問題、そうなりかねませんよ」

　リレイは、人の増え始めた屋台通りを見ながら呟つぶやく。

　主食系とデザート系の屋台がバラバラに並んでいるので、同じ場所を往復して移動する手間が掛かかる。そして、その手間を惜おしんで屋台を巡めぐれば、食べる順番はバラバラになってしまう。

　というのは、まぁ、リアルならの話で──

「そんなの、買ってインベントリに入れておけば問題ない！」

「……落ち着いた場所で食べればいいと思います」

　私の考えにトビちゃんが同意してくれて、早さつ速そく、近くの屋台に突とつ撃げきして、とりあえず全員分の食べ物を購こう入にゆうする。

「すみません！　綿飴六つください！」

「あいよ！」

　屋台の店主プレイヤーに注文して既すでにでき上がっている綿飴を六つ受け取り、お金を払はらって次の屋台へと向かおうとしてルカちゃんに止められる。

「ミュウさん、全部を全員分買ってたら今日の内に食べきれませんよ」

「夏祭りや縁えん日にちの屋台の食べ物っちゅうのは、その場の雰ふん囲い気きで楽しむから美味しいんやで。普ふ通つうの時に食べても物足りないんとちゃう？」

　ルカちゃんに止められ、コハクに諭さとされて、その通りかもと思ってしまう私。

「ふふふっ、それならどれも一つずつ買って全員で少しずつ味を楽しめばいいではないですか。前みたいに一口ずつ回し食べして」

「リレイ。やっぱり、諦あきらめてへんのやな」

　リレイが、私たちとの食べさせ合いを期待しているのか満面の笑みで提案してきて、コハクが呆あきれたように溜ため息いきを吐はき出す。

　そんななかでヒノちゃんが別の屋台に買いに走り、トビちゃんだけが着いていき、しばらくして二人で食べ物を買って戻もどってきた。

　爪つま楊よう枝じを刺さしたたこ焼きを食べながら、小首を傾かしげてヒノちゃんが聞いてくる。

「うん？　どうしたの？　たこ焼き食べる？　オマケで１個くれたよ」

「ふふふっ、こういうのも悪くないですね」

「うちも頂くわ」

　ヒノちゃんに差し出されたたこ焼きの皿にある余分にもらってきた爪楊枝を取り、一個ずつたこ焼きを突つき刺して食べるコハクとリレイ。

「いいなぁ！　私もたこ焼き食べる！」

「……ちゃんと、ミュウさんたちの分も買ってきました」

「トビちゃん、ありがとう！」

　私は、差し出されたパックのたこ焼きをルカちゃんやトビちゃんと一いつ緒しよに食べた。

　他にもフランクフルトやフライドポテトなどを買ったり、その場で食べたりしつつ移動していると、とある屋台を見つけた。

「なにかな？　あの屋台」

「ソースの匂においですから焼きそばでしょうか？」

『リンゴ飴～、イチゴ飴～、焼きそば～』

　メガホン片手の女性プレイヤーの客引きの声で私たちは、そのお店が何を売っているのか知ることができた。

　そして、近づいてみれば、そのお店を誰だれがやっているのかがわかった。

「お姉ちゃん!?　それに、マギさんも！」

「あっ、ミュウちゃんだ。いらっしゃい」

　法はつ被ぴに鉢はち巻まき姿のマギさんが売り子をしており、その隣となりでは、ユンお兄ちゃんが熱い鉄板の上で焼きそばを作っていた。

「ミュウ、いらっしゃい。それにルカートたちも、浴衣ゆかた似合っているな」

　さりげなく褒ほめるユンお兄ちゃんだが、見た目が黒くろ髪かみロングの美少女であるために同性に褒められたような感じがする。それでも褒められたのは素直に嬉うれしく思う。

「それで、ミュウちゃんたちは、なに食べる？」

　ユンお兄ちゃんが鉄板で焼きそばを焼く横で、マギさんは木の棒に突き刺したリンゴやイチゴを飴の入った鍋なべに潜くぐらせてコーティングして、店先に棒を立てて並べていく。

　それをマギさんのパートナーのリクールが生み出した氷で冷やしお客さんに提供する。

「なんでユンお姉ちゃんが焼きそば屋台やってるの？　それと、焼きそば三つお願い」

　焼きそばができ上がる度たびに、木のお皿に盛り付けられて、アツアツの内にマギさんのインベントリに仕し舞まい込まれ、再びデモンストレーションとして焼きそばを焼き続ける法被姿のユンお兄ちゃんは、私の疑問に答えてくれる。

「本来、焼きそば屋台に入る予定だった生産職が急きゆう遽きよ入れなくなって、臨時で俺がやることになったんだよ。リンゴ飴のほうは俺が元々やる予定で、飴を作っておけば、後はマギさんにもコーティングができるからな」

　マギさんのインベントリに仕舞った焼きそばを取り出してる間にユンお兄ちゃんが説明する。

　助すけっ人ととして屋台で焼きそばを作るユンお兄ちゃんとその手伝いをするマギさん。

【料理】センスのないマギさんがリンゴ飴やイチゴ飴を完成させられるのは、チーズフォンデュのように具材を何かに潜らせるのが、調理の工程ではなく食べる工程に分類されるからだとか、ややこしい判定があるらしいが、そのお蔭かげで私たちはリンゴ飴やイチゴ飴を食べられるので深くは考えないことにする。
















「──ほら、焼きそば、できたぞ」

　話しながらも焼きそばを焼くペースを落とさずに、野菜、ビッグボアの肉、麵めんの順番で焼いていき、最後にソースを掛けて全体に馴な染じませるように混ぜてお皿に盛り付けている。

「ふぅ、２００人前はキツイ」

　ユンお兄ちゃんは、額の汗あせを拭ぬぐうような仕草で最後の焼きそばを焼き終えて盛り付けた皿をマギさんに渡し、マギさんはそれをインベントリに仕舞ってから、代わりに氷の入った冷たい飲み物を取り出して、ユンお兄ちゃんに渡す。

「ユンくんお疲つかれ様。これだけ作っておけば、引ひき継つぎの売り子の人に安心して渡せるね」

「そうですね。クロードが突とつ発ぱつ的に夏祭りをやりたいとか言い出して、最初は無理だと思いましたけど、なんとかなるもんですねぇ」

　焼きそばの作り置きも一段落ついたユンお兄ちゃんたちは、他の客を捌さばきながら、話をする。

「私は、遊戯屋台用に【風の結晶片】とか諸々の強化素材を放出したわ。今、何処どこにあるのかしらねぇ」

「俺も、【アトリエール】の宣伝も兼ねて在庫のポーションとかその類たぐいを提供しましたよ」

「そういう利用のし方もあったわね」

　夏祭りの開かい催さいの裏事情を話してくれる二人に対して、ことの発ほつ端たんを作った私としては、夏祭りの準備をしてくれたことに嬉しさを感じながら、焼きそばを食べる。

　ちょっと美味しいくらいの焼きそばを更さらに美味しく感じながら食べている私の様子が少しおかしいのに気が付いたユンお兄ちゃんは、こちらの顔を覗のぞき込むように見てくる。

「どうした？　焼きそば、不味まずかったか？」

「ううん！　違ちがう違う！　今日は、リゥイとザクロは連れてないんだなぁと思って！」

　慌あわてて答えた内容に、ユンお兄ちゃんは、マギさんの肩かたに乗る子狼おおかみのリクールを見て納得する。

「ああ、リゥイは人混みが苦手ですぐ隠かくれるし、ザクロは対人恐きよう怖ふ症傾けい向こうにあるからなぁ。呼び出してないんだよ」

　苦笑いを浮うかべるユンお兄ちゃんの答えに納得しつつ、会えないのは残念に思う。

　そのとき、屋台から別の生産職プレイヤーがユンお兄ちゃんに声を掛け、交代の時間を知らせてきた。

「っと、そろそろ交代の時間だな」

「それじゃあ、一緒に回らない？　マギさんも一緒にどうかな？」

　私がユンお兄ちゃんに尋たずねると、ユンお兄ちゃんは、考える素そ振ぶりを見せ、ちらりを私の隣にいるルカちゃんたちを見て、次にマギさんの方に目を向ける。

　どちらも、問題ない、と頷うなずいたために、ユンお兄ちゃんは私の申し出を受けてくれた。

「なら、ご同行させて貰おうかな。まだ時間があるからそれまでミュウたちにと一緒に回っても」

　頭に巻いていた鉢巻を外しながら屋台の横から出てくるユンお兄ちゃんに私は飛びつく。

「やったぁ！　よろしくね、ユンお姉ちゃん！」

「全く……抱だき付くなよ、歩きづらいだろ」

　そう注意するが、私を振り払おうとはしないユンお兄ちゃん。

　その後ろからリクールを肩に乗せたマギさんも出てきて、八人の大所帯で屋台通りを歩き始める。

　私とユンお兄ちゃんが並んで歩く後方をチラッと見れば、、ユンお兄ちゃんをジッと見み詰つめるリレイたちの声が聞こえてくる。

「ふふふっ、屋台では見えませんでしたが、下に穿はいているのは……スパッツ！」

「リレイ。あんた、なんちゅうところを見とるんや」

「ふふふっ、ユンさんもマギさんも形のいいお尻しりをしているなぁ、と」

　そうなのだ。ユンお兄ちゃんとマギさんは白いシャツに黒スパッツ、その上から法被という格好で、夏らしくシンプルながら色っぽい雰囲気がある。

　マギさんは、シャツや法被越ごしにも分かる大きなおっぱいが目を引き、ユンお兄ちゃんは、歩く度に法被の裾からチラ見えする形のいいお尻と揺れる長い黒髪が目を引く。

　非常に色っぽい二人の格好にヒノちゃんとトビちゃんが二人を他者の目からできるだけ遮さえぎるような立ち位置に移動したが、それでも十分ではない。

「なんか、二人だけ法被姿でちょっと違い和わ感かんがある。ユンお姉ちゃん、マギさん！　あそこで浴衣をレンタルしよう！」

「動き易やすいから、俺はこのままの格好でいいんだけど……」

「私も浴衣は着てみたいけど、この後の予定を考えるとねぇ……」

　そう言って、二人ともあまり乗り気じゃないようだが、私は、がっしりと二人の手を摑つかんで離さない。

「だけど、逃にがさないよぉ。私は、二人の可愛い浴衣姿も見たいんだもん！　みんなも見たいよね！」

　私が振り返り、ルカちゃんたちに尋ねる。

　真面目まじめなルカちゃんは、二人だけ違う格好だと少し寂さびしいと口にし、恥はずかしがり屋のトビちゃんは、首を何度も縦に振ってトビちゃんなりの強い肯こう定ていを表す。

　また、ヒノちゃんとリレイ、コハクが、ユンお兄ちゃんとマギさんに似合う柄がらや帯を相談しているのを見ると、ユンお兄ちゃんは諦めたように溜息を吐き出す。

「分かった。というか、実は、クロードに浴衣を押し付けられたんだよ。だから、レンタルする必要はないんだ……まぁ、着たくはないけど」

　最後に不満をぽつりと呟つぶやくユンお兄ちゃんだが、私たちの期待の籠こもった視線を受けて、ぷぃ、と顔を背そむけて、ツカツカとレンタル浴衣屋の試着室に入っていく。

「それじゃあ、ちょっとお姉さんたちは、お色直ししてくるね」

　マギさんもそう言って別の試着室に入り、私たちが、どんな感じだろうと期待しながら待っていると、試着室のカーテンが開き、ユンお兄ちゃんとマギさんが姿を現す。

「俺は、刺さし子こや縞柄の浴衣でいいんだよ」

「ユンくん、それは男物の柄だよ」

　不満を口にするユンお兄ちゃんの浴衣は、色取り取りの撫なでし子この柄が入っている。メインの花だけでなく葉や茎くきの部分に遊び心を感じさせるそれは、女性としての力強さと清せい楚そさを感じさせる逸いつ品ぴんだ。

　派手さはないが、落ち着いた雰ふん囲い気きは、ユンお兄ちゃんに良く似合っている。

「ユンお姉ちゃん、マジ大和やまと撫子！」

「だから、そういうのは要いらないんだって！」

　ユンお兄ちゃんは私の一言に強く反発するが、ルカちゃんやトビちゃんなどは、その姿にほぅと溜ため息いきを漏もらしている。

「さぁ、私たちも着き替がえたことだし、夏祭りの続きを楽しもう！」

　カラン、カランと下げ駄たの音を響ひびかせて一歩、二歩と歩くマギさんの浴衣の柄は、赤い金魚だ。躍やく動どう感がある可愛らしい金魚が、柄に入れられたラインに沿って泳いでいるように見える。しかも本来真っ直すぐなラインがマギさんの大きなおっぱいやお尻の凹おう凸とつによって川の流れのようにも見える。

「ふふふっ、ユンさんとマギさんの浴衣を作ったクロードさんのセンスは、まさに神！」

　鼻を押さえて、不気味な笑みを浮かべているリレイに対して、鼻血を止めようと首の後ろをトントンと軽く叩たたいているコハク。

　その後、改めて八人で夏祭りの屋台を楽しむのだが、やっぱり可愛い女の子が八人居れば、色々とお得だ。

「おっ、可愛い浴衣姿だから、たい焼き一つオマケしちゃうよ」

「いいもの見せて貰もらった。タダで持って行っていいよ！」

「ファンです！　貰ってください！」

　歩く度に、少しずつ増えていく食べ物に苦笑いを浮かべるユンお兄ちゃん。それらを食べながら、私たちが色々な屋台を見て回り楽しんでいると、ユンお兄ちゃんとマギさんがメニューからメッセージを受け取ったらしく、少し残念そうに溜息を吐はき出す。

「時間だ。俺とマギさんは、この後予定があるけど、みんなは楽しんでくれ」

「じゃあね。また私のお店にでも来てね」

　そう言って、屋台の通りから離はなれるように歩き始めるユンお兄ちゃんとマギさんの背中に、私は思わず声を掛かける。

「私も行く！」

「「──えっ？」」

　振り返る二人に絶対に付いていくと力強く見つめる。

　私は、ユンお兄ちゃんとマギさんの予定は絶対におもしろいと直感したからだ。




　　　　●




「用事って、城じよう壁へきの上だったんですね」

　ルカちゃんがそう呟きながら、城壁の階段上部に付けられている採光用の窓から射し込む月明かりを頼たよりに、浴衣姿と下駄では歩きづらい階段を上る。

　ユンお兄ちゃんやマギさんの用事に無理矢理付いていくと言ったが、大変だから止やめておけと断られた理由が今ではよく分かる。

　ここは、第一の町をぐるっと囲む城壁の上部へと繫つながる階段だ。

　こんなところには、専用のクエストＮノンＰプレイヤーＣキヤラクターに話を聞きに来るか、町を高所から見回すためくらいしか来ないために、かなり不人気な場所である。

「けど、この階段を上った先でユンさんたちは何をするの？」

「……それは気になります」

　ヒノちゃんとトビちゃんが先頭を歩くユンお兄ちゃんたちに尋ねれば、マギさんが振り返り唇くちびるに指を当てて──

「それは、秘密だよ。私たちからのサプライズなんだから」

「それより大だい丈じよう夫ぶか？　コハクとリレイは、歩くの辛つらそうだけど」

　魔ま法ほう職でステータス的にやや持久力の足りないコハクとリレイが、最さい後こう尾びから遅おくれ気味に付いてくる。

「ああ、うちは大丈夫。ちょっとゆっくり歩けばええから」

「ふふふっ、私は無理です。だから、誰だれか運んでください！」

　両手を広げて誰かが近づいてくるのを待ち構えるリレイに、コハクはツッコミを入れる余裕もないのか、そのままリレイを置いて、階段を上っていく。

　だが──

「ツッコミを入れてくれないと私がただ痛い人になってしまいますよ！」

「ええい！　うちに抱き付くな！　浴衣が崩くずれるやろ！」

　距きよ離りを取るように階段を上るコハクの腰こしにリレイが抱き付き、二人のじゃれ合いが始まる。

「うん。問題ないよ！　何い時つもの二人だ」

「納得してないで引き剝はがすの手伝え！」

　暴れるコハクとそれでも離さないリレイの様子をみんなで微ほほ笑えましく眺ながめながら、階段を上っていく。

　浴衣で長い階段を上ったために疲つかれたが、城壁の上に辿たどり着つけば夜風が気持ち良い。

「あっ！　あそこが夏祭りの屋台のある場所だよ！　やっぱりプレイヤー密度が高いね」

　ヒノちゃんが城壁の縁へりから身を乗り出すように、普ふ段だんは露ろ店てんの並ぶ屋台通りを指差す。

　そして、夜の第一の町の全景やその外側の平原などを眺める私たちだが、先に辿り着いていた人たちが居て声を掛けて来た。

「ふむ。少し遅れたのは、ユンの妹たちを引き連れていたからか」

「ヤッホー、みんな、さっきぶり！」

「クロード、リーリー、すまんな。ミュウたちが来たいって言い出して連れてきた」

　ユンお兄ちゃんが、クロードさんとリーリーくんに謝るが、ふむ、と顎あごに手を当てたクロードさんがユンお兄ちゃんを見て目を細める。

「渡わたした浴衣を着たか。やはり、俺の見立ては間ま違ちがっていなかったようだな！」

「今は、その話はいいから」

　ユンお兄ちゃんが、触ふれられたくない話題のために無理矢理に話題逸そらしをするが、疲れているのか、その口調には覇は気きがない。何時もの口くち癖ぐせの、全く……と言って溜息も吐ついている。

「それじゃあ、始めるとするか」

「そうね。けど、折角だから、ミュウちゃんたちも居るんだし手伝ってもらわない？」

　何やら秘密にしていたことをここに来て教えて貰えるようだ。

「ねぇ、これからここで何をやるの？」

「僕たちはね、これからここで花火を打ち上げるんだよ！」

　打ち上げ花火？　と言って筒つつ状の打ち上げ装置を探すが、それらしい物は城壁の上には見当たらない。

「この花火玉の試作品を空高く投げて、ユンくんが火の点いた矢で射い貫ぬくって方法を取るつもりなんだけど、ミュウちゃんたちが手伝ってくれれば、もっと高く打ち上げられるんじゃないかな？」

　そう言って、マギさんが取り出したのは茶色い紙でガチガチに固められたバスケットボールくらいの玉だ。

　あの中の火薬が炸さく裂れつして花火になるんだろう、と思い、その火薬を作れそうなユンお兄ちゃんに目を向けると……

「残念だけど、これは俺が作った物じゃないんだよ。他の生産職が偶ぐう然ぜんに発見したレシピを基もとに複数の生産職が急ピッチで作ったものだ。」

「それでは、花火玉はヒノさんが大おお槌つちで打ち上げて、リレイさんの火魔法で着火ですかね？」

　一応、ガチガチに固めてあるものの、ヒノちゃんの攻こう撃げきで壊こわれないか心配になる私だが、その点は問題ないらしい。

「周りに貼はってある紙は、耐たい衝しよう撃げき性能の高い紙だから、破れにくくて燃えやすいんだよ」

　そう言うリーリーくんの説明に納得し、早さつ速そくみんなで打ち上げの準備に取り掛かる。

「なるべく高く上げたいから、ユンさん、お願い」

「分かったよ。《付エンチ加ヤント》──アタック！」

　より高く打ち上げるために浴衣姿で大槌を背負うヒノちゃんは、ユンお兄ちゃんのエンチャントを受けて、ＡＴＫを底上げされる。

　そして、ルカちゃんがマギさんから花火玉を受け取り、ヒノちゃんとタイミングを合わせて、空中高く放り投げる。

　ヒノちゃんは、素早く両手で大槌を構えると、投げられた花火玉を下から叩き、上空へと飛ばす。

　次はリレイの番なのだが……

「駄だ目めです、暗くて見失いました！」

「リレイ！　まだ上じよう昇しよう中だ！　杖つえを上空に向けて構えろ！　ミュウは、灯あかりを！」

「分かったよ、ユンお姉ちゃん！　──《ライト》！」

　城壁の上空で光球の灯りが点ともる中、ユンお兄ちゃんは、杖を頭上に向けて構えたリレイの後ろに回り込み、杖を握にぎるリレイの手に自分の手を重ね、じっと杖先と空の暗くら闇やみを見上げている。

　明るくなる空で【鷹たかの目】の遠視能力があるユンお兄ちゃんだからこそ、花火玉の位置を把は握あくしつつ、リレイの攻撃方向を微び調ちよう整せいする。

「もう少し右、ここだ！」

「ふふふっ、手と手を重ねる美少女との共同作業！　行きますよ──《ファイアーボール》！」

　リレイが最下級の火属性魔法を使い、上空に火球を放つ。

「ミュウ、灯りを消せ！」

「了りよう解かい！」

　花火を美しく見せるために、私が光球の魔法の発動を止めると上空が再び闇やみに覆おおわれる。

そして──

　リレイの火球が空中の花火玉とぶつかり、パン、という乾かわいた音と共に内部の花火玉が爆はぜて、空中に光の花を咲さかせる。

　だが、その花は白色の花火という酷ひどく味気ないもので、しかも突然のことだったので、多くのプレイヤーが見落とした可能性がある。

「それじゃあ、こっちが本番。行くよ、ユンくん！」

「はい！　マギさん」

　マギさんは、浴衣の袖そでを捲まくって全力で一回り大きな花火玉を上空に投とう擲てきし、ユンお兄ちゃんが、火の着いた矢を番つがえた弓矢を構える。

　だけど、ここでトラブルが発生する。

「──っ!?　マギさん、上昇の勢いが足りない！」

　浴衣のせいで足元が縺もつれ、前のめりに倒たおれるようにして投げたマギさんだが、その投擲には十分に力が乗らずに飛ひ距きよ離りが足りない。

　慌あわてるユンお兄ちゃんたちだが、私は、ヒノちゃんとコハクと視線を合わせて、頷うなずき合う。

「ヒノちゃん、コハク！」

「分かった。もう一発準備するよ！」

「うちは、軌き道どうを調整したる」

　私は、ゆっくりと上昇を止め始める花火玉を再度上昇させるために、メニューを操作し、余っていたＳＰを消費して、それを【行動制限解除】のセンスと組み合わせて装備する。

「ミュウちゃん、準備できたよ！」

「うちも準備万ばん端たんや！」

　私は、ヒノちゃんが構えた大槌の上に飛び乗り、何い時つでも行ける準備を整える。

「私も準備できたよ！」

「それじゃあ、いっけぇぇっ！」

　ヒノちゃんが最初の花火玉を打ち上げた時よりも力強いスイングで大槌を振ふるい、私はその勢いに自分の跳ちよう躍やくを合わせて空中へ飛び出した。

　ぐんぐんと高くなる視界だが、まだ先行する花火玉には追いつかない。そんな私を後押しするのは、コハクの魔法だ。

「届けぇ──《リトル・トルネード》！」

　足裏を押し上げるような竜たつ巻まきの魔法の勢いを得て、私は花火玉に追いついた。

　既すでに上昇の勢いを失い落下へと軌道を変えかけている花火玉に対して、私は、浴衣姿で足を振り上げる。

「もう一回、打ち上がれっ！」

【行動制限解除】と新規に取得した【蹴けり】のセンス。それを組み合わせたオーバーヘッドシュートを決めて、真上へと花火玉を蹴り上げる。

　空中で姿勢を戻もどした私は、落下しながら上昇していく花火玉を見上げていた。そのとき真横をピューという笛のような甲かん高だかい音が駆かけ抜ける。

　それは、ユンお兄ちゃんが放った火矢から発せられており、その火矢は、見事に花火玉の中心に突つき刺ささり、上空で花火玉を爆ぜさせた。

　今度は、腹に響ひびく重低音に続き、大きな花を咲かせる。

　こっちも白色のみというあっさりした花火だが、先程よりも何倍も大きく美しく見える。

　私は、空中でその光景を呆ぼう然ぜんと見上げていたが、ふと我に返ると、現在落下中だということを思い出した。

「あっ、ヤバい。どうしようか」

　かなり高い場所から落ちているから、結構な落下ダメージがあるだろうなぁ、と思っていた私だが、突然足元から強めの風が吹ふ上げてきたので、落下の勢いを軽減させながら、城じよう壁へき上に着地することができた。

「ミュウ！　大だい丈じよう夫ぶか、怪け我がしてないか！　なんであんな無茶をする！」

　花火玉に火矢を放つ役目を終えたユンお兄ちゃんは、慌てたように私に駆け寄より、私の無事を確かめる。

　そんなユンお兄ちゃんの後ろでは、みんながニヤニヤしながら私たちの様子を見ている。

　なんか、恥はずかしいので、私は、まずユンお兄ちゃんを落ち着かせることにする。

「大丈夫だよ、平気だよ平気！　それより花火凄かったね！　それに、私の横を通り過ぎたあの矢って何？　笛みたいな音がしてたけど」

「あの矢は鏑かぶら矢やって言って、あの音で合図を送り合う矢なんだよ。まぁ、ソロだとほぼ使わないし、今回は花火が上っていく音の演出も兼かねてるけどな」

「あと、なんで単色なの!?　勿もつ体たい無いよ！　もっと色んな色のを打ち上げようよ！」

「まだ試作品だから、今は白色しか再現できてないんだよ。研究も十分じゃないからな」

　一つ一つ丁てい寧ねいに説明してくれるユンお兄ちゃんと、興奮する私。そんな私たちの様子を他のみんなが微ほほ笑えましそうに見つめている。

「さて、打ち上げ花火も終わったし、この場から撤てつ収しゆうして、祭りに再度参加しましょう」

　マギさんが音おん頭どを取り、みんなが順番に階段を降りていく。

　城壁の窓から聞こえる祭り囃ばや子しは、徐じよ々じよに小さくなり、祭りの終わりを感じさせる。

　最さい後こう尾びでみんなの会話に耳を傾かたむけながら、私が城壁の下に広がる屋台通りの音に耳を傾けていると、何かを思い出したかのように足を止めて、振り返るユンお兄ちゃん。

「そういえば、ミュウ……」
















「うん？　どうしたの、ユンお姉ちゃん」

「おまえ、居間のテーブルの上に社会のプリント置いてなかったか？　あれ、夏休みの宿題じゃないのか？」

「……あ、ああああっ！」

　一いつ瞬しゆん、何を言われたのか、理解できなかったが、数瞬後に思い至り大きな声を上げる。

「そうだ！　社会のプリントは、教科書見れば分かるからって後回しにしてて忘れてた！」

「昨日、夏休みの宿題に関して話していたのに、まだ忘れているなんて……」

　ヒノちゃんが苦笑いを浮うかべ、私はユンお兄ちゃんに助けを求めるように目を向けるが──

「プリント三枚だろ。間に合うから頑がん張ばれ」

「うわぁぁっん！　ユンお姉ちゃんに見み捨すてられた！」

「人聞きの悪いこと言うな。全く、夜食を準備してやるからログアウトして始めろ」

　そう言って、私とユンお兄ちゃんは、最後に締しまらない夏の終わりを迎むかえた。

　全員が微び苦く笑しようを浮かべつつ、私とユンお兄ちゃんのログアウトを見送った。




　ログアウトした私は、峻しゆんお兄ちゃんが用意してくれた夜食のおにぎりと濃こいめの麦茶を口にしながら、残っていた社会のプリントを進めていく。

　時折、夏休みの【ＯＳＯ】の楽しい思い出を振り返ったり、次にログインした時になにをやろうか、と想像して口元を緩ゆるめながら、なんとか夏休みの宿題を終えることができた。










　　　あとがき







　はじめましての方、お久しぶりの方、こんにちは。アロハ座ざ長ちようです。

　この本を手に取って頂いた方、担当編集のＯさん、作品に素敵なイラストを用意して下さったゆきさん様、また本編の作品を見て下さった方々に多大な感謝をしております。

　当作品は、ドラゴンマガジンにて連れん載さい中の外伝シリーズを文庫化したものです。




　無事、主人公の妹・ミュウが主人公のＯＳＯのスピンオフ作品の二巻を発売することができ、安あん堵どしております。

　ミュウパーティーの可愛さ、凜り々りしさなどを楽しんで頂けたら幸いです。




　ミュウパーティーが揃そろっての冒ぼう険けんが本格的に始まった二巻で、書いていて楽しかったことを二つほど紹しよう介かいしようと思います。

　一つは、コハクとリレイの掛かけ合いです。

　セットで語られることの多い二人の掛け合いやコハクの鋭するどいツッコミ、リレイの妄もう想そうやおかしな言動などを生き生きとしながら書いています。

　これからもコハクとリレイの掛け合いのキレを増すように精進したいと思います。

　もう一つは、幼よう獣じゆうやＭＯＢのデザインです。

　どんな姿だったら、可愛いだろうな、カッコイイだろうな、と想像しながら描びよう写しやし、それがイラストになった時に想像以上の可愛さやカッコ良さだったとき、内心ガッツポーズを取ったりします。

　他にも執しつ筆ぴつする時の楽しみは色々とありますが、今回はほんの少し紹介させて頂きました。これからも私の考える楽しいが皆みなさまに届けばいいと思います。




　これからも私、アロハ座長をよろしくお願いします。

　最後にこの本を手に取って頂いた読者の皆みな様さまに、改めて感謝を申し上げます。

　また皆様に会える日を楽しみにしております。





二〇一六年　十月　アロハ座



















アロハ座長

●あろはざちょう



生態：最近になって寒い時は、トレーナーを二枚重ね着すれば寒くないと気が付き、実践した結果、モコモコして肩幅が一回り大きくなった気がします。

雑談：ファンタジア文庫大感謝祭２０１６に参加して物販に並びましたが、欲しいグッズの一つが売り切れていました。来年は買い逃しのないように準備を整えて挑みたいと思います。
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